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　　　　はじめに



　「空気」の支配力



　人が集まる場には、ある種の「空気」が支配し、それに同調することが求められます。

　お葬式という場では、冗談など言えない「厳粛な空気」が支配し、人々は深刻な表情で重い言葉を交わします。同窓会という場では、気の置けない友人に会えた喜びから「華やかな空気」が支配し、人々は懐かしい話題に花を咲かせます。

　誰と一緒にいるかによっても、その場の「空気」は影響を受けるでしょう。初めてのデートで二人だけになると、「緊張した空気」が漂います。ケンカしている相手と同席するはめになったとき、「気まずい空気」が充満します。

「空気」は変化するものです。会議の場にカリスマ性のある社長が姿を現すと、「ゆるんだ空気」が一瞬で「張りつめた空気」に変わります。初対面の人と話すとき、何となく「ぎくしゃくした空気」になりますが、おたがいの共通点が見つかったとたん、「和なごやかな空気」が流れ、話が弾みます。「空気」は不思議な存在です。

「空気」は支配されるだけでなく、働きかけて変えていくものです。スポーツの試合で点を取られ、「沈んだ空気」が立ちこめたときでも、ムードメーカーの一言が笑いを呼び、「明るい空気」に包まれることがあります。私が大学でゼミの司会をするとき、メンバーの厳しい質問によって「険悪な空気」になりそうなときは、冗談を交えながら「和やかな空気」になるように努めます。

　よい空気は私たちを自由にします。「穏やかな空気」「落ち着いた空気」「リラックスした空気」に満たされると、おたがいの距離が近くなり、親しいコミュニケーションが可能になります。

　しかし、空気はよいものばかりではありません。「重苦しい空気」「よどんだ空気」「陰いん鬱うつな空気」が立ちこめると、私たちのコミュニケーションは、とたんにうまくいかなくなります。



　言葉選びの科学



　一つだけ例を挙げましょう。つぎの例は、沢木耕太郎『一瞬の夏』（新潮文庫）からの引用です。「私」は、カシアス内藤というボクサーの才能に強く惹ひかれ、内藤をチャンピオンにするためにあらゆる努力をする決意をします。そして、苦労を重ね、長い時間をかけて、ようやく朴とのタイトルマッチにこぎつけます。

　ところが、内面に弱さを抱える内藤は、そのかんの生活の不安に耐えられず、トレーニングをサボり、アルバイトに精を出してしまっていました。久しぶりに会った内藤からは、鍛えあげられた肉体はもはや失われており、それを目にした「私」は愕がく然ぜんとします。

　以下の文章を二つの「空気」に注目しながら読んでみてください。



　私は硬い口調で内藤に言った。

「朴とのこの話は、思い切って壊すことにしないか」

「…………」

「俺には、もう君の緊張の糸は切れてしまったような気がするんだ」

「そんなことないよ……」

　しかし、内藤の否定の言葉は弱々しかった。

　私たちは気まずく黙り込んだまま駅に向かって歩きつづけた。ふたりの間の空気が、次第に陰鬱なものになっていく。私には、腹立ちまぎれにすべてを壊しかねない荒すさんだ険しさがあり、内藤には、もう一度私が壊そうと言えば、どうにでもしてくれ、と叫び出しかねない投げやりな危うさがあった。ひとこと喋しやべれば大爆発を起こし、そのまま決裂してしまいそうな危険な雰囲気だった。しかし、だからといって、このまま無言で駅まで歩き、そこで別れてしまったら、その時こそ本当に終ってしまうだろう。私は朴との話を壊し、内藤はあらゆる努力を放棄するに違いない。

　何か喋らなくてはいけない、と私は思った。とにかく、どうにかしてこの空気をほぐさなくてはならない。だが、私には、気の利いた冗談でその場を救う、という器用なことができなかった。私は焦燥感を覚えながら、どうしても適切な言葉を見つけられないでいた。ふと内藤を見ると、彼も視線を宙に漂わせ、懸命に話のきっかけを探しているようだった。



　私たちは、好きな人と親しくなりたいと願っても、しばしば「空気」に阻はばまれます。私たちは、うっかり「空気」を読み間違え、その場の雰囲気を壊してしまうこともあります。

　私たちが「空気」を正しく読み、適切に行動するためには、「空気」のことをもっとよく知る必要があります。しかし、目に見えない「空気」というものを、いったいどうしたら知ることができるのでしょうか。

　本書は、社会言語学という学問を紹介することをとおし、私たちのあいだに流れる「空気」を科学することを目指します。

　社会言語学は「言葉選びの科学」です。社会言語学を学ぶことで、ぜひ、その場に合わせた適切な言葉選びのセンスをみがいてください。



　文法は（もちろん）おもしろい



　社会言語学について考える前提として、まず、言語学について考えてみましょう。

　言語学は、言葉のしくみを明らかにする学問です。しかし、言葉のしくみと一口に言っても、いろいろありそうです。言葉のしくみとは、いったい何でしょうか。

　まず、考えられるのは、言葉の構造です。言葉の要素を組み立てるときのルールと言ってもよいでしょう。

　言葉の構造を分析すると、そこには、文法（grammar）と呼ばれる不思議なルールがあることに気がつきます。ここでは、それを、音の文法（音韻論 phonology）、語の文法（形態論 morphology）、文の文法（統語論 syntax）の三つに分けて考えましょう（注…この本は、文法について語る本ではありませんが、社会言語学のおもしろさをお伝えするための前段として、少しだけおつきあいください）。

　まず、音の文法である音韻論から考えてみましょう。日本語では、点々のつく濁だく音おん（ガ行、ザ行、ダ行、バ行）のまえには、つまる音、すなわち促そく音おん「っ」が入らないというルールがあります。

　たとえば、和語の「遊ぶ」の場合、「打って」「走って」などとは違い、促音便「遊っで」ではなく、撥はつ音おん便びん「遊んで」になりますし、「泳ぐ」の場合も、促音便「泳っで」にはならず、イ音便「泳いで」になります。また、漢語の「活動」の場合、「かっどう」とはならず、「かつどう」になります。「活発」が「かつはつ」とはならず、「かっぱつ」となるのとは対照的です。

　しかし、このルールには例外があります。外来語の場合です。卵は「エック」ではなく「エッグ（egg）」ですし、子どもたちの「キッズ（kids）」は「キッツ」にはなりません。Ｊリーグの「浦和レッズ（Reds）」も「レッツ」にはならないでしょう。

　ところが、おもしろいことに、「ッ」が入ると、濁点が落ちる外来語もあるのです。鞄の「バッグ（bag）」は「バック」に、胸につける「バッジ（badge）」は「バッチ」に、寝るときの「ベッド（bed）」は「ベット」に、という具合です。

　これらのことを、つぎにまとめてみました。

　①と②の違いはなんでしょうか。ここには、どんなルールが隠れているのでしょうか。



　①「エッグ」「キッズ」「レッズ」

　②「バッグ／バック」「バッジ／バッチ」「ベッド／ベット」



　よく見ると、濁音の点々が落ちている「バック」「バッチ」「ベット」の促音「ッ」のまえは濁音になっています。つまり、促音「ッ」のまえが濁音だと、促音「ッ」のあとの濁音の点々が落ちやすくなるようなのです。そういえば、「ドッジボール」も「ドッチボール」といいますね。

　しかし、よく気がつく人は、「ドッグ（dog）」や「グッズ（goods）」の場合はどうか。「ドック」や「グッツ」にはならないではないか。そう反論するでしょう。

　たしかに「ドッグ（dog）」は「人間ドック（dock）」と区別するために「ドック」とならないのがふつうです。ところが、ほかのものと組み合わせて、「ホットドック（hot dog）」や「ドックフード（dog food）」になると、点々が落ちやすくなります。

　また、「グッズ」は、インターネットで検索すればすぐにわかりますが、「グッツ」が案外たくさんヒットします。「ドッグ」も「グッズ」も、やはり「ッ」のあとの濁音は清音になりやすいのです。

　さて、つぎに、語の文法である形態論を考えてみましょう。形態論は、形態素と呼ばれる意味の最小単位から語を作るときのルールで、語構成を考えるときに役立ちます。

　次の③と④を見てください。二字漢語のあとに「人」が来るとき、③は「じん」と読むのに、④は「にん」と読みます。そこには、どのようなルールがあるか、わかりますか。



　③　関西人、外国人、宇宙人、芸能人、社会人、一般人

　④　管理人、支配人、仕事人、苦労人、世話人、保証人



　③は場所の名前で、④は職業の名前だからでしょうか。それぞれ最初の三つくらいまではそれでよさそうなのですが、「芸能人」と「苦労人」のあたりでその仮説は崩れます。

　じつは、③は二字漢語に「する」がつかないもの、④は二字漢語に「する」がつくものです。「関西する」「外国する」は言えませんが、「管理する」「支配する」は言うことができます。これさえわかれば、「じん」と「にん」の区別は簡単です。

　そして、トリを務めるのは、文の文法である統語論です。つぎの文で「ある」「いる」のどちらかを選んでください。



　⑤　木のかげに子ども／ネコが｛ある／いる｝。

　⑥　教卓のうえにチョークが｛ある／いる｝。



　これは、ひとめでわかります。⑤は「いる」、⑥は「ある」です。ヒトや動物の場合は「いる」、動かないモノの場合は「ある」です。

　ところが、つぎの⑦と⑧はどうでしょうか。「に」「で」のどちらかを選んでください。



　⑦　本社の会議室｛に／で｝大きなスクリーンがある。

　⑧　十四時から本社の会議室｛に／で｝打ち合わせがある。



　⑦は「に」、⑧は「で」で、これも間違えることはないでしょう。ところが、理由を聞かれると困ってしまうのではないでしょうか。

　これも、⑤と⑥と同様、主語が関係します。⑦の主語は「大きなスクリーン」というモノです。それにたいし、⑧の主語は「打ち合わせ」というコトです。つまり、イベントが主語にくると、場所を示す助詞は「に」ではなく「で」になるというルールがあるわけです。



　理論言語学と社会言語学――標本か、観察か



　このように、言葉のしくみを言葉の構造と考え、言葉の構造を支配する「文法」という隠れたルールを明らかにする言語学があります。それを理論言語学（theoretical linguistics）と呼ぶことにしましょう。

　ところが、言葉のしくみを考える場合、社会言語学（sociolinguistics）と呼ばれる、理論言語学とはまったく異なるアプローチがあります。理論言語学は、記号としての言葉の内部構造を明らかにすることを目指す内部指向の言語学ですが、社会言語学は、発話された言葉と発話された外部環境の関係を明らかにすることを目指す外部指向の言語学です。

　これを、昆虫の研究になぞらえて考えてみましょう。

　たとえば、トノサマバッタを研究する場合、まず、トノサマバッタの体の構造を考えるのが一般的でしょう。体長は三五～六五mmの大型のバッタである。体色は緑色のものと褐色のものがいる。うしろの二本の脚が非常に発達していてジャンプ力がある。背中に翅はねを持っていて空中を飛ぶことができる。顔は仮面ライダーに似ており（ほんとうは仮面ライダーがトノサマバッタに似せて作られたのですが）、アゴが発達している。こうした特徴があります。

　しかし、これでほんとうに生きたトノサマバッタのことがわかるでしょうか。トノサマバッタが実際に生息している草むらに出かけ、跳躍する姿、飛ぶ姿を見てみないとわからないことが多いのではないでしょうか。

　トノサマバッタの体色が緑色なのは、草むらのなかで保護色になるからです。褐色のものがいるのも、土や石の多い場所で保護色になるからです。アゴが発達しているのは、イネ科の植物を食べるためです。跳躍力があるのはカマキリなどの外敵から逃げるためであり、飛翔力は長距離を移動するためと異性を惹きつけるためです。小柄なオスが大柄なメスのうえに乗って交尾する姿は、草むらに出かけないとわからないでしょう。

　つまり、トノサマバッタのことを知るためには、トノサマバッタの標本だけでなく、草むらで暮らすトノサマバッタも観察しなければだめだということです。自然環境のなかで生きるトノサマバッタを見て初めて、その生態が見えてきます。

　これは、言葉のしくみを考える場合でも、まったく同じです。生きた言葉が存在するのは、人と人とのコミュニケーションが行われている社会です。社会という環境のなかで言葉がどう働いているのかを知って初めて、言葉の真の姿が見えてきます。



　社会言語学はもっとおもしろい――しんちゃんが母を「みさえ」と呼ぶ理由



　社会のなかの言葉のしくみを考える場合、記号としての言葉の構造を考える場合と同じように、ルールを知る必要があります。しかし、そのルールは、もっとゆるやかです。

　理論言語学の場合、そのルールは文法ですから、正しさが問題になります。もちろん、グレーゾーンもありますが、基本的には正しいか正しくないかということが立論の基盤になります。

　ところが、社会言語学の場合は正しいか正しくないかで語ることはできません。

　たとえば、アニメのクレヨンしんちゃんでは、しんちゃんはお母さんのことを「みさえ」と呼びます。お母さんの名前はたしかに「みさえ」ですし、お父さんもお母さんのことを「みさえ」と呼んでいるわけですから、間違いではありません。正しいか、正しくないかという議論なら、正しいということになるでしょう。

　しかし、正しいからといって、そう呼んでいいかというと、別問題です。夫が妻のことを呼び捨ての名前で呼ぶことは社会的に許容されますが、子どもが母のことを同じように呼ぶことは社会的なルールからは逸いつ脱だつしているからです。そして、逸脱しているからこそ、しんちゃんがお母さんのことをあえて「みさえ」と呼ぶのがおもしろいのです。

　また、留学生と一緒に大学の授業に出席した日本人学生が、「授業のなかで留学生とからめて楽しかったです。」というコメントシートを授業後に出してきたという話を友人から聞きました。「からめて」は、若者言葉としては正しい日本語でしょうし、親しい友人同士の雑談でなら使ってもよいでしょう。

　しかし、授業のコメントとしてはどうかと思います。「交流できて」くらいが穏当でしょう。

　さらに、小学校のときの同級生が我が家に遊びに来て、上着を脱ぎながら開口一番「えもんかけ、ある？」と言いました。彼は四〇代で、着ている上着はジャケットです。

　たしかに、「ハンガー」を「えもんかけ」ということはあるのですが、和装をした、貫禄のある七〇代の男性が言うのならともかく、ジャケットを着た四〇代にはふさわしくない言葉選びです。「ハンガー」という外来語を避けたかったのだとしても、せめて「洋服かけ」ならば違和感も少なくて済んだでしょう。

　ここからわかることは、言葉選びには「正しさ」だけでなく「ふさわしさ」という基準もあるということです。

　理論言語学が「正しさ」の言語学だとするならば、社会言語学は「ふさわしさ」の言語学です。話し手の世代や性別、話し手と聞き手の関係、その場の状況などによって「ふさわしさ」は変わってきます。

　ちまたには、日本語について書かれた本は溢あふれていますが、その多くは「正しさ」について書かれた本です。そこに、私の懸け念ねんがあります。

　文法を間違えることのない日本語ネイティブ・スピーカーむけに書かれる本は、言語学的には、ほとんどが「ふさわしさ」の問題であるはずです。にもかかわらず、それを「正しさ」の問題にすり替えてしまっている本があまりにも多いのです。

　社会言語学の立場からすると、「正しい敬語」は存在しません。あるのは「ふさわしい敬語」だけです。そして、その「ふさわしさ」を決める社会的なルールは、文法のような正しいか正しくないかのルールではなく、話し手のアイデンティティや話し手と聞き手の関係、その場の状況によって変化するゆるやかなルールなのです。

　社会言語学を学ぶと、「正しさ」に覆おおわれて見えなかった隠された言語現象が、次々に見えてきます。これは、とても刺激的な体験です。

　本書をとおして、読者のみなさまが社会言語学のおもしろさを体感し、これまでの「正しさ」一辺倒の言語観から解放されることを心から願っています。
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　　　　　【問い】「レポートではなぜ、ふだんの日本語を使っちゃダメなんですか？」


　　　　　談話共同体とジャンル――空気と暗黙のルールがある

　　　　　話し言葉と書き言葉

　　　　　話し言葉と書き言葉の境界線

　　　　　【第六章のまとめ】


　第七章　日本語の人称表現


　　　　　【問い】「なぜジャイアンは『おれ』で、スネ夫は『ぼく』なのですか？」


　　　　　日本語の人称表現の特徴

　　　　　人称表現の種類が多い

　　　　　一人あたりの人称表現の種類は多くない

　　　　　話し手のアイデンティティに根ざす

　　　　　話し手のキャラ立て

　　　　　聞き手や状況に合わせる

　　　　　二人称表現は失礼か

　　　　　時代とともに変わる一人称――「うち」「こっち」「自分」

　　　　　親族名称の体系と変化――家族のルールも変わってきた

　　　　　【第七章のまとめ】


　第八章　言葉と言語


　　　　　【問い】「世界には数千もの言語があるというのは、本当ですか？」


　　　　　言語と方言の境界線――どこで線を引くかはきわめて困難

　　　　　ダイグロシア――異なる機能の言語を使い分ける

　　　　　バイリンガリズムとマルチリンガリズム

　　　　　バイリンガルもいろいろ――第一言語の重要性

　　　　　イマージョン・プログラムとサブマージョン・プログラム

　　　　　コード・スイッチングとコード・ミキシング――意図的か、無意識か

　　　　　【第八章のまとめ】


　第九章　言葉と文化


　　　　　【問い】「外国語を学ぶと、発想が豊かになるというのは本当ですか？」


　　　　　言語決定論と言語相対論――言葉が思考、認識を規定するのか？

　　　　　言葉によって変わる言語特徴――男女、単複、有生・無生……

　　　　　政治的公正性

　　　　　言葉によって変わる談話構造

　　　　　【第九章のまとめ】


　第十章　言葉の変化


　　　　　【問い】「『ありうる』と『ありえる』は、どちらが正しいですか？」


　　　　　変化の進行――言語学者は「言葉の乱れ」とは見ない

　　　　　敬意逓減の法則――「きさま」「おまえ」もかつては敬語だった

　　　　　変化の理由

　　　　　世代と変化

　　　　　時代と変化――「夜ご飯」「食感」「体幹」の出現

　　　　　地理と変化――年速一キロメートルで進む？

　　　　　言語の接触――ピジンやクレオールの誕生

　　　　　言語の死――二五〇〇の言語が危機にある

　　　　　言語の再生――言葉は一人では残せない

　　　　　【第十章のまとめ】


　第十一章　言葉と政治


　　　　　【問い】「日本で日本語を使うことは、法律で決まってないんですか？」


　　　　　国語と公用語

　　　　　言語設計と言語政策――公用語の決定には入念な準備がいる

　　　　　日本の近代化と公用語の選定――東京の「山の手言葉」を採用

　　　　　世界最強の言語、英語の君臨

　　　　　日本の言語政策――英語の公用語化をめぐって

　　　　　多言語主義と複言語主義――豊かさは多様性のなかに

　　　　　ヨーロッパ言語共通参照枠――言語のステップアップを実感できるしかけ

　　　　　コミュニケーション能力――文章は「ふさわしさ」で決まる

　　　　　【第十一章のまとめ】


　おわりに

　参考文献

　索引





第一章　社会言語学とは何か




【問い】「留守電での名乗りが苦手です。どうしたらよいですか？」



　私は留守電にメッセージを残すのが苦手です。自分のことをどう名乗ったらよいか、とっさのときに迷ってしまうのです。どうしたらよいでしょうか。

【答え】

　言葉には種類があります。たとえば、同じ宿泊施設でも、ホテル、旅館、民宿、ペンションなどと呼び分けます。しかし、この四つは厳密に同じものを指しているわけではありません。宿泊施設には種類があり、その種類によって言葉を使い分けているわけです。このような使い分けは比較的単純です。

　一方、留守電にメッセージを残す場合は、かなり複雑です。私自身は一人であり、種類がないにもかかわらず、自分自身の呼び方はいろいろだからです。

　たとえば、私の場合、勤めている大学のなかの人に電話をするときは「国際教育センターの石黒です」と名乗りますが、出版社など、大学のそとの人に電話するときは「一橋大学の石黒です」となります。それだけではありません。娘の幼稚園に電話をするときは「ウサギ組の石黒真理の父です」と名乗りますし、大阪の親戚に電話をするときは「東京の圭です」、同窓生に電話をするときは「横浜平沼高校でお世話になっていた石黒です」となります。さらに、企業に顧客として問い合わせる場合は、「先日御社の製品を購入した者です」などと、できるだけ固有名詞は避けるようにします。つまり、聞き手に合わせ、仮面をつけ替えるように、自分の呼び名を変えるのです。

　電話口で「〇〇の石黒ですが」と名乗る場合、「○○」はアイデンティティと呼ばれます。ところが、アイデンティティは一つではありません。聞き手との関係によってアイデンティティが変わり、それによって言葉も変わるのです。

　さて、自分のことを適切に名乗るためにどうしたらよいかという「問い」ですが、その答えは社会言語学に隠されています。社会言語学の考え方がわかれば、言葉の種類とその使い分けのメカニズムがわかります。

　この章では、そうした社会言語学の基本的な考え方について、言葉の種類・選択・変化という三つの観点から考えます。




　言語共同体とアイデンティティ



「はじめに」で述べたように、社会言語学（sociolinguistics）という学問にとって、もっとも大切な前提は、言葉にはさまざまな種類（variety）があるということです。言葉の種類は、同じ言葉を共有するグループ（group）から生まれます。

　私たちは、ある人に出会うと、その人がどんなグループに属し、どんな言葉を話すかを無意識のうちに予想しています。個人をとおしてその背後にある社会を見ているわけです。

　たとえば、オーストラリア人に出会うと、英語を話すのではないかとまず考えます。鹿児島に行って喫茶店に入ったら、鹿児島弁で話しかけられるだろうと身構えます。電車に乗ってきた女子高生が「僕」という自称詞で話しているのを聞くと驚きます。幼児に注意を喚起するとき、「手が汚れてるよ」ではなく、「おてて、ばっちいよ」と言います。

　ここからわかることは、私たちがある人に出会ったとき、その人がどのようなグループに所属しているかを外見などから判断し、そこからその人の言葉の種類を想像しているということです。反対に、その人が使っている言葉の種類から、その人がどのようなグループに所属しているかを想像することもあるでしょう。

「ねえ、その電球、こっちにちょうだい。危ないから。」という言葉を聞いたら、母親が幼い子どもにむけて話した言葉だとすぐにわかるでしょう。少なくとも、「あのう、危ないので、その電球、こちらにお渡しいただけませんか。」とはずいぶん印象が違うはずです。

　グループは、その構成員のアイデンティティ（identity）から生まれるのが基本です。たとえば、私の場合、四十代の大学教員で、第一言語が形成される言語形成期の前半、小学校に入るまでは西日本で過ごし、それ以降は関東に住みつづけています。外では人と距離を保つようにし、比較的周囲に気を遣うタイプです。

　私の言語行動を考えてみると、家族によれば「つまり」が口癖で、説明しないと気の済まないタチのようです。普段は東日本のアクセントで話しますが、関西出身の両親と雑談をしたり、関西に出張をしたりすると、少しずつ西日本のアクセントに移行します。

　また、「僕」や「俺」ではなく「私」を好み、基本的に「です」「ます」を使って話します。ゼミの大学院生によれば「気の毒に」が口癖で、「先生、また出た」と言って、笑われています。

　こうした特徴は、明らかに私のアイデンティティに根ざしたものです。

　読者のみなさんも、ご自身のアイデンティティを考えてみてください。そのアイデンティティと話し方の特徴は、おそらくかなり一致しているはずです。まさに「文は人なり」なのです。ちなみに、この場合の「文」は「文体」を指しています。

　アイデンティティというと、固定したものと考えられがちですが、時間とともに変わっていくのがふつうです。年齢が上がったり、進学したり、転居したり、会社に入ったり、昇進したり、結婚したり、子どもが生まれたりすることで、その人の話し方も変わるものです。

　このように、所属する人のアイデンティティによって、「オーストラリア人」「鹿児島県人」「幼児」「女性」といったグループが形成され、そのなかでは、共通した特徴を持つ言葉が話されています。こうしたグループは、社会言語学では言語共同体（speech community）と呼ばれます。



　バリエーションとコード



　アイデンティティによって支えられた言語共同体というグループでは、共通した特徴を持つ言葉が使われています。そうした言葉の種類は、言語バリエーション（linguistic variation）と呼ばれます。

　先ほど例として挙げた鹿児島弁も幼児語も男性語も、すべてバリエーションです。社会言語学の大きな目的の一つは、バリエーションを正確に記述することです。

　じつは、言語学がすべてバリエーションに関心があるわけではありません。むしろ、関心のない分野のほうが多いくらいです。

　たとえば、「はじめに」で触れた理論言語学（theoretical linguistics）の第一人者チョムスキーは、均質な言語共同体（homogeneous speech community）を仮定します（Chomsky 1965）。現実の言語の多様性はひとまずカッコに入れておき、言葉の種類がない理想的な状態のなかで言葉の研究を進めるわけです。

　なぜそうした方法を採るかというと、チョムスキーは、頭のなかにある知識や構造を使って適切な文を生みだす人間の言語能力（linguistic competence）に関心があったからです。素朴に言うと、チョムスキーにとっては、なぜ人間は、言葉の違いを超えて正しい文を作れるのか、という問いが重要なのです。

　そうした立場に立つと、運用上の誤りや個人差は、考察を進めるうえで雑音になってしまいます。だから、そうしたことが起こらない理想状態を仮定するわけです。

　チョムスキーのこうした姿勢は、理論物理学者が理想気体や摩ま擦さつのない平面を仮想するのと似ています（Pinker 2007）。ですから、理論言語学者は、理想状態のなかで立てたモデルが現実にどのくらい当てはまるかという演えん繹えき的てきな手法を採ることになります。

　一方、社会言語学は、頭のなかにある理想の文を生みだす言語能力ではなく、誤りや個人差も含む実際の発話を生みだす言語運用（linguistic performance）に関心があります。社会言語学者が言語能力に関心を持つ場合もありますが、それは状況を超えて普遍的に発揮される言語能力ではなく、あくまで特定の社会的状況に合わせて個別的に発揮されるコミュニケーション能力（communicative competence）です（Hymes 1972）。

　ですから、社会言語学では、社会のなかで、話し手と聞き手とのあいだで実際に使われた発話をまず問題にします。これは、現実の物理現象を考察して法則を導きだす実験物理学の手法に似ています。研究者が頭のなかで作った文を内省で検討する理論言語学とはその点で対照的です。

　こうした立場の違いは、どちらがよい、どちらが悪いと言えるものではありません。どちらの立場も、言葉の性質の一面を的確にとらえているからです。

　大切なことは、理論言語学が頭のなかの言葉を問題にし、言語に共通する構造や規則など、言語の普遍的な側面を重視するのにたいし、社会言語学は社会のなかの言葉を問題にし、発話として表れた言葉の差違という、言語の個別的な側面に注目するということです。

　その違いがわかるように表に整理すると、つぎのようになります。
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　なお、バリエーションと似た使われ方をされるものにコード（code）があります（Jakobson 1960）。記号や暗号として訳される、あのコードです。

　社会言語学を理解するうえでは、バリエーションもコードもほぼ同じと考えて問題ないでしょう。ただ、バリエーションは言葉の種類を問題にするのにたいし、コードは記号の一貫性を問題にします。コードは、電気のコードからも連想されるように、一本の長い線としてイメージされます。

　たとえば、「食べるかしら」が女性的、「食べるかねえ」が男性的、「食べるかなあ」が中立的だというのはバリエーションの問題です。

　一方、日本語を話していた日韓バイリンガルの友人が、話の輪に新たに加わった韓国人に配慮して韓国語に切り替えたので、話が途中から理解できなくなったというのはコードの問題になります。



　言葉の種類――五つの観点



　言葉には、言語共同体と呼ばれるグループに基づく種類があるということはわかりました。つぎに問題になるのはどんな種類があるかです。

　バリエーションを数えようとしても、細かく分けると無数に存在することになるので、まず無数のバリエーションを大きくいくつかに整理することが必要です。

　本書では、つぎのような五つの観点から整理して考えることにします。
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　一つめは、「どこ出身の人が話すか」、すなわち地域に根ざした言葉です。バリエーションは、地理的、空間的な隔へだたりから生まれます。この観点については、第二章「地域に根ざした言葉」で、方言を中心に検討します。

　二つめは、「どんな人が話すか」、すなわち話し手に根ざした言葉です。バリエーションは、社会的、文化的な隔たりによっても生まれます。この観点については、第三章「話し手に根ざした言葉」で、性差（ジェンダー）、年代差、階層差を中心に検討します。

　三つめは、「どんな人に話すか」、すなわち聞き手に合った言葉です。言葉は人が人に話すものですから、話し手だけではなく、聞き手によっても変わります。この観点については、第四章「聞き手に合った言葉」で、話し手と聞き手の親しん疎そ関係と上下関係を中心に検討します。

　四つめは、「どんな状況で話すか」、すなわち状況に合った言葉です。ここで状況と考えているのは、話している場面「どこで」、話している話題「何について」、話している目的（機能といいます）「何のために」という三つで、この観点については、第五章「状況に合った言葉」でそれぞれ検討します。

　五つめは、「どんな方法で話すか」、すなわち伝達方法に合った言葉です。伝達方法とは、音声で伝えるか、文字で伝えるか、音声ならば会って伝えるか、電話で伝えるか、文字ならばＥメールで伝えるか、手紙で伝えるか、などといった媒体の問題です。伝達方法が違えば、話し手はその方法に合った言葉遣いを選ばなければなりません。この観点については、第六章「伝達方法に合った言葉」で、話し言葉と書き言葉の違いを中心に検討します。

　なお、第七章は、本書の前半のまとめとして、この五つの観点が典型的に現れる日本語の人称表現を例に、社会言語学が身近な学問であることを体感していただくことを目指します。

　さて、この五つの観点をとおしてご覧になって、「おや？」と思った方もいるでしょう。一つめ、二つめは話し手のアイデンティティに関わるものであり、話し手が意識して変えないかぎり、いつどこで話してもその特徴が出るもので、言葉の使用者（language user）の問題です。

　それにたいして、三つめ、四つめ、五つめは、ある目的を持っておこなわれる実際のコミュニケーション（談話（discourse）と呼ばれます）に対応して変えられるもので、言葉の使用（language use）の問題です。

　そこには大きな違いがあります。そこで、社会言語学では、話し手のアイデンティティに根ざした言葉を方言（dialect）、聞き手や状況や伝達方法に合わせて変わる言葉をレジスター（register、言語使用域と訳されることもあります）と呼んで区別します。

　方言は、「どこ出身の人が話すか」による地域方言（regional dialect）と、「どんな人が話すか」による社会方言（social dialect）に分かれます。

　ここで気づくことは、私たちが日常的な意味で使っている方言は地域方言であって、社会言語学での方言の意味はそれよりも広いということです。

　もちろん、社会言語学でも、方言で地域方言を指すこともあります。その場合、社会方言は位い相そうと呼ばれます（位相は、田中（一九九九）のように、地域方言を除くすべてに使われることもあります）。

　一方、レジスターのうち、「どんな人に話すか」は敬語（honorific）と、「どんな状況で話すか」は文体（style、ここでの文体は、あらたまった（formal）／くだけた（informal/casual）という狭い意味に限定しています）と、「どんな方法で話すか」はジャンル（genre）と深い関わりがあります。



　言葉の選択――肉まんか、豚まんか



　もし言葉が一種類しかなかったら、きっと私たちの言語生活はつまらないものになってしまうでしょう。顔の見えない没個性のコミュニケーションが横行するからです。しかし、現実の言葉にはさまざまなバリエーションがあり、私たちはそうしたバリエーションを使い分けて言語生活を送っています。

　社会言語学では、話し手が取りだすことができるバリエーションの集合を、言語レパートリー（speech repertory）と呼びます。

　レパートリーと言うと、カラオケで自分が歌える持ち歌や、レシピ本を見なくても作れる得意料理を思いうかべる人もいるでしょう。歌や料理にレパートリーがあるように、言葉にもレパートリーがあるのです。

　社会言語学で大切な第一の考え方が、これまで述べてきたとおり「言葉は、話し手や聞き手、状況や伝達方法に合った多様な種類がある」ということだとすると、第二の考え方は「言葉は、話し手がそうした多様な種類のなかから選ぶものである」ということです。話し手が話した言葉から、聞き手が話し手の背景を想像できるのは、なぜその言葉が選ばれたかを、話し手の所属しているであろうグループに結びつけて理解するからです。

　そのときに重要なのが、無標、有標という概念です。

　無標（unmarkedness）は、特殊な条件がなければ自動的に選ばれる標準、すなわちデフォルト（default）のことです。一方、有標（markedness）というのは、特殊な場合に選ばれる目立つもののことです。ふつうの場合が無標、特別な場合が有標と考えれば易しいでしょう。

　肉にはいろいろ種類がありますが、「肉まん」といえば、ふつう豚肉を指します。これが無標です。もし牛肉や鶏肉が入っていれば「牛肉まん」「鶏肉まん」という名称で呼ばれます。これが有標です。

　しかし、関西では「肉まん」は「豚ぶたまん」と呼ばれます。関西では「肉」といえば牛肉が無標で、豚肉は有標だからです。同様に、関西では肉じゃがやカレーの肉も牛肉が無標で、豚肉が有標になります。

　関東の人から見れば、「豚まん」というのは有標に機能し、この人は関西人だという想像が働きます。また、関西の人から見れば、「この前、居酒屋で初めて牛肉の肉じゃがを食べたんだけど」という発話を聞くと、この人は東日本の出身者ではないかと推測するはずです。

　このように、人は聞き慣れない有標の言葉を耳にすると、その人の背景に思いを馳はせるのです。

　言葉の選択を考える場合、「肉まん」と「豚まん」のような表現のバリエーションの選択と、日本語と韓国語のようなコードの選択とでは、かなり性格が異なります。第二章から第七章まではおもに表現のバリエーションの選択を検討し、○○語のようなコードの選択は第八章「言葉と言語」で取りあげます。また、コードの選択が話し手の思考に及ぼす影響については、第九章「言葉と文化」で取りあげます。



　言葉の変化――出会いと政治



　社会言語学で大切な考え方は、すでに紹介した二つにくわえ、あと一つあります。それは「言葉は、多様な種類のなかから多数の話し手が取捨選択を重ねた結果、社会的に変化する」ということです。

　言葉がとくに大きく変化するのは、言葉と言葉が出会うとき、そして、言葉に政治が介入するときです。

　言葉と言葉の出会いが多く起きたのは、帝国主義の植民地政策においてでした。欧米の列強が次々にアジア、アフリカ地域を植民地化していくプロセスのなかで、英語、フランス語、スペイン語、ポルトガル語をはじめとする列強諸国の言葉と現地の言葉とが出会い、ピジン（pidgin）やクレオール（creole）と呼ばれる新しい言葉が生まれていったのです。こうした言葉の誕生や変遷については、第十章「言葉の変化」で扱います。

　また、政治も言葉を変える大きな力です。同化政策は、少数者や社会的弱者の第一言語（first language）を、教育をとおして奪います。一方、政策によって、少数者や社会的弱者の第一言語を守る場合もあります。言葉と政治の関係もまた、社会言語学の主要なテーマであり、第十一章「言葉と政治」で扱います。

　そうした言葉の変化のなかで重要なのは、言葉を話す話し手の意識です。同化を無理強いしなくても、少数者や社会的弱者が進んで同化する場合があります。日本の英語教育もまた、グローバル化の流れのなかで進んで同化する例でしょう。その背後には、英語を話せたほうが生きていくうえで有利という判断があります。

　ある言語政策が定着するかどうかは、人々がどのような価値観を持って言葉を選ぶかということと深い関わりがあるのです。

　言葉は時間の経過とともに自然に変化するように見えるかもしれません。しかし、言葉は人が扱うものである以上、その背後には、個々人の意識と、人によって構成される社会によるさまざまな要因があるのです。

　このようなスケールの大きな話になると、社会のなかの言葉を見ているのか、言葉をとおして社会を見ているのかがわからなくなってきます。

　社会内部の言葉の種類や選択を見る研究は、「ミクロ社会言語学」（micro-sociolinguistics）あるいは単に「社会言語学」（sociolinguistics）と呼ばれます。反対に、言葉をとおして社会そのものを見る研究は、「マクロ社会言語学」（macro-sociolinguistics）あるいは「言語社会学」（sociology of language）と呼ばれます。

　いずれにしても、社会言語学は言葉と社会の関係を扱う学際的な分野であり、どちらを中心に据すえるかということで、良く言えば学問のすそ野がひろくなり、悪く言えば学問の輪りん郭かくがあいまいになる宿命を備えているのです。



【第一章のまとめ】



（一）社会言語学の大切な前提は、種類、選択、変化の三つである。



①種類……言葉は、話し手や聞き手、状況や伝達方法に合った多様な種類がある。

②選択……言葉は、話し手がそうした多様な種類のなかから選ぶものである。

③変化……言葉は、多様な種類のなかから多数の話し手が取捨選択を重ねた結果、社会的に変化する。



（二）言葉の種類は、①「どこ出身の」②「どんな人が」③「どんな人に」④「どんな状況で」（＝どこで／何について／何のために）⑤「どんな方法で」の五つの観点から整理すると、わかりやすくなる。

（三）言葉は、話し手の持っている言語レパートリーのなかから、話し手のアイデンティティに基づき、聞き手や状況、媒体に合わせて選ばれる。

（四）言葉の変化は、別の言葉と出会うときや、政治的な介入があるときに顕著に現れる傾向がある。




第二章　地域に根ざした言葉




【問い】「方言がうらやましがられたり、馬鹿にされたりするのはなぜですか？」



　私は山口出身です。キャンパスで、同郷の友人と方言を話していると、東京出身の友だちから、ふるさとの言葉があっていいなあ、とうらやましがられます。しかし、このまえ、別の東京出身の知り合いから、「『知っちょる』のくせにそんなことも知らないの」と口癖をネタにからかわれました。私としてはふつうに方言を話しているだけなのに、うらやましがられたり、馬鹿にされたりするのはなぜですか。

【答え】

　方言は、その方言を話さない話し手に、矛盾する感情を引き起こすものです。たとえば、帰省する地方の実家、いわゆる田舎を持たない首都圏出身者を考えてみましょう。

　地方出身者が話す方言は、通常、その地域のなかで閉じている言葉で、その地域で暮らす人には生活実感のともなう日常語ですが、首都圏出身者には、同郷の仲間内だけで使える閉じた言葉がありません。そのため、帰るべき場所がないと感じている首都圏出身者の場合、そうした温かい故郷の言葉への郷愁が潜在的にあるのでしょう。また、その地方出身者の出身地が、全国的にもよく知られた魅力的な土地だった場合、憧れは強まるかもしれません。

　一方で、閉じた言葉にたいする反感もあります。誰でも、自分のわからない言語を目のまえで話されると、仲間外れにされたような疎外感を抱いだくものです。人によっては、「ここは東京なんだから、方言を話すな」と思うでしょう。また、その出身地が、全国的にはマイナーな、あまりパッとしない土地の場合、その評価も低くなりがちです。

　つまり、○○弁の評価には、○○人のイメージが投映されがちなのです。たとえば大阪弁が話されていた場合、大阪人のイメージが喚起され、内容が、お笑いのイメージからおもしろそうに聞こえたり、反対に大阪のヤクザのイメージから怖そうに聞こえたりします。また、最近では、そうした方言のイメージを利用して、〇〇弁話者でないのにあえて〇〇弁を話すことで、そのイメージのキャラクターを演じ、コミュニケーションを楽しむ「方言コスプレ」（田中二〇一一）という現象が指摘されています。

　この章では、方言について、標準語・共通語との対比のなかで、人々の意識や評価と結びつけながら、考えます。




　地域方言と社会方言



　言葉の種類と言われてまず頭に浮かぶのが、話し手の出身（在住）地に根ざす方言です。日本には、地域によってさまざまな方言（dialect）があります。地理的な背景が異なる沖縄などは別にして考える必要はありますが、大きくは東日本方言と西日本方言に分かれます。

　朝日放送のバラエティ番組『探偵！ ナイトスクープ』の企画から生まれた、松本修『全国アホ・バカ分布考』（太田出版）をご存じの方もいるでしょう。アホとバカの境界線がどこにあるかを探った労作です。

　私も、小学校に入る直前に西日本から東日本に引っ越したとたん、「シャベル」と「スコップ」の大きさがひっくり返ったことに混乱し、「素すうどん」が「かけうどん」に変わったことにショックを受けたことを今でも覚えています。

　東日本方言と西日本方言というのは大きな区分けです。私がかろうじてわかる大阪弁に注目すると、西日本方言のなかに中国方言や四国方言などと並んで近畿方言、いわゆる関西弁があり、関西弁のなかに京都弁、和歌山弁などとともに大阪弁があるという構図になっています。さらに、大阪弁のなかは、摂せつ津つ弁べん、河かわ内ち弁べん、泉せん州しゆう弁べんなどに分かれます。

　方言というと、このように地理的な区分に基づく言葉のバリエーションを指すのが一般的です。しかし、社会言語学では、ある共通の属性を備えた人々のグループ、つまり言語共同体に基づく言語バリエーションを広く方言と呼んでいます。

　その場合、地理的な区分による方言は地域方言（regional dialect）、階層など、社会的区分による方言は社会方言（social dialect）と呼ばれます。地域方言についてはこの第二章で、社会方言については次の第三章で扱います。

　方言は、音声、語ご彙い、意味、文法などの点から区別することができます。たとえば、大阪弁を標準語と比較してみましょう。



「おまえ、なにやってるんだよ。まったく、あきれたやつだなあ。」（標準語）

「自分、なにやってんねん。ほんま、しょうもないやっちゃなあ。」（大阪弁）



　まず、音声面から比較してみましょう。標準語の「なにやってるんだよ」は「な」の部分のアクセントが高くなるはずです。一方、大阪弁の「なにやってんねん」は「ん」の部分を高く発音することで、感情がこもります。

　つぎに、語彙面です。二文めの対応を見て気がつくのは、「まったく」が「ほんま」、「あきれた」が「しょうもない」になっている点です。使われている語彙が違うわけです。しかし、「ほんま」は標準語の「ほんとうに」、「しょうもない」は標準語の「しかたがない」との関連性が見てとれるため、日本語内部のバリエーションとして理解することが可能です。

　意味面は語彙面と重なりますが、ここで注目したいのは「自分」です。「自分」というのを「私」という一人称と考えると、理解できなくなります。ここでは「自分」が二人称化しているわけです。似たようなものとして、小さい男の子に「僕、どこ行くの？」と声をかけたりするときに使われる「僕」があります。

　文法面では、「やってるんだよ」が「やってんねん」に変わっている点に注目しましょう。「ねん」は「ねや」から転じたもので、標準語の「んだ」に対応するものですが、「ねや」よりも強い気持ちを表すため、標準語の「んだよ」のように使われます。



　標準語と共通語



　一つひとつの方言は、地域方言にしても、社会方言にしても、他とは異なる言語バリエーションであって、それぞれが独立した体系を持っています。その意味で方言はコードです。

　一方、方言は地方の言葉（local language）であって、標準語（standard language）ではないという意味合いもあります。標準語は、定義が難しいのですが、つぎの六つの側面をほぼ満たす言語であると考えられます。



　①共通語的側面……異なる方言話者であっても共通理解が可能な言葉。

　②公用語的側面……法律で定められ、その社会（典型的には国）で公的な役割を果たす言葉。

　③ハイバラエティ的側面……その社会の政治やビジネスで中心的に使われる言葉。

　④国語的側面……その社会のアイデンティティと強く結びつき、それに基づいて教育がおこなわれる言葉。

　⑤規範的側面……書き言葉があり、正書法が定められている言葉。

　⑥記述的側面……文法や発音の規則が明確になっており、辞書が整備されている言葉。



　①は、共通語（common language）としての側面です。異なる方言話者が話すと、しばしばコミュニケーションができないという問題が生じます。しかし、それぞれの方言とは別に共通語を持っていれば、それによるコミュニケーションが可能です。

　②は、公用語（official language）としての側面です。公用語は、国によっては複数定められる場合もあります。たとえば、カナダは公用語は英語とフランス語であり、公用語の使用実態は地域によって異なります。英語が優勢の州が多数を占めますが、ケベック州のようにフランス語が優勢の州もあります。

　③は、ハイバラエティ（high variety）としての側面です。複数の言語を併用する社会では、社会的な言葉であるハイバラエティと、日常生活の言葉であるローバラエティ（low variety）に分けられることがあります。わかりやすく言うと、仕事の場で使うようなよそゆきの言葉がハイバラエティです。外国人が現地の言葉を学ぶ場合、方言よりも標準語を学びたいと思うことが多いのも、それが共通語であるだけでなく、ハイバラエティでもあるからです。

　④は、国語（national language）としての側面です。国語と公用語は似ており、国によっては区別されないこともありますが、実務的な側面を持つ公用語にたいし、国語は国民のアイデンティティに訴えかけ、国を統一する象徴として用いられるものです。たとえば、国歌は国語によって記されます。

　⑤は規範（prescription）としての側面、⑥は記述（description）としての側面で、いずれも言語として標準化が進んでいることを示します。

　方言で文章を書くことは不可能ではありませんが、社会に流通している書き言葉の多くは標準語のものです。また、方言で書かれた文章は人によって表記法がまちまちなものですが、標準語の場合、文字・表記のルールである正書法（orthography）がありますので、表記法は標準化されています。このようなルールの標準化が⑤の規範です。

　一方、辞書や文法辞典、発音辞典などが整備されているということは、その言語の体系が客観的に明らかにされている証あかしであり、安定して使われていることの指標になります。このような辞書・辞典類の整備が⑥の記述です。

　日本語の場合、標準語は存在するのでしょうか。右記の六つの条件をある程度満たす日本語のバリエーションはありますが、それは共通語（common language）と見なされるのが一般的です。

　日本語は法的に公用語として認められていませんし、厳密な意味での正書法は存在しません。裁判所法では、裁判所では日本語を用いることとされ、文化庁が常用漢字表をはじめとする表記の目安を示していますが、強い拘束力を持つものではありません。

　アナウンサーは『ＮＨＫ日本語発音アクセント辞典』（日本放送出版協会）を片手に標準アクセントの習得に励みますが、一般人がそこまでアクセントを気にすることもありませんし、ＮＨＫのアナウンサーのような話し方をするわけでもありません。

　④の「国語」という角度から標準語化を進める動きもありますが、一方で、戦時中の悲惨な記憶から、過度な言語統制への警戒感が人々のあいだに根強いことも事実です。

　結果として、現在の日本語はゆるやかな規範となっており、日本国内の社会言語学者は、標準語と呼ぶより共通語（厳密には全国共通語）という名称を選択するほうが多いと思われます。

　ただ、①から⑥まですべてを十分に満たしている言語を標準語とすると、標準語と考えられている各国の言語からも標準語から外れるものが出てくるようになり、標準語の認定が錯さく綜そうしそうです。

　そこで、本書では、厳密さよりもわかりやすさを優先し、全国共通語は標準語と呼ぶことにし、共通語は①の意味に限定することにします。



　俗語と標準語



　社会言語学では、標準語と対立する概念として、俗語（vernacular language）が重視されます。俗語というのはスラング（slang）ではなく、その土地に根ざした生活語（藤原一九四九）という意味です。方言は、東京弁も含め、すべて俗語であると考えられます。

　社会言語学では、標準語という表現を使っても優れた言葉を意味しないのと同様、俗語や○○弁という表現を使っても、劣おとった言葉という意味はいっさい含みません。しかし、俗語や○○弁という表現は、その言葉を用いて生活している人々のアイデンティティと強いつながりを持っているため、言語共同体のなかにいる人々、また、そとにいる人々の多様な価値観にさらされます。

　私は以前、次の文章（ナニワ太郎＆大阪弁訳聖書推進委員会『コテコテ大阪弁訳「聖書」』データハウス）をもとに、方言の使用でどのような表現効果が生まれるかについて、学生に聞いたことがあります（石黒二〇〇六）。



　夕暮れ近くになったんで、お弟子はんらがイエスはんのそばに来て、こう言いよった。

「ここは人里離れたとこで、もう遅うもなりましたよって、ここで群衆を解散させた方がええかと思います。

　そしたら、自分たちで村まで行って食いもんを買うことができまっしゃろ」

　イエスはんは言わはった。

「行かせたらあかん。あんたらが彼らに食いもんを与えたらええんや」

　ほいで、お弟子らは言うた。

「ここにはパンが五個と、魚が二匹しかおまへんがな」

　イエスはんは、「しゃあないな。ほならここへ持っといで」と言い、群衆を草の上に座るよう命じはったんや。

　ほいでから、五個のパンと二匹の魚を取って、天を向いて賛美の祈りを唱え、そのまんまパンを裂いていき、次々とお弟子はんらに渡していかはったんやと。

　それをお弟子はんらは群衆に渡していくと、全てのもんが腹一杯になったそうや。



　一方、標準語で書かれた文章は以下のとおりです（『聖書 新共同訳』マタイによる福音書一四章一五～二〇）。



　夕暮れになったので、弟子たちがイエスのそばに来て言った。「ここは人里離れた所で、もう時間もたちました。群衆を解散させてください。そうすれば、自分で村へ食べ物を買いに行くでしょう。」イエスは言われた。「行かせることはない。あなたがたが彼らに食べる物を与えなさい。」弟子たちは言った。「ここにはパン五つと魚二匹しかありません。」イエスは、「それをここに持って来なさい」と言い、群衆には草の上に座るようにお命じになった。そして、五つのパンと二匹の魚を取り、天を仰いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて弟子たちにお渡しになった。弟子たちはそのパンを群衆に与えた。すべての人が食べて満腹した。



　このコテコテ大阪弁訳にたいする学生たちの反応はさまざまでした。

　肯定的な評価は、大阪弁を使うことで、聖書の内容が親しみやすくなり、イエス・キリストが身近に感じられるようになるというものです。地の文は読み聞かせのようになり、物語として素直に受け入れられるようになる一方、イエスと弟子たちの会話からは、両者の距離の近さとイエスの人間的な温かみが伝わってくると感じられるようです。

　一方、否定的な評価は、大阪弁になったことで、イエス・キリストの神聖さが失われるというものです。とくに「コテコテ大阪弁訳」ですので、かなり誇張されていて大阪弁話者にも不自然に感じられる一方、他の方言話者にとっては理解しにくいものになっているという指摘もありました。

　どうしてこのような反応が生まれるのでしょうか。

　それは、書き言葉においては標準語が無標であるのにたいし、方言は有標であるからです。ある方言を使うと、その方言を使っている言語共同体の典型的なイメージ、すなわちステレオタイプ（stereotype）をそこに投影させることにつながります。

　大阪弁の典型的なイメージは、よくしゃべる、お互いの距離が近い、商人といったところでしょうか。身近で親しみやすいといったイメージはここから生まれます。

　とくに最近では、お笑いのイメージが全国的に定着していますので、大阪弁で書かれると漫才のやりとりのように思えます。それを肯定的にとらえると、テンポの良い展開によって聖書の世界に引きこまれるということになるでしょうし、否定的にとらえると、ふざけているようで、聖書の神聖な内容が冒ぼう瀆とくされているような気がしてくるのでしょう。

　聖典を俗語に翻訳すると、神聖さが損なわれるという批判がかならず出るものです。宗教改革者マルティン・ルターがドイツ語訳の聖書を刊行したとき、ラテン語訳になじんできた当時の聖職者は強く反発しました。当時の聖職者にとって標準語はラテン語であり、ドイツ語は俗語だったからです。ルターが当時のキリスト教会（カトリック）に迫害された理由は、教義の神学的解釈の違いや免罪符（正確には贖しよく宥ゆう状じよう）の否定、自身の結婚にもあるでしょうが、聖書を俗語であるドイツ語に翻訳し、それを普及させたということもまた、ルター迫害の大きな根拠になったと思われます。

　標準語は画用紙の白、俗語はそこに塗るそれぞれの絵の具の色のようなものです。俗語は有標であり、それを読むと特定の声色が頭のなかに響きます。そのために、読み手は、その声色と、そこに書かれている内容を比べてしまうのです。

　聖典は神の声ですので、特定の声が聞こえてはなりません。すべての人を超越した誰のものでもない声で書かれなければならないのです。また、特定の色を塗ってしまうと、それ以外の色を持つ言語共同体の話者が疎外感を感じるということもあります。俗語は仲間内だけで通じる閉じられた言葉だからです。聖典は、その表現形式を意識させず内容のみを伝え、多様な読みこみを保証しておく必要があります。聖書が標準語で翻訳される意味はそうした点にあるのです。

　画用紙の白には、じつは白という色があります。白という色は無標であるため、読み手は通常、色を感じません。ところが、このように大阪弁と比較すると、標準語の持つ白という色が見えてきます。すでに述べたように、聖書が標準語に訳されることには一定の意味があるのですが、標準語を使うことで、福音書というイエス・キリストの物語からリアリティが脱色されていることにも気づかされるのです。

　標準語は政治的な力によって特別な地位を与えられた言語ですが、もとは俗語です。聖書のドイツ語を俗語と思う人は、現在ではいないでしょう。大阪弁も現在は俗語ですが、関西弁を基盤とした標準語を提唱した梅うめ棹さお忠ただ夫おの第二標準語論（梅棹一九五四）がもし実現していれば、よくしゃべる、お互いの距離が近い、商人、お笑いといった色が感じられない、漂白された言葉になっていた可能性もあります。



　方言の否定――「方言札」



　俗語である方言には、それが有標であると感じられたとき、肯定的であるにせよ、否定的であるにせよ、価値観がまとわりつくものです。そのどちらがまとわりつきやすいかは、それぞれの方言の性格にも時代状況にもよるでしょうが、どちらかと言うと、否定的な価値観がまさっているように感じられます。

　それは、標準語と方言を比べた場合、標準語は公的・社会的な性格が強いのにたいし、方言は私的・日常的な性格が強いため、標準語のほうが上位にあると見なされやすいためです。俗な言い方をすれば、例外はあるにせよ、標準語話者のほうが、高い社会的地位に就つけたり、高額の収入が得られたりする可能性が高いのです。そのため、標準語が持つ明らかな権威（overt prestige、顕在的権威）を、人は求める傾向にあります。

　そうした現実を反映して、教育の現場では標準語教育が中心になります。それは日本だけにとどまりません。たとえば、身近なアメリカ人学生に第一言語としての英語教育について聞いたところ、彼女は読解や作文の授業と並んで文法の授業があると言いました。そこで、なぜネイティブ・スピーカーが英語の文法を勉強するのか、たたみかけて聞いたところ、アフリカ系やヒスパニック系のような人種、南部や東部のような地域、話し言葉と書き言葉のような媒体によってかなり違うので、標準的な文法を学ぶ意味はあるとのことでした。

　ただ、標準語教育がいきすぎると、方言話者のアイデンティティを脅おびやかし、方言を話す子どもたちの心に大きな傷を残すことになります。その典型が方ほう言げん札ふだです。

　方言札は、標準語を励行する手段として用いられ、よく用いられた地域は沖縄です。標準語との距離も大きく、本土とも微妙な関係にあったことが、方言札による教育を強化させた原因だと見られています。

　方言札は、木の板や厚紙でできた札で、学校で方言を口にした生徒は、先生からその札を首にかけられ、それをずっと提さげておかなくてはなりません。

　そして、つぎに方言を話した生徒を見つけて、その生徒をたたいて「アガー（痛い）」と言わせ、方言札を渡すのがルールです。鬼ごっこのような遊び感覚でできるものですが、それが弱い者いじめや友人関係をこじらせる原因にもつながったと見られ、子どもたちのアイデンティティ形成に及ぼす影響は、はかりしれません。

　方言札は一九〇三年ごろに初めて使われ、それが一九三七年の「国民精神総動員」運動以降、敗戦の一九四五年まで、沖縄の各地の小中学校で広く用いられました。また、本土復帰のあと、小さなピークがあったと見られています（井谷二〇〇六）。

　方言札は、中央政府から強制されたものではありません。むしろ、沖縄の教師たちや親たちが進んで選びとったものです。標準語の習得は、子どもたちの将来の幸せにつながると願っていたのです。だからこそ、問題の根はより深いのです。

「言語ヘゲモニー」と呼ばれる考え方があります。より広く使われる、よりステイタスの高い言語に話し手が同意し、自発的に乗り換える背景には、そうした同意を組織化する権力があるとする考え方です（糟谷二〇〇〇）。一見強制されていないと見られる言葉の選択にも、その背後には権力のにおいがあり、それを社会言語学者は敏感に嗅かぎとるのです。



　方言の誇り――アイデンティティに根ざした言葉をあえて選ぶ



　一方、話し手があえて方言を選びとろうとするケースもあります。

　社会言語学の父と称されるラボフ（William Labov）の、修士論文に書かれた一九六三年の調査（Labov 1972）です。

　アメリカ合衆国東海岸のマサチューセッツ州の沖に浮かぶマーサズ・ビーンヤード島は、レッドソックスでも有名なボストンなどの大都市の観光客を多く集める島です。島民は当時六〇〇〇人（現在は一五〇〇〇人）ほどで、その多くは、観光客がやってくる都会的な東海岸のダウン・アイランドに住んでいます。一方、西海岸はアップ・アイランドと呼ばれる、農業・漁業などに従事する人が住んでいる田園地帯です。

　調査は、二重母音[ai]と[əi]を対象におこなわれました。もちろん直接発音に関する質問をすると、調査結果に支障が出ますので、調査は、rightやlifeといった語を含み、なおかつ意識させないような返答になるように、やや難しい質問を聞き手にするという形がとられました。

　調査結果は興味深いものでした。マーサズ・ビーンヤード島の方言と考えられる中ちゆう舌ぜつ音おん[əi]は、都会のダウン・アイランドよりも田舎のアップ・アイランドに、年齢で言うと働き盛りの若い世代に多く見られたのです。

　田舎のアップ・アイランドの人々のあいだには、夏のあいだだけ遊びに来る本土の観光客にたいする厳しい目がありました。なかでも、働き盛りの漁業従事者は、収入は低かったものの、狭いコミュニティのなかで仲間どうしで生きていくという意識が高かったそうです。

　つまり、本土にたいする反発心が強く、島にたいする思いいれの深い人ほど、島内方言の中舌音を選択していたということになります。

　誰もが社会的に権威があり、経済的に有利だと考えられる標準語を選択するわけではなく、自分のアイデンティティに自覚的であり、地域との結びつきが強い場合、あえて方言を選ぶ人も少なくありません。社会的に権威がない俗語には、言語共同体のなかの連帯感を強める働きがあり、そうした俗語の隠れた権威（covert prestige 潜在的権威）に基づいて、あえて俗語を選ぶ場合もあるのです。

　隠れた権威というのは変な言葉ですが、思春期の生徒があえて「きたない」言葉を使ったり、欧米の海外生活から帰国した子どもが、あえて英語を下手に発音したりする心理を考えてみれば、想像がつくでしょう。

　方言はアイデンティティの源泉であり、言語共同体のなかの連帯感を強めます。しかし、社会的・経済的な付加価値が高くないという面を持っていますので、標準語を捨てて方言を選びとった場合、自分の身に社会的・経済的な不利益が生じる覚悟をする必要があります。

　標準語は社会的な付加価値は高いのですが、標準語を習得することによって方言を捨ててしまうことは、自己のアイデンティティの喪失を意味します。とくに幼少期にそうした教育を受けた場合、自分に誇りが持てなくなったり、言葉を用いた自己の確立そのものが失敗してしまったりするケースも出てきます。

　もし自分は方言話者ではないから関係ないと思った方は、「方言」を「日本語」に、「標準語」を「英語」に読み替えてみてください。無関係ではないことに気づくはずです。

　こう考えてくると、方言か標準語か、ではなく、方言も標準語も、が望ましいわけです。第八章以降で議論しますが、社会言語学的に見ると、方言の基盤をまず確立させ、そのうえに標準語、さらには英語などの外国語を築くのが現実的だと思われます。

　アイデンティティにしっかり根ざした言葉がないと、人は根ね無なし草ぐさになってしまいます。その言葉は標準語ではなく俗語であるということが、社会言語学の説くところです。



　隠れた方言――「あとで」「えらい」「ばんそうこう」……



　日本はけっして広い国ではありませんが、方言は豊富に存在します。それを一つ一つ紹介することはできませんので、最後に隠れた方言を紹介しておきましょう。

　栃木県足利市に住んでいる、私の横浜時代の友人から、つぎのような話を聞きました。

　引っ越して早々、地元の友人に、安くて美お味いしいレストランに車で連れていってもらったところ、残念なことに、その店はお客がいっぱいで入れなかったのだそうです。

　地元の友人に、「この店、混んでいるみたいだね。またあとで来ようね」と言われて、どこかで時間をつぶし、あとで戻ってくるのかと思ったところ、別の店に入って食事を済ませてしまい、その店に戻ってくることはありませんでした。

　じつは、足利のあたりでは、「あとで」は「今度」という意味で使うのだそうです。ですから、地元の友人は「別の日に来ようね」という意味で「あとで来ようね」と言ったのでした。たしかに、「後ほど」だけでなく「後日」もまた「あとで」です。

　明らかな方言は耳で聞いてわかるのですが、このような、標準語と語形が同じである隠れた方言は、気づかないうちにコミュニケーションに支障を来すだけに、より深刻な誤解を引き起こします。

　その意味で、とくに気をつけたいのが「疲れる」のたぐいです。近畿地方を中心に使われる「しんどい」は全国区化しつつありますが、関東地方では「仕事がしんどい」という言い方は許容できても、「身体がしんどい」という言い方は許容できない人もいるようです。

　また、近畿地方を取り巻くように（第十章の方言周圏論を参照）東海地方、中国地方を中心に使われる「えらい」にも注意が必要です。「つらそうだね」「しんどそうだね」の意味で「えらそうだね」と言うと、聞き手に「偉そうだね」の意味で受けとられるおそれがあります。

　また、私がかつて札幌に住んでいたときに、それまで「バンドエイド」として認識していたものが、地元では「サビオ」と呼ばれているのを知って驚いたことがあります。このほか、東北を中心とした「カットバン」、九州の熊本を中心とした「リバテープ」が知られています。いずれも商品名です。

　問題は、「バンドエイド」のことを「ばんそうこう」と呼ぶ地域もあるということです。私は、「ばんそうこう」は、包帯やガーゼを留めたりするときに使うテープだけのもの（サージカルテープ）だと思っていました。ところが、ある日、妻に「ばんそうこう取って」と言ったら、バンドエイドを持ってきたのです。

　妻にとっての「ばんそうこう」は、「バンドエイド」「サビオ」「カットバン」「リバテープ」の総称で、傷口をふさぐガーゼがあらかじめついたもののことでした。調べたところ、これらはいずれも誤りではなく、ばんそうこうには、バンドエイドなどの救急ばんそうこう、サージカルテープなどのテープばんそうこう、液体を患部に塗って乾燥させて皮膜を作る水ばんそうこうの三種類があるそうです。

「バンドエイド」に方言があることは知っていましたが、「ばんそうこう」からも誤解が生じるというのは新鮮な驚きでした。

　なお、隠れた方言は、篠崎・毎日新聞社（二〇〇八）のなかで「気づかない方言」と呼ばれているもので、そこでは全国各地の隠れた方言が紹介されており、参考になります。また、笹原（二〇一三）では「方言漢字」が提唱され、日本各地のそれぞれの風土に根ざした地域文字や固有の用法が紹介されており、全国共通と見なされやすい文字にも豊かな地域性があることがうかがわれます。



【第二章のまとめ】



（一）「どこ出身の人が話すか」すなわち地域に根ざした言葉は方言（地域方言）と呼ばれる。方言は地方の言葉であり、中央の言葉である標準語ではないという意味合いを含む。

（二）標準語は、日本の社会言語学では（全国）共通語と呼ばれることが多い。

（三）方言は俗語であると言われることがある。社会言語学における俗語には劣った言葉という意味はなく、その土地に根ざした生活語という意味で使われる。

（四）方言は、使われている土地にかんするステレオタイプがつきまとうため、肯定的にせよ、否定的にせよ、話し手や聞き手の価値観にさらされやすい。

（五）方言は、話者のアイデンティティや連帯感と、標準語は社会的・経済的な価値観と、それぞれ密接に結びついている。

（六）方言には、明らかに方言とわかるもののほかに、標準語と語形が同じである隠れた方言があり、それが深刻な誤解を引き起こすことがある。




第三章　話し手に根ざした言葉




【問い】「言葉遣いを変えたら、自分のイメージも変えられますか？」



　尊敬する先輩に、「その人の言葉遣いで人柄がわかる」と言われました。それ以来、丁寧な言葉遣いを心がけているのですが、そうした努力ははたして意味があるのでしょうか。

【答え】

　言葉選びにはさまざまな側面がありますが、その人自身との関わりで考えると、オシャレに似ているところがあります。

　初対面の人と友だちになれそうかどうか考えるとき、相手の服装をチェックすることが多いでしょう。今はやりのワンピースをさりげなく着こなしている人だから自分とは合いそうだとか、高級ブランドで身を固めているから自分とは合わなさそうだとか、そんな判断をしているのではないかと思います。

　言葉にもそうした側面があります。あまり飾らないざっくばらんな話し方をする人だから親しくなれそうだとか、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに感じられるくらい過剰な敬語を使う人だからお近づきになれそうもないとか、そうした判断をしているものです。

　周囲の人との相性をそのように見ているとしたら、裏を返せば、自分自身もそのように見られているということです。そこで、毎朝、今日会う人の目を意識して、こんな自分に見られたいと考えて服のコーディネートをするのと同じように、言葉も、相手の人にどんなふうに自分を見せたいかを意識して選ぶことは、一定の効果があると思います。

　ただ、気をつけたいのは、丁寧な言葉遣いをすることが、相手に好かれる方法になるとはかぎらないことです。もちろん、好かれる可能性はありますが、相手に硬い印象を与え、かえって遠ざけてしまうこともあります。参考になるのは相手のふだんの話し方で、そこから相手の好む言語観をある程度察することができます。

　また、言葉の場合、いくら着飾って見せてみても、服装以上に意識が及ばないところが多いものです。素の自分と違う見せ方をしても、すぐに馬ば脚きやくを露あらわしますし、自分が思ってもいないところで、聞き手に相性を判断されていることも少なくありません。

　この章では、その人らしさがにじみでる言葉遣いについて、性別や年齢、また、仕事をはじめとする社会的役割との関係のなかで考えます。




　言葉とジェンダー



　言葉の種類の二つめは、「どんな人が話すか」すなわち話し手のアイデンティティに根ざす言葉です。ただし、地域方言についてはすでに第二章で見たので、ここでは地理的なアイデンティティは除き、社会的なアイデンティティについてのみ考えます。

　アイデンティティと一口に言っても、すべてのアイデンティティを取りあげることは不可能です。アイデンティティは人によってさまざまだからです。本章では、そのなかからジェンダーと世代を中心に、豊富な用例をもとに取りあげます（日本語記述文法研究会二〇〇九）。

　ジェンダーというのは、社会・文化的に形成された男らしさ、女らしさです。「どこにいるの？」と聞かれたときの答え、



オレはこっちだぞ。

ワタシはこっちよ。



はずいぶん印象が違います。「オレはこっちだぞ。」は男らしさが強調され、粗そ野やで押しの強い印象、「ワタシはこっちよ。」は女らしさが漂い、丁寧で控えめな印象です。

　日本語は、男性語（masculine speech）、女性語（feminine speech）がはっきり分かれている言語だと言われることがあります。しかし、現代語にかんしていうと、一般の印象ほど明確に線引きができるわけではありません。「オレはこっちだぞ。」という乱暴な話し方をする人も、「ワタシはこっちよ。」というおしとやかな話し方をする人も、実際にはあまりいないからです。

「どこにいるの？」には、「こっちだよ」や「こっちこっち」と答える人が多いのではないでしょうか。「こっちだよ」はやや男性的な印象を与えますが、現実には、男性も女性も使っており、あまり差がないように思います。

　そのため、男性語、女性語は、現実の差異というよりも、小説や映画、マンガやアニメなどのフィクションで、登場人物の区別のために使われていることが多いようです。この点についてはのちほど「役割語と『らしさ』」のところで詳しく述べることにし、以降では現実に観察される違いを見ていくことにします。

　ジェンダーの区別に使われ、もっとも確実なのは自分を指す自称詞でしょう。「ぼく」「おれ」といえば男性、「あたし」「うち」といえば女性です。「わたし」「わたくし」は中立的ですが、丁寧に話している印象から、どちらかといえば女性的な響きがあります。

　もちろん、実際の性別とは異なる形を用いることもできます。女子中学生が少年っぽく振る舞いたければ「ぼく」を、ネット上の男子中学生が女性になりすましたければ「あたし」を使うこともありえます。

　ジェンダーに関わる表現は、文頭の感動詞を中心によく現れる傾向があります。どちらが男性的でどちらが女性的か、説明の必要はないでしょう。



ええ、わかりました。／うん、わかった。

あら、田中さん。／よお、田中くん。

きゃー、ゴキブリ！／ぎゃー、ゴキブリ！



　一方、終助詞を中心に、文末にもよく現れます。



おいしいわ。／おいしいぞ。

楽しいわよ。／楽しいぜ。

きれいだわ。／きれいだなあ。

大丈夫かしら。／大丈夫かなあ。／大丈夫かね。

それでいいの。／それでいいんだ。



　一般に、ぞんざいな言い方をすれば男性的に、丁寧な言い方をすれば女性的になります。「静かにしろ」と注意すれば男性的に、「静かにして」と注意すれば女性的になります。「静かにしなさい」は中立的ですが、「静かにしろ」と並べれば女性的に、「静かにして」と並べれば男性的に見えてきます。日本語の男性語・女性語の場合、絶対的な男性語・女性語は少なく、むしろ相対的に決まってくるケースが多いことに注意しておく必要があります。

　つぎの例はどうでしょうか。



おなか痛い。／はら痛いてえ。

ごはん食べた？／めし食った？

このお菓子おいしい。／この菓子うめえ。



　並べてみると、前半が丁寧で女性語的、後半がぞんざいで男性語的です。「お大根」「ご機嫌」のような美化語の「お」「ご」は、女性語の特徴としてしばしば言及されますが、「おなか」「ごはん」のように「お」「ご」が取れないものはもちろん、「お菓子」や「お皿」「お箸」などは、フォーマルな場面では男性であってもしばしば使うのではないでしょうか。

　前半のものを標準形、後半のものを俗語形と呼ぶことにすると、日本語はもちろん、他の多くの言語でも、女性は標準形を好み、男性は俗語形を好むことが知られています。

　では、なぜ女性のほうが標準形を好むのでしょうか。理由はいくつか考えられるでしょうが、一つは、男の子は自由奔放に育てられ、多少悪いことをしても「元気があってよい」と受けとめられることが多いのにたいし、女の子は行儀よくするように求められがちで、乱暴な言動にたいしては社会の目が厳しいことが挙げられるでしょう。

　また、地位をめぐる縦の関係に敏感で、言葉のうえでも上位に立ちたがる男性にたいし、横のつながりを大切にする女性は、周囲の人のメンツを傷つけるような言葉は極力控えるということもあります。

　一方、問い方を変え、なぜ男性のほうが俗語形を好むのかを考えることで、見えてくることもあるはずです（Holmes 2008）。俗語形を使うと、だらしない感じや乱暴な感じが出ます。そこで、男性は俗語形を使ってちょっとワルぶって見せ、男っぽさを強調しようとするのです。ズボンを下げて穿はく、いわゆる腰パンに似た心理かもしれません。

　海外の研究では、中流階級（middle class）の子どものほうが、労働者階級（working class）の子どもよりも標準形を選ぶ割合が高いことが知られています。男だからかならず俗語形を選ぶというわけではありません。労働者階級の子どもは俗語形にアイデンティティを置くことが多いのにたいし、中流階級の子どもはそれをダサいと感じ、そこから距離を取るケースもあるわけです。

　いずれにしても、女性は標準形を好み、男性は俗語形を好むという傾向はとてもおもしろいと思います。



　言葉と世代――①幼児語



　一方、世代については、幼児語、若者語、老人語に分けて見ていきましょう。中年語がない理由はのちほど説明します。

　まず、幼児語を取りあげましょう。幼児語（baby talk）の大きな特徴は、発音や文法の単純化と感覚表現の多用です。

　幼児語は、発音しにくい音を発音しやすい音に置き換えることから生まれます。サ行の発音が発音しにくい場合が多く「おかあたん（おかあさん）」「うしゃぎしゃん（うさぎさん）」「おいちい（おいしい）」「だいちゅき（だいすき）」「しゅごい（すごい）」などとなります。

　ほかには、「つ」の音が「おやちゅ」となったり、「ず」の音が「おみじゅ」となったりします。

　また、「くつ」を表す「くっく」、「あし」を表す「あんよ」、「ちいさい」を表す「ちっちゃい」などは、発音しにくい語形にかわり、発音しやすい語形が幼児語として定着したものです。

　幼児語は美化語が選ばれる傾向があります。「おめめ」「おはな」「おみみ」「おようふく」「おみかん」などがそれに当たります。

　擬音語・擬態語が定着したものも豊富です。「車」は「ぶーぶー」、「汽車」は「ぽっぽー」、「犬」は「わんわん」、「牛」は「もーもー」です。

　擬音語・擬態語を動詞化すると、つねにスル動詞にできますので、活用の負担も楽になります。「片づける」は「ないないする」、「切る」は「ちょきちょきする」、「たたく」は「とんとんする」、「寝る」は「ねんねする」で済むわけです。

　幼児語について気をつけたいのは、幼児ならみな使うわけではないということです。発達段階によっても変わりますし、できるだけ使わないように子育てをする家庭もあります。

　また、同じ「ネコ」を表すのでも、「にゃーにゃー」「みゃーみゃー」「にゃんにゃん」「にゃー」など、家庭によって違うこともしばしばです。

　もう一つは、幼児語は育児語（caretaker speech）の裏返しであるということです。幼児語は幼児が話し、それを保護者が学ぶのではなく、保護者が幼児に教え、それを幼児が学ぶものだということです。

　とくに、子育てのさい、母親が幼児に話しかける母親語（motherese）はよく知られ、しばしば研究対象になっています。



　言葉と世代――②若者語



　一方、若者語（youth language）にはいくつか特徴があります。

　まず、断定や限定を避けるぼかし表現が多いことです。断定や限定を避けることで、聞き手が話し手の会話に違和感を持つおそれが下がり、会話に共感したり参加したりしやすくなる効果を狙っていると考えられます。



せっかく買ってきたんで、ケーキとか食べません？

休みの日は友だちと遊びに行ったりすることが多いですね。

そんなこと、誰も言ってないし。

もう見てらんない、って感じ。

それって、じつはすごくない？



　ケーキしか買ってきていなくても「とか」がつき、「遊びに行く」ことしかしなくても「たり」がつき、「誰も言わない」こと以外何もなくても、「し」がつくのがおもしろいところです。

　話を強調する程度副詞も発達しています。話し手が話を盛りあげようという気持ちの表れでしょう。



あたしの友だち、超変わっててさ。

このピザ、すごくおいしいね。

バイト先でひどい客が来て、まじでキレそうになった。

部活の合宿、激疲れたわ。

久々の日本映画、半端なくおもしろかった。



　こうした程度副詞は、使いつづけるとすり減ってくるので、新しいものが代わって出てきます。関西弁が全国区になった「めっちゃ」、「まじで」のかわりに勢力を広めつつある「がちで」、アクセントを平板化させることで会話でも使われるようになった「かなり」、否定と呼応する意識が薄れてきた「ぜんぜん」、意味が変化し、程度の甚だしさを表すようになった「ふつうに」などさまざまです。

　気持ちを伝える形容詞の多用も特徴です。人によって使う形容詞のバリエーションはあまり広くなく、いくつかの形容詞が口癖になっている人が多いようです。つぎの例文に出てくる形容詞の共通点はわかりますか。



試験前の親って、めっちゃうざいんだけど。

昨日電車のなかで、きもい人見ちゃった。

人前で発表なんて、はずいわ。

このゲーム、簡単そうで、じつは超むずい。

メールの件名を毎回つけるのって、めんどいからやんない。



「うざったい」「気持ち悪い」「恥ずかしい」「難しい」「面倒くさい」が思い浮かべばＯＫです。すべて短くなった形です。

　もう一つ、つぎの例文に出てくる形容詞の共通点を考えて見ましょう。「～な」という形容動詞も形容詞と考えています。



あいつ、試験の成績まじやばいよ。学年トップだって。

いくら寒いからって、スーツのうえにパーカー着るなんて、痛い。

イケメンだけど、自分のことを自分でイケメンと言ってる時点で残念な奴だな。

そんな寒いギャグ、今どきのオヤジでも言わないよ。



　すべて意味変化を起こしています。「やばい」がよい評価に使われていたり、「痛い」が見ていられないという意味になっていたり、「残念な」が空気が読めないという形容になっていたり、「寒い」が周囲を凍らせるようなという形容になっていたりします。

　これらはいずれも、もはや若者言葉とは言えなくなってきているかもしれません。若者言葉全般に言えることですが、若者が成長すると若者言葉ではなくなります。ここで挙げた例もそうした目で見てください。

　一方、話のテンポを速める略語も多く使われます。比較的狭いコミュニティで使われている略語の場合、言語共同体の結束を強める働きもあります。



ファンデ塗りたくると、老けてみられるよ。（ファンデ＝ファンデーション）

お気にのワンピ、どこ探しても、ないの。（お気にのワンピ＝お気に入りのワンピース）

おまえ、ヒトカラ行くんだ。意外だなあ。（ヒトカラ＝ひとりカラオケ）

勇気出して告ったのにあっさり振られたよ。（告る＝告白する）

あの元カノとより戻したいの？　（元カノ＝元の彼女）



　共感を持って、聞き手の話を受けとめる表現も豊富にそろっています。



ありえないっしょ。

まじっすか。

う～ん、微妙。

超ウケる。／超笑える。／超おかしい。

はやっ。／ながっ。／でかっ。



「ありえないっしょ。」は「信じられない。」、「まじっすか。」は「本当ですか。」の意味です。相手の話を疑ってみせることで、その内容の貴重さを際だたせようとしています。

「微妙」は相手の話を肯定的に受けとめているわけではありませんが、はっきり否定するのを避けることで、相手への配慮を示しています。

「超ウケる。／超笑える。／超おかしい。」のような形容詞表現は、共感を強調する意味で、「はやい」→「はやっ」、「ながい」→「ながっ」、「でかい」→「でかっ」と短くするのは、合いの手やツッコミによく使われます。

　若者の話はテンポが重要です。仮の結論を示し、次に展開させる副詞や接続詞が多くつかわれます。以下の例では、「基本」「ある意味」「ぶっちゃけ」「てか（てゆうか／つーか）」がそれに当たります。



私は、基本、映画館派だなあ。

時給は安いけど、仕事はない。ある意味、おいしいバイトかも。

ぶっちゃけ、おまえの給料、手取りでいくらなんだよ。

こんな職場、疲れた。てか、速攻辞めてえ。




　言葉と世代――③老人語



　若者語と反対に、老人語（elderly speech）はきわめて限定的です。老人語は、老人になると使われる語彙や文法を指しそうなものですが、そうしたものはあまり例がなく、実際には、ある世代が使っていた言葉が、その世代の高齢化とともに老人語になる場合がほとんどです。

　たとえば、イギリス英語では“radio”も“wireless”もラジオを指します。しかし、現在の若い世代は“wireless”がラジオを指すということを知らないのがふつうですし、きわめて高齢の世代は、反対に“radio”という言葉をほとんど使わないそうです。そうなると、“wireless”はラジオの老人語ということになります。

　日本でいうと、ノートの意味の「帳面」、スプーンの意味の「さじ」、マフラーという意味の「えりまき」など、現在外来語で用いられているものが目立ちます。もちろん、ベルトの意味の「バンド」、カップルの意味の「アベック」など、外来語どうしの言い換えや、輸入品の意味の「舶はく来らい品ひん」、皇居の意味の「宮きゆう城じよう」など、漢語どうしの言い換えもあります。

　しかし、これらに老人語というレッテルを貼るのは正直ためらわれる部分もあります。右記の例のほとんどは、私の祖父（一九〇〇年生まれ）が使っていたものですが、たとえば、今でも「さじ」を使っている人からすれば、「さじ」を老人語とするのはいかがなものかという印象をもたれてしまうからです。

　また、今の若い世代が日常的に使っている語も、いずれ老人語の仲間入りをするでしょうが、そのときその世代も反発を覚えるでしょう。

　このように、老人語は時代とともに移り変わるものですが、老人語という語感自体、あまりよいものではなく、むしろ世代語（generational speech）として規定すべきもののように思います。

　社会言語学の観点から見ると、世代語の研究は、二〇一三年時点で四〇歳の言葉とくらべた七〇歳の言葉の特徴を記述する、見かけの時間（apparent time）の研究になります。

　本来の意味での老人語の研究は、二〇一三年時点の四〇歳の言葉が、二〇四三年にどのように変わったかを記述する、実際の時間（real time）の研究で測られるべきものですが、データの収集が困難なのが難点です。日本では、実際の時間の研究として、国立国語研究所による愛知県岡崎市の敬語の調査や、山形県鶴岡市の共通語化の調査が知られています。



　中年語がないのはなぜか



　最後に、幼児語、若者語、老人語はあるのに、なぜ中年語がないかを考えてみましょう。

　男性語、女性語のところで、男性語は俗語形が、女性語は標準形が好まれると述べました。世代の言葉にかんしていうと、幼児語、若者語では俗語形が優勢であり、中年期では標準形が優勢になり、老人語では俗語形が再び優勢になります。つまり、中年期には標準形が使われているため無標と見なされ、幼児語、若者語、老人語に見られるような有標な特徴がとらえられないのです。

　幼児期は家族との関係が軸であり、青年期になると人間関係の軸が友人との関係に移ります。しかし、双方とも社会的距離の短い親密な人間関係であり、言語使用の場が私的でカジュアルです。ですから、生活に根ざした俗語形が選ばれます。

　一方、外で働く年代になると、社会的な関係が中心になります。学生生活が終わり、社会人になると友人が減るといわれます。働くということは、好き嫌いを問わず多数の人と社会的関係を結び、適当な距離を取りながらつきあっていくということです。公のフォーマルな場で不特定の人と接触する機会が多くなるわけですから、そこでは標準形が中心にならざるをえません。

　しかし、仕事を退職し、年金生活ができる世代になると、家族や友人など、親しい人との深いつきあいに戻るわけです。それに合わせて言葉もまた俗語形に戻ります。

　たとえば、カナダのモントリオールでは、フランス系カナダ人は一般に、幼児期に第一言語としてフランス語を習得します。そして青年期に英語を徐々に学習し、社会的に活躍する世代になると、フランス語と英語を使い分け、バイリンガルとして過ごします。そして、退職後はまたフランス語だけの生活に戻るのです。

　この場合、俗語形がフランス語に、標準形が英語に相当すると考えられます。



　言葉と社会階層



　日本は戦後、人々の中流意識に支えられ、一億総中流社会と呼ばれてきましたが、現在は社会の格差が広がり、下層社会がクローズアップされています。

　しかし、社会言語学の分野では、社会階層の違いによる言葉の研究はまだあまり進んでいません。そもそも社会階層を、収入によって区分するのか、学歴によって区分するのか、職歴によって区分するのか、居住地域によって区分するのかといった明確な共通理解が得られておらず、また、かりに得られたとしても、そうした個人情報に基づいて研究することはかなり難しくなっているのが現状です。

　そうしたなか、米国で半世紀もまえに、個人情報を問題にせずに研究する方法を考えたのが、第二章でも紹介したラボフの一九六四年の調査（Labov 1972）です。

　ラボフは、ニューヨークにある高級デパート、中級デパート、庶民向けデパートに出向き、お客のフリをして「すみません、婦人靴売り場はどこですか」のように、実際は四階にあることを知っている売り場を指定し、店員から“fourth floor”という答えを引きだします。そして、その答えが聞こえなかったフリをして、再度“fourth floor”と発音してもらいます。そのうえで、母音の直後にあってそのあとに母音が続かない二つの/r/（post-vocalic /r/）が発音されるかどうかを分析したのです。

　その結果わかったのは、一回めよりも二回めのほうが、そして、庶民向けデパートよりも中級デパート、中級デパートよりも高級デパートのほうが/r/が発音される割合が高かったことです。つまり、社会階層が高いほうが/r/を発音することがわかったのです。

　ほかにも、“house”や“home”の/h/が落ちないほうが、“eating”や“running”を[in]ではなく[iŋ]と発音するほうが、社会階層が高くなることが知られています。

　いずれにしても重要なのは、社会階層によって発音が異なること、そして、社会階層の高い発音のほうが権威ある発音として認識されていることです。

　一方、同じ/r/でも、イギリスのレディングでは、社会階層が低いほうがこの/r/が発音されるという逆の結果が出たこともまた興味深い現象です。

　社会階層のほか、学生用語、業界用語といった学校・職業別の言葉の特徴もあります。キャンパス用語とか、マスコミ用語とか、官庁用語など、多様です。

　たとえば、自衛隊用語は、短い言葉で的確に意思疎通することが求められるため、漢語による名詞止めが多いのが特徴です。「～了解」「～確認」「～準備」「～用意」「～開始」「～完了」などがその例です。

　もし「シャバ」（自衛隊用語で一般社会のこと）でこのような言い方を耳にしたら、元隊員なら親近感を持つでしょうし、そうした経験のない社会人ならぞんざいで失礼だと感じるかもしれません。いずれにしても、それぞれの職業によってその目的にふさわしい言葉が整備され、それが言語共同体のアイデンティティのよりどころとなっているのです。

　なお、本書では取りあげませんが、世界的に見ると、民族的、宗教的なアイデンティティがよく扱われます。日本では、在日韓国・朝鮮人や華僑などの在日中国人はよく知られていますが、欧米にくらべて移民の割合は低く、研究の蓄積は十分ではありません。ただ、群馬県の太田市や大泉町、静岡県の浜松市や磐いわ田た市など、日系人を中心とした外国人居住者が増えてきており、今後研究が進められていくことが期待されています。



　役割語と「らしさ」――サツキとカンタの会話が示すもの



　日本語では、現実の言語共同体に基づく言葉の違いとは別に、話し手によって創作される仮想世界の言語共同体があります。その仮想世界は「らしさ」によって構成されます。男らしさ、女らしさ、幼児らしさ、老人らしさなどの「らしさ」です。

　そうした「らしさ」を生みだす言葉を金水（二〇〇三）では役割語（role language）と呼んでいます。それは、話し手の人物像を思い浮かべる手がかりになる言葉です。



おいら、電話、何度もかけたんだぜ。

あたくし、お電話、何度も差しあげたんですのよ。

ぼくちゃん、電話、何度もかけたんでちゅよ。

わし、電話、何度もかけたんじゃがのお。



　まえから順に、男性語、女性語、幼児語、老人語です。しかし、「おいら～だぜ」「あたくし～ですのよ」「ぼくちゃん～でちゅよ」「わし～じゃがのお」と実際に話す男性、女性、幼児、老人に会った経験のある人はほとんどいないでしょう。

　ステレオタイプ（stereotype）、あるいは紋切り型という言葉があります。グループの個々の成員の違いを無視して、グループ全体に「○○は××だ」と、一括してラベルを貼ることです。

　ステレオタイプは、自分にとって異質なものに接するときに理解の助けになることもありますが、それが固定化してくると、先入観の温床になります。つまり、Ａ型の血液型の人は几帳面だ、理系の人は感情の機微がわからない、黒人はスポーツ万能だのように、その人の一つの属性に目をつけ、その特徴が現実に当てはまるかどうかは問題にせず、イメージだけが一人歩きしてしまう弊害を生むのです。

　言葉におけるステレオタイプも同じような傾向を生みます。実際の男性・女性・幼児・老人はそうした話し方をしていないにもかかわらず、そうした話し方をするものだと決めつけられ、現実の姿が見えなくなってしまうからです。

　もちろん、小説の会話などで人物像を頭のなかで思い浮かべる手がかりにもなりますし、キャラクターに一貫性を与えるという意味で役割語は欠かせないものです（定延二〇一一）。

　その一方で、無批判に多用すると、かえって平板になったり、当事者の不快感を招くおそれもあり、いわば両もろ刃はの剣つるぎだと考えられます。

　最後に、ステレオタイプを活用した例を見てみましょう。宮崎駿監督の代表作『となりのトトロ』の、サツキがカンタの母に傘を返しに来る場面です。

　サツキはメイとの帰り道、激しい夕立に襲われて雨宿りを余儀なくされます。そこに通りかかったカンタが、自分が濡れるのはかまわず、ふたりに傘を貸してくれます。「ん、ん。」と言って傘を差しだすシーンをご存じの方も多いでしょう。そして、その傘をサツキがカンタのうちに返しに来ます。



サツキ「ごめんください。」

カンタの母「あらっ、サツキさん。メイちゃんも。ばあちゃん、ばあちゃん！」

サツキ「今日はすみませんでした。」

カンタの母「こっちこそお役に立てなくてねぇ。」

サツキ「あの、この傘、カンタさんが貸してくれたんです。」

カンタの母「へぇ。あの子が。やだよ、こんなボロガサ。」

サツキ「メイもいたから、とても助かったの。でも、カンタさんが濡れちゃって。ありがとうございました。」



　サツキは小学六年生ですが、しっかり者です。お母さんが入院し、お父さんが仕事で留守がちなので、家事も一人前にこなしますし、妹思いでよく面倒を見ます。

　会話を見てわかるように、これだけはきはきと丁寧体で話す小学六年生はそうはいないでしょう。小学六年生はまだ十分社会性が身についていないというのが一般のステレオタイプでしょうが、サツキはそこから外れています。同じ小学六年生のカンタが、年ごろの不器用な男の子らしく、サツキに傘を差しだすとき「ん、ん。」としか言えないのと好対照です。

　しかし、よく考えてみると、しっかり者の子どもは例外的にきちんと敬語を使って話せるというのもまた、一つのステレオタイプかもしれません。いずれにしても、サツキが両親不在の状況で、大人を相手にして、けなげにがんばっている姿が、こうした言葉遣いに透けています。それが、サツキのキャラクターを作りあげることに一役買っているのです。



【第三章のまとめ】



（一）「どんな人が話すか」すなわち話し手に根ざした言葉である社会方言は、話し手の社会的なアイデンティティに基づいている。

（二）男性語と女性語は一般に思われているほど実際に差があるわけではない。しかし、男性は俗語形を好み、女性は標準形を好む傾向がある。

（三）幼児語や若者語には明確な特徴が見られる一方、老人語は世代語の残存が見られる程度である。中間世代は社会的に活躍する世代なので、標準形の使用が多い。

（四）そのほか、社会階層、学生用語、業界用語、民族や宗教を背景にしたバリエーションなども存在する。

（五）日本語には、現実のコミュニケーションには使われていないものの、話し手の「らしさ」を感じさせる役割語が発達している。役割語は、ステレオタイプに基づく仮想世界の言語共同体によって支えられている。




第四章　聞き手に合った言葉




【問い】「人によって話し方の丁寧さを変えるのは、不公平ではないですか？」



　そつのない接客で評判の近所の床屋さんの話し方を聞いていたら、年配のお客さんには丁寧体で、高校生らしい若いお客さんには普通体で話しかけていました。しかも、年配のお客さんは、床屋さんの丁寧体に普通体で返し、若いお客さんは、床屋さんの普通体に丁寧体で返していたのです。これは二重の意味で不公平ではないでしょうか。

【答え】

　かならずしも不公平とはかぎりません。もし日本語の丁寧体と普通体の使い分けが目下と目上の力関係にのみ基づくものであり、かつそこに選択の自由がなければ不公平でしょうが、このケースはそうではない可能性が高いと考えられるからです。

　床屋さんは、なぜ年配のお客さんには丁寧体で話しかけたのに、若いお客さんには普通体で話しかけたのでしょうか。年配のお客さんに丁寧体で話しかけた理由はわかります。お客であり、かつ自分より年上だからです。しかし、若いお客さんもまたお客さんであり、丁寧体で話すことも可能だったはずです。そこで普通体を選んだのは、目上・目下の関係を強要するためではなく、親しさを示し、たがいの距離を縮めたかったのでしょう。年齢差があるのに丁寧体で話しかけると、よそよそしくなってしまうのです。

　一方、年配のお客さんが普通体で返した理由は、やはり床屋さんとの親しさの表明でしょうし、若いお客さんが丁寧体で返したのは、年上の床屋さんに礼儀正しい応対をすることで、偉そうな学生と思われることを避け、良好な関係を保ちたかったからでしょう。もちろん、床屋さんが若いお客さんにたいし、普通体を使ったことで、若いお客さんから「自分が一人前扱いされていない」と思われるリスクもありますし、普通体を使った年配のお客さんが、床屋さんから偉そうだと思われたりするリスクもあります。ですから、相手の使う丁寧体や普通体と同じものを使うことで、そうしたリスクを回避する方法も考えられます。

　いずれにしても、大切なことは、日本語における丁寧体と普通体の選択は、話し手と聞き手の単なる上下関係ではなく、心理的距離感によるということです。

　この章では、親疎関係と上下関係という二つを軸に、アコモデーション理論やポライトネス理論といった理論を援用して、広い意味での敬語について考えます。




　親疎関係――聞き手との距離を取ったり縮めたりする



　言葉の種類の三つめは、「どんな人に話すか」、すなわち聞き手に合わせた言葉遣いです。

　話し手が言葉の種類を決める要因となっているのは、自身のアイデンティティだけではありません。会話が聞き手とのコミュニケーションである以上、聞き手の存在を無視することはできません。

　また、そもそもアイデンティティというものは多様なもので、聞き手との関係でその現れ方が決まるものです。その典型的なものは敬語ですが、敬語について考えるまえに、聞き手との関係の二つの軸となる親疎関係と上下関係について見てみることにします。

　親疎関係（solidarity）は、親しさや連帯感といった横の関係のことで、話し手と聞き手の社会的距離（social distance）と関係があります。

　話し手が聞き手との社会的距離を縮め、親しさを示したいときは、丁寧な言葉遣いよりもざっくばらんな言葉遣いを選ぶのが普通です。たとえば、聞き手が友人なら、「今日の午後、空いてます？」という丁寧形ではなく、「今日の午後、空いてる？」のような普通形を選択したほうが親しく感じられます。

　一方、聞き手との距離を取りたい場合、丁寧な言葉遣いか、反対に乱暴な言葉遣いを選ぶことになります。妻に「お話があります。」と突然切りだされ、震えあがる夫は少なくないでしょう。改まった丁寧体の使用によって、ふだん普通体を使って親しく話している関係に距離が生じるからです。

　また反対に、極端に乱暴な言葉遣いを選ぶことも、相手との距離を取ることにつながります。これは、対立した場面で有効です。「勝手にしろ！　俺は知らん！」「畜ちく生しよう、憶おぼえてやがれ！」を「勝手にしてください！」「憶えていてください！」にすると、突き放す感じが薄れてしまいます。



　アコモデーション理論――親しさを示すために同調する



　話し手は、聞き手との親しさを示すために、聞き手の使っている言葉に同調（speech accommodation）させ、そこに自分の言葉を収束（speech convergence）させていく傾向があります。こうした傾向に従って人間は言語行動をおこなっていると考えるのが、アコモデーション理論（accommodation theory）です（Giles et al. 1991）。

　私の祖父母はすでに亡くなっていますが、父方も母方も関西在住で、関西弁を話していました。そこで、私は帰省して祖父母と話すとき、かならず関西弁を使っていた記憶があります。今にして思えば、そのことをとおして、祖父母に好意を示そうとしていたわけです。聞き手が使っているバリエーションと同じバリエーションを選ぶというのは、親しさを示す有効な手段です。

　また、日本人が外国人と話すとき、できるだけわかりやすい日本語で話そうとする傾向が見られます。フォーリナー・トーク（foreigner talk）と呼ばれるものです。

　フォーリナー・トークは一般に、幼い子どもに話すときと似た話し方になります。その意味で、第三章で見た育児語もまた、フォーリナー・トークと同様の性格をもっています。

　また、英語を中心とした外来語が多くなるのも、日本語のフォーリナー・トークの大きな特徴です。

　ただし、幼い子どもにたいする話し方が、外国人に通じるとは限りません。栁やなぎ田だ（二〇一〇）によれば、外国人との接触の機会が多い日本人は、自分の発話をうまく通じさせるために、①情報の切れ目が明確な文という単位を多く用い、②聞き手が理解できているかどうか理解の確認を積極的におこない、③聞き手からとくに求められなくても自発的に発話を修正する、という方法を取るといいます。この三つが、外国人に日本語を通じさせるテクニックのようです。

　また、日本語を学ぶ人に日本語を教える日本語教師は、フォーリナー・トークとはやや異なるティーチャー・トーク（teacher talk）を用います。

　たとえば、一般の日本人が幼い子どもに「危ないから走っちゃダメ！」と言うところを、日本語教師は日本語学習者に「走ります。ダメです。危ないです！」と言います。日本語としては不自然ですが、意味が伝わることが第一ですので、とくに初級段階で多用されます。

　阪神淡路大震災のあと、弘前大学の社会言語学研究室が中心となって、「やさしい日本語」というプロジェクトが始まり、それが各地に普及しています（佐藤二〇〇四）。日本語がわからなかった外国人が、地震による被災にくわえ、情報が得られない被災という、いわば二重の被災を受けたからです。「やさしい日本語」は、日本語教師が用いるティーチャー・トークがベースになっています。

　日本に住む外国人は背景が多様で、しかも英語が通じるとは限りません。それぞれの言語に訳すのが理想ですが、緊急の場合にはそれは不可能ですし、地方自治体の財政もそれを許しません。そこで、「やさしい日本語」という考え方が出てきたわけです。

　こうした社会としての歩み寄りも、アコモデーションの新しいあり方として注目されており、ＮＨＫのNEWSWEB EASY（http://www3.nhk.or.jp/news/easy/）や公用文の書き換え（庵いおりほか二〇一一）などで、機械的な処理の可能性が模索されています。

　一方、聞き手の言葉にあえて合わせず、聞き手の言葉から拡散（speech divergence）させていく話し方もあります。

　たとえば、ある男性がある女性との社会的距離を縮めようとして、それまで「美歌さん、駅まで一緒に帰りませんか。」と言っていたのを、「美歌、駅まで一緒に行かない。」と言ったとします。それにたいして女性が、「山田さん、今日は友だちと先約があるので無理です。申しわけありません。」と、名字に「さん」づけ、丁寧形で返した場合、明らかに相手との距離を取ろうと、丁寧形でよそよそしくしているわけです。

　アコモデーションは親しくなる方策として有効なものですが、過度のアコモデーションは人を不愉快にすることもあります。

　たとえば、老人福祉施設では、高齢者にたいして、幼い子どもと話すような話し方になる傾向がありますが、これにたいして反発を感じる高齢者も少なくないと聞きます。また、東京出身者が地方に行き、その土地の方言を使った場合、好意的に受けとられることもある反面、とくにその方言がこなれていないと、おもねっているように感じられ、不快さを生むこともあります。

　年配の上司が若い部下の話の輪のなかに入ろうとして、無理をして若者言葉を使い、失笑を買うこともあるでしょう。第三者がアコモデーションによって聞き手の言語共同体に入るのは意外と難しいものです。



　上下関係――尊敬語、謙譲語、呼称



　横の関係を軸とする親疎関係にたいし、上下関係（status）は、目上（superior）あるいは上位者（high status）と、目下（subordinate）あるいは下位者（low status）という、縦の関係による軸です。

　日本社会では、目下の者が目上の者にたいして、相手の行為には尊敬語、自分の行為には謙譲語を使うことが期待されます。たとえば、相手が上司であれば、「報告書をお持ちします（謙譲語）ので、お手すきのおりにご覧ください（尊敬語）。」となります。

　また、呼称（address form）も、上下関係を表すのに重要です。「様」は目上の相手に、「殿」は目下の相手に使うのが原則です。

　官公庁からの文書や社内文書では、目上、目下にかかわらず「殿」が使われる慣習がありましたが、「殿」が上下関係を強いるものという意識が強まるにつれ、失礼と感じる人が多くなり、地方自治体では「様」に切り替えるところが増加しています。

　学生生活を終えて社会人生活に入るとき、敬語というのは強く意識されますので、敬語は上下関係を表すものだと一般に理解されています。しかし、現実の日本語の敬語は、上下関係と親疎関係の組み合わせを軸にしています。

　このことは、絶対敬語としての性格が強いとされる韓国語と比較するとよくわかります。

　日本の家庭では、ウチの人である父母に敬語を使わないのが一般的ですが、お隣の韓国では父母に敬語を使い、それをソトの人のまえでも使います。日本語の感覚だと、「お母さまはお元気ですか」にたいして、「はい、母は元気にしております」ですが、韓国語の感覚だと「はい、お母さまは元気にしていらっしゃいます」です。

　また、社外の人から「田中部長さま、おいでになりますか」と電話がかかってきたら、日本語の感覚では「田中（部長）はただいま席を外しております」と対応しますが、韓国語の感覚では「田中部長さまはただいま席を外していらっしゃいます」です。

　ただ、その韓国語でさえも、韓国人学生に話を聞くと、身内への敬語使用は聞き手との関係によって控えられることもあり、ゆるやかに相対化に向かいつつあるようです。



　敬語とポライトネス理論――心理的な距離の取り方が難しい



　敬語というと、尊敬語と謙譲語を中心とした動詞の活用の問題と見なされがちです。

　しかし、敬語は動詞にだけ現れるわけではありませんし、敬語の形式を使った場合でもその組み合わせによって敬意の程度がかなり変わります。

「悪いけど、俺の代わりに行ってよ」は、「すみませんが、僕の代わりに行ってもらえますか？」に直すのと、「たいへん恐縮なのですが、私の代わりに足を運んでいただけませんか？」に直すのではずいぶん印象が違うわけです。

　そこで、敬意に関わる表現対象を拡大した待遇表現研究、さらには、敬語を表現の形の問題ではなく、場面における話し手や聞き手のコミュニケーション行為としてとらえた待遇コミュニケーション研究（蒲谷二〇一三）が、国内では主流になってきています。

　一方、海外に目を向けると、ブラウンとレビンソンのポライトネス理論（politeness theory）が有力な理論として普及しています（Brown & Levinson 1987）。

　ポライトネスは、日本語の丁寧と似た意味を持った言葉ですが、大きく違う点が一つあります。それは、ポライトネスには友好性（friendliness）という意味が含まれている点です。つまり、ポライトに振る舞い、相手と良好な関係を保つためには、丁寧にするだけでなく、親しさを示す必要もあるということです。

　ポライトネスには二つの側面があります。

　一つは相手との距離を縮め、積極的に相手に関心を示す態度で、ポジティブ・ポライトネス（positive politeness）と呼ばれます。周囲の人に理解されたい、共感されたいという聞き手の欲求（positive face）を満たそうとするもので、明るく前向きに相手と接し、ほめたり共感したりすることで相手に親愛の情を伝えようと努めます。

　もう一つは相手との距離を取り、相手を尊重するという態度で、ネガティブ・ポライトネス（negative politeness）と呼ばれます。周囲の人に邪魔されたくない、私的な領域に踏みこまれたくないという聞き手の欲求（negative face）を満たそうとするもので、押しつけや断定を避けるように間接的に控えめに表現し、相手にかかる負荷をできるだけ小さくするように努めます。敬語に典型的に見られる機能です。

　この両者は、相手との摩擦を回避し、良好な関係を保とうとする目的では一致するのですが、その方略（strategy）は反対です。

　たとえば、高校や大学で初めてクラスメートに会ったときのことを思いだしてみましょう。知り合いはほとんどいない状況のなかで親しい友人を作らなければなりません。最初は丁寧体、すなわち「です」「ます」体で周囲の人に接します。そして、ある程度言葉を交わし、相手との社会的距離が縮まってきた頃合いを見計らって、普通体、すなわち「だ」「する」体に徐々に移行するのではないでしょうか。

　最初から「だ」「する」体で接する人もいます。そうした人はオープンな性格で、相手との距離が近いほうが好ましいと感じるため、ポジティブ・ポライトネスを重視します。

　一方、五月、六月になっても「です」「ます」体で接する人もいます。そうした人は人間関係に慎重な人で、自分のプライバシーに踏みこまれないほうが心地よく感じるため、ネガティブ・ポライトネスを重視するわけです。

　ポジティブ・ポライトネスとネガティブ・ポライトネスは、いわば「なれなれしい」と「よそよそしい」の対立です。行きすぎたポジティブ・ポライトネスは、聞き手の目になれなれしく映り、行きすぎたネガティブ・ポライトネスはよそよそしく映ります。適度な距離が好ましいわけですが、それはその人の性格によって、また状況によって異なります。

　このように、敬語は、距離を遠ざけることによって敬うという方向性と、距離を近づけることによって親しみを表すという方向性があり、敬語を距離の表現と捉えることで、一貫した説明が可能になります（滝浦二〇〇五）。

　ところが、従来の敬語論では、もっぱら相手を高める敬意という方向性の議論が中心でした。それによって、見えるべきものが見えなくなってきたわけです。

　敬語の難しさの本質は、尊敬語・謙譲語といった形の難しさよりも、聞き手との心理的な距離の取り方の難しさに由来します。敬語に見られるそうした心理的な距離のありようは、社会言語学的にはポライトネス理論によって分析することが可能です。



【第四章のまとめ】



（一）「どんな人に話すか」すなわち聞き手に合わせた言葉遣いは、親疎関係と上下関係という二つの見方が可能である。

（二）親疎関係は、親しさや連帯感といった横の関係のことで、聞き手と親しくしたい場合は社会的距離を近づけるざっくばらんな言葉を、聞き手を尊重したい場合は社会的距離を遠ざける丁寧な言葉を選ぶ。

（三）話し手は、親しさを示したい場合は相手の言葉遣いに合わせ、反発を感じる場合は相手の言葉遣いに合わせない傾向がある。それを分析するのがアコモデーション理論である。

（四）上下関係は、上位者と下位者による縦の関係のことで、聞き手を上位者と見なせば丁寧な言葉を、聞き手を対等あるいは下位者と見なせばざっくばらんな言葉を選ぶ。

（五）ポライトネス理論は、聞き手との距離を縮め、積極的に聞き手に関心を示すポジティブ・ポライトネスと、聞き手との距離を取り、聞き手の領域に踏みこまないことで聞き手を尊重するネガティブ・ポライトネスの、二つの相反する方法を基調とした理論である。その背景には、聞き手との摩擦を回避し、良好な関係を保とうとする話し手の意識がある。




第五章　状況に合った言葉




【問い】「質問が上から目線、と言われてしまいました。なぜですか？」



　あるＱ&Ａサイトに「教えてほしいです。」と書きこんだら、「そんな上から目線の質問に答えるのは嫌です。」と書かれてしまいました。どこがいけなかったのでしょうか。

【答え】

　おそらく「教えてほしいです。」という言い方が、人にものを教わるという状況にふさわしくない言葉遣いだと判断されたのでしょう。本章では、状況にふさわしい言葉遣いを、場面、話題、機能の三つの観点から考えていくことにします。

　場面というのは具体的な状況のことで、「あらたまった」「くだけた」の対立で考えられます。大学でのゼミや会社の会議はあらたまった場面であり、日常のくだけた場面では「教えて！」で済ませる人も、「教えていただけないでしょうか。」などと発言します。

　話題というのは話の内容のことで、「硬い」「軟らかい」の対立で考えられます。たとえば、取引先との商談で、担当者の電話番号のような簡単な内容を聞くときなら「教えてください。」のような軟らかい表現で済ましそうですが、見積書に示された複雑な計算で導かれた数値を聞く場合には、「ご教示ください。」という硬い表現になりそうです。

　機能というのは話し手の意図によって決まるもので、「丁寧」「ぞんざい」の対立で考えられます。質問をする場合でも、相手が答える義務がないことなら、依頼という機能になり、相手が答えて当然ということなら、指示という機能になります。

　質問の形式を、ぞんざいなものから丁寧なものに順に並べると、「教えろよ」「教えてくれ」「教えて」「教えてください」「教えていただけますか」「教えていただけないでしょうか」「教えていただけるとありがたいのですが」のようになります。「教えてください」を境に、「教えて」までが指示、「教えていただけますか」以降が依頼になります。

　ここからわかることは、一般に、疑問文にしたり言いさしたりするほうが丁寧だということです。冒頭の「教えてほしいです。」は、疑問文でもありませんし、言いさしではなく言いきりです。「教えてくれ。」よりは丁寧でしょうが、自分の希望という自己都合を相手に一方的に押しつけている印象があります。そのため、回答者に依頼ではなく指示と受け取られ、「上から目線」という言葉で拒否されてしまったと想像されます。




　場と場面――不思議なオトナ語、飲み会のくだけた言葉



　言葉の種類の四つめは、「どこで／何について／何のために話すか」、すなわち状況に合った言葉遣いです。

　聞き手に合わせた言葉遣いでは、親疎関係、上下関係という二つの軸が設定できましたが、この状況に合った言葉遣いでは、場面、話題、機能という三つの軸が設定できます。順に見ていきましょう。

　状況というものを大きくとらえると、私たちは、家族といるとき、友人といるとき、学校にいるとき、職場にいるときなどによって話し方を変えていることに気づきます。このような、家族、友人、学校、職場などといった典型的な状況のことを、場（domain）と言い、大きな観点から状況を考えるときに便利です。

　たとえば、職場という場では、かなり特殊な言葉遣いが用いられます。それを糸井監修（二〇〇五）ではオトナ語と名づけています。

　そこに列挙されているオトナ語を眺めていると、たしかに不思議な気がしてきます。お世話になっていなくても「お世話になっております」と言い、お願いすることがなくても「よろしくお願いします」と言います。逆になっていないのに「逆に言うと」と言い、「極論すると」と言いながら極論の内容が毎回微妙に変化します。

　一瞬では絶対に終わらないのに「一瞬いい？」と尋ね、すでに訊きいているのに「訊いてもいい？」と許可を取ります。「なるはや」「午後いち」「あいみつ」といった略語、「ペンディング」「フィードバック」「コストパフォーマンス」といった外来語、「体調不良」「ご査収」「ご笑覧」といった漢語を使いこなせないと、オフィスという場ではやっていけません。

　一方、状況に合わせて言葉を選ぶことを考えた場合、抽象的な場によってだけでなく、どのような状況で話しているかという具体的な場面（setting）によっても言葉の種類を変えます。

　たとえば、学生のまえで講義をする教員は、講義のあいだは「何か質問はありますか？」と丁寧体で話し、講義が終わったあとで質問に来た学生にたいしては、「何か質問ある？」と普通体で話すのが一般的です。これは、講義という場面が言葉の選択に影響を与えている例です。

　また、社会人の場合、会議のようなあらたまった（formal）場面では、親しい同僚ともあらたまった言葉遣いで話すのにたいし、飲み会の席のようなくだけた（informal）場面では、上司ともくだけた言葉遣いで話すことが珍しくありません。



｛田中さんの親しい同僚が司会をしている状況で｝田中さん、たいへん興味深く、かつ刺激的なプレゼンテーション、ありがとうございました。

｛直属の部下が飲み会の席で田中課長にむかって｝田中課長、今日のプレゼン、すっごくおもしろくて、インパクトありましたよ。さすが課長！



　このように、私たちは聞き手によってだけでなく、場面によっても言葉の種類を使い分けることができ、そこでは「あらたまった」または「くだけた」という尺度で、言葉遣いを測ることが可能です。



　話題――事務的か、心情的か



　話す内容に関わる話題（topic）もまた、言葉の種類と関係があります。

　話題は、「事務的」（referential）と「心情的」（affective）という二つの尺度で考えるとわかりやすいでしょう。事務的というのは、情報の伝達を重視すること、心情的というのは、気持ちの伝達を重視することです。「事務的」は「硬い」、「心情的」は「軟らかい」と言い換えてもよいでしょう。

　たとえば、学術的な論文を丁寧体で書く人はほとんどいませんし、ビジネス上のやりとりで「ご指定の時間にうかがいます｛ね／よ｝」などと終助詞をつけて書く人もまずいないでしょう。情報重視の内容の場合、読み手に配慮する丁寧形や終助詞がかえって余計な飾りになってしまうからです。

　同時に、書き手を表す「私」も、論文や新聞記事では極力現れないように工夫されます。「私」の顔出しは、客観性を旨とするジャンルの文章には不向きだからです。テレビのニュースの語り口が事務的なのも、私的な感情をできるだけ排し、情報を伝えるという目的を達成するためであると考えられます。論文もビジネス文書も新聞記事もテレビのニュースも、いずれも硬いジャンルです。

　一方、私的な近況報告を書いたメールを「である」体で送る人はほとんどいませんし、営業トークで「すてきなお召しものですね」「お似合いですよ」のように終助詞をつけるのはごく自然なことです。いずれも心情的な内容を伝えているからです。もし終助詞「ね」「よ」がなかったら、定延（二〇一二）が指摘する「きもち欠乏症」にかかり、どことなく落ち着きの悪い文になってしまうでしょう。こうした営業トークは軟らかい表現ですが、くだけた表現ではありません。むしろ、あらたまった表現です。心情的な内容には軟らかい表現が似合います。

　つぎの例は、評価の内容を大阪弁にすることで、心情的な側面を強めています。いわゆる「方言コスプレ」（田中二〇一一）です。



　嘉門達夫の替え歌、一度も聞いたことないの？　「鼻から牛乳」も？　「かつお風味のふんどし」も？　一度聞いてみなよ。ほんま、めっちゃおもろいで。




　機能――役割を果たすために、言葉を尽くす



　機能（function）は、話し手の意図によって決まる発話の役割で、話題とも密接な関係があります。機能として考えられるのは、感謝、謝罪、依頼、勧誘、命令、禁止、許可、報告、説明などです。

　こうしたさまざまな機能を考える場合に軸となるのは、「丁寧」と「ぞんざい」という対立です。とくに、相手に負担がかかっている、あるいは負担がかかるおそれのある事柄の場合、丁寧な表現が選ばれる傾向があります。感謝（～してくださってありがとうございます）、謝罪（～していただいて申しわけありません）、依頼（～していただけませんか／してくださいませんか）などです。

　これは、リーチの丁寧さの原理（politeness principle）に示されているように、相手が自分に与えてくれる利益や、そのためにかかる負担は最大限に評価することが、人間関係をよくするために必要だからです（Leech 1983）。

　日本語では、「してくれた」「してくださった」「してもらった」「していただいた」という、話し手が聞き手から恩恵を受けたという表現は頻ひん繁ぱんに使われます。言葉を丁寧にすることによって、相手のしてくれたことは特別だという気持ちを表すわけです。

　一方、「して差しあげた」はもちろん、「してあげた」「してやった」はほとんど使いません。これは、先ほどとは反対に、自分が相手に与える利益や、そのためにかかる負担を最小限にすることが、人間関係をよくするために必要だからです。

「～してあげた」「～してやった」などのぞんざいな表現を使った場合、恩着せがましいと受けとられ、人間関係が悪くなると考えられます。それでも、あえて使うとしたら、人間関係が悪くなっても、抗議や非難をしたいという気持ちがあるときです。

　もちろん、「自分と相手との関係なら、そのくらいしてくれて当然」と思うとき、とくに、相手と親しい関係にあるときや、目上から目下にたいして言うときは、「ありがとう」「すまん」「～して」といった比較的ぞんざいな表現を選ぶことも可能です。

　ただ、そのような関係にある場合でも、相手にとって大きな負担がかかる場合は、丁寧な言葉が選ばれるのがふつうでしょう。

　たとえば、「小銭がないので、一〇円貸して」とは言えますが、「生活費がないので、一〇万円貸して」とは言いにくいのではないでしょうか。



　じつは、先月アルバイトを突然クビにされてしまって……。ほんとに申しわけないんだけど、一〇万円貸してもらえないだろうか。



のように、言葉を尽くすのではないでしょうか。お金を貸してもらうという意図を、少しでも確実に達成しようとする結果、言葉遣いが丁寧になるのです。

　このように、話し手の意図によっても言葉の種類が変わってくるのが、言葉のおもしろいところです。



　文末文体の切り替え



　ここまで見てきたように、文体（style）は、場面にかんする「あらたまった」「くだけた」という対立、話題にかんする「硬い」「軟らかい」という対立、機能にかんする「丁寧」「ぞんざい」という対立という三つの軸から考えることが可能です。そのすべてにからむのが、丁寧体と普通体という文末文体の問題です。

　丁寧体を選ぶか、普通体を選ぶかという問題は、そんなに簡単なことではありません。相手が目上か目下かという上下関係だけでなく、相手と親しいか親しくないかという親疎関係、公的な場か私的な場かという場、あらたまった場面かくだけた場面かという場面、事務的な話題か心情的な話題かという話題、さらには話の目的によって決まる機能など、さまざまな要因があるからです。

　しかも、丁寧体で話している途中で普通体に変わったり、普通体で話している途中で丁寧体に変わったりします。

　たとえば、話している相手が普通体で親しく話しかけてくれたり、話している途中で相手との距離が縮まってきたと感じたりしたことで、丁寧体から普通体に切り替えた経験のある人は少なくないでしょう。仕事の打ち合わせが終わり、雑談モードに変わった瞬間から、普通体が飛び交うことも珍しくありません。

　次の例のように、感謝の気持ちがこもり、あらたまった言葉遣いになることもあるでしょう。



　Ａ「一〇万円貸してくれるの？　ほんとに？」

　Ｂ｛財布からお金を取りだして｝「はいどうぞ。いつかかならず返してね。」

　Ａ「恩に着ます。かならず返します。」



　日本語の場合、原則として、丁寧体か普通体か、いずれかのスタイルを選ばなければなりません。そこで、こうした文体の切り替え（style shifting）の研究が盛んで、このテーマだけを扱った本もあるほどです（Kimberly & Ono 2008）。

　一方、書き言葉の場合、目のまえに話し手がいませんので、丁寧体と普通体の切り替えは起こらないように思っている人もいるかもしれません。事実、学校教育では、丁寧形と普通形の交ぜ書きは避けるように指導されます。

　ところが、学校教育の総まとめのような性格を持つ大学入試センター試験において、交ぜ書きがおこなわれているのです。



　受験番号を記入し、さらにその下のマーク欄にマークしなさい。正しくマークされていない場合は、採点できないことがあります。

　解答上の注意は、裏表紙に記載してあるので、この問題冊子を裏返して必ず読みなさい。ただし、問題冊子を開いてはいけません。



　これは、試験問題の表紙の注意事項です。なぜこのようなことが起こるのでしょうか。

　この注意事項をよく観察してみると、基本は丁寧体なのですが、「～しなさい」のときだけ普通形に変わるのです。全体として丁寧体が基調になっているので、ほんとうは丁寧形を使いたかったのでしょうが、丁寧形を使うと「～してください」になってしまい、警告としての意味合いが薄れてしまうから、あえて普通形にしているのだろうと想像されます。

　このような例以外でも、普通形と丁寧形を交ぜて使うことで緩急をつける技法は、ごくふつうに見られます。

　たとえば、自分の内面を描くときは普通形、周囲の出来事を描くときには丁寧形になることがあります。ブログなどでよく用いられます。



　今日はやる気がしない。一日うちでごろごろしていよう。そう考えていたら、うちのアパートのドアをノックする音が聞こえました。誰だろう。ドアを開けると、宅配便のおじさんでした。おじさんが手にしていたのは、大きな段ボール箱。なかには新鮮な野菜や果物がぎっしり。送り主は実家の母。母の温かい心遣いと「あなたの健康を祈ってます」というたった一言のメッセージに、不覚にも涙がこぼれてしまいました。



　また、次の例は夏なつ目め漱そう石せき『こころ』（岩波文庫）からの引用です。事実を描くときは普通形、その背後にある事情を、「からです」や「のです」を使って解説するときは丁寧形になっていることに注目してください（野田一九九八）。



　あなたは現代の思想問題について、よく私に議論を向けた事を記憶しているでしょう。私のそれに対する態度もよくわかっているでしょう。私はあなたの意見を軽けい蔑べつまでしなかったけれども、決して尊敬を払いうる程度にはなれなかった。あなたの考えにはなんらの背景もなかったし、あなたは自分の過去をもつにはあまりに若すぎたからです。私は時々笑った。あなたは物足りなそうな顔をちょいちょい私に見せた。その極あなたは私の過去を絵巻物のように、あなたの前に展開してくれと逼せまった。私はその時心のうちで、始めてあなたを尊敬した。あなたが無遠慮に私の腹の中から、ある生きたものを捕つらまえようという決心を見せたからです。私の心臓を立ち割って、温あたたかく流れる血潮をすすろうとしたからです。その時私はまだ生きていた。死ぬのがいやであった。それで他日を約して、あなたの要求をしりぞけてしまった。私は今自分で自分の心臓を破って、その血をあなたの顔に浴びせかけようとしているのです。私の鼓動がとまった時、あなたの胸に新しい命が宿る事ができるなら満足です。




【第五章のまとめ】



（一）「どんな状況で話すか」すなわち聞き手に合わせた言葉遣いは、「どこで」という場面、「何について」という話題、「何のために」という機能の三つの観点から考えることが可能である。

（二）「どこで」という場面は、「あらたまった」「くだけた」という尺度で測ることができる。

（三）「何について」という話題は、「硬い」「軟らかい」（あるいは「事務的」「心情的」）という尺度で測ることができる。

（四）「何のために」という機能は、「丁寧」「ぞんざい」という尺度で測ることができる。

（五）丁寧体と普通体の文体の切り替えは話し言葉だけでなく書き言葉でも起きる。しかし、その要因は対話の場合とは異なる。




第六章　伝達方法に合った言葉




【問い】「レポートではなぜ、ふだんの日本語を使っちゃダメなんですか？」



　大学のレポートに「してる」「しとく」「かな」「なきゃいけない」って書いたら、「こんなのは、ちゃんとした日本語じゃない」と先生にきつく言われ、直されました。ちなみに、先生がそのとき言ってた「ちゃんと」「じゃない」も、レポートで使っちゃいけない表現リストに入ってました。どれもちゃんとした日本語のはずなのに、なぜ使っちゃいけないんですか。

【答え】

「してる」「しとく」「かな」「だろうか」などがレポートで使えないのは、話し言葉専用の形式だからです。話し言葉でも書き言葉でも使える形式なら問題ないのですが、話し言葉の発想に基づく形式は一般にレポートで使うことは避けられます。

　もちろん、書き言葉であっても、携帯メールやブログ、Twitterでなら使っても違和感がないでしょう。これらのメディアは、文字であっても発想は話し言葉に近いからです。しかし、レポートは新聞などと同様、書き言葉のなかでもきちんと書くことが要求されるジャンルなので、話し言葉専用の形式が使いにくいのです。

「あのー」「えーと」という言葉を交ぜてレポートを書く人はいないでしょう。書くときの試行錯誤を感じさせる表現は、準備と推すい敲こうが求められるレポートには不向きだからです。

　同様に、「している」「しておく」のかわりに「してる」「しとく」という縮約形を使うと、正式な形を使っていないように見なされます。そればかりか、そうした話し言葉のバリエーションは方言などを含めると多種多様であり、これらをレポートに取りこむと、何を意味しているのかがわからなくなり、伝わるものも伝わらなくなるおそれがあります。レポートは情報が正確に伝わることを何よりも重視するジャンルなので、こうしたバリエーションは可能なかぎり入れないようにするのです。

　また、レポートは、書き手が読み手に依存せず、自分自身の責任で伝えるべきことを精査することが要求されるジャンルです。その意味で、「かな／かしらと思う」「だろうか」などを使うのは、書き手の責任放棄と見なされてしまいます。

　この章では、話し言葉と書き言葉の違いと、両者の境界線を軸に、言葉のジャンルについて考えます。




　談話共同体とジャンル――空気と暗黙のルールがある



　言語共同体についてはすでに第一章で触れました。言語共同体は、話し手の出身地や社会的な属性によって構成されるコミュニティです。

　一方、話し手の属性ではなく、実際の談話の状況に合わせて構成されるコミュニティがあり、談話共同体（discourse community）と呼ばれます（Swales 1990）。

　たとえば、あるコンピュータ関連の職場に勤めているコンピュータ技術者（ＳＥ）を想像してみましょう。

　そのＳＥは、コンピュータ関連の業界用語（jargon）をたくみに使い分け、隣の人とも直接話すのではなく、メールでやりとりをします。メールへの返信は五分以内でおこない、簡潔な文面で記すことができます。それが、その職場の暗黙のルールだからです。

　その人がうちへ帰ると、自宅のパソコンに向かいます。ガーデニングが趣味なので、園芸関係のブログを見るのです。また、あるＳＮＳのなかに自分のブログも持っていて、堆たい肥ひを作るミミズについての観察日記を書いています。ミミタン（園芸関係者のミミズの愛称）やミミコン（ミミズコンポスト、家庭の生ゴミを入れてミミズに堆肥にしてもらう）、シマミミズやフトミミズの違い（ミミコンに向いているのは地中深くは潜もぐらないシマミミズ）など、内輪で盛りあがっています。ミミズにたいする愛情が感じられる言葉遣いに特徴があります。

　コンピュータ関連の職場も、園芸関係のブログも、談話共同体です。そのコミュニティのなかではある目的にそって談話活動がおこなわれ、そこに入った人はそこでのルールに従っているからです。それができない人は、「空気が読めない」と非難されることもあります。

　談話共同体の持つコミュニケーション上のルールは、ジャンル（genre）と密接に結びついています。

　たとえば、論文というものがあります。論文は、大学などの研究機関に所属する人が学術的な目的で書く本格的な文章で、学会という談話共同体が管理する学会誌に掲載されます。学会誌に掲載されるためには、学術雑誌にふさわしい厳密な言葉遣いや文章構成が求められ、それに反する投稿は門前払いされてしまいます。

　大学にはレポートというものがあります。レポートは将来論文を書けるようにするための準備段階にあるもので、やはり厳密な言葉遣いや文章構成が求められます。

　ところが、ある大学で「やばい」「微妙に」といった話し言葉をレポートで使う新入生が出てきたことから、話し言葉をレポートで使わないことなどを柱とした必修の授業を始めたそうです（『毎日新聞』二〇一〇年二月八日夕刊）。これは、文章に論文・レポートというジャンルがあるということを新入生がよく理解していないという事実に由来します。



　話し言葉と書き言葉



　ジャンルはさまざまな要因によって決まるものですが、なかでもジャンルを限定する強い力を持っているのが伝達方法（channel）です。

　伝達方法は、音声と文字でまず大きく分けられます。音声によって伝えられるのは話し言葉（speech）、文字によって伝えられるのは書き言葉（literary）です。ここでは、書き言葉と比較した場合の話し言葉の特徴を、四つの観点から見ていくことにしましょう。

　話し言葉の特徴の第一は、即興性（improvisation）です。その場で考えて言葉をつむぎながら話すため、整っていない文が多いのが特徴です。

　次の例は、第六八期将棋名人戦七番勝負で、羽は生ぶ善よし治はる名人が三み浦うら弘ひろ行ゆき八段の挑戦を四連勝で退けて、三連覇を達成した直後のインタビューです。記者から、今期の七番勝負の相手が三浦八段なので、どのような七番勝負を指そうと思ったかと質問されたときの、羽生名人の答えです（『朝日新聞』二〇一〇年五月二〇日朝刊）。



　まあ、三浦さんは、非常に、その～、研究というか、あの、作戦的な準備というか、まあ、そういうのが周到というかですねえ、非常にきめ細かに、あの、考えてくるタイプなので、それをどういうふうに迎え撃つか、というところが、シリーズのテーマとしては一貫してあったかな～、とは思ってます。



「あの」「その」「まあ」といった言いよどみ、表現の言い換えに表れる言葉選びの慎重さといったところに、言葉をつむぎながら話す話し言葉ならではの即興性がにじみでています。これをもし典型的な書き言葉に直したら、推敲の過程でそうした特徴は消されてしまうでしょう。

　ほかにも、倒置、挿入、言いさし、言いよどみ、ねじれ、重複などに、話し言葉のその場で言葉をつむぐ感じが表れます。



｛いつもはジャージ姿の友人がスーツで決めていて｝「何、そのかっこう（笑）。」（倒置）

｛講演で｝「今日はみなさんのまえでお話しするので、私の家にあるいちばん高い服を、じつは兄を拝み倒して借りたんですが、着てまいりました。」（挿入）

「すみません。お願いがあるんですが……。アルバイトのシフトを替わってほしいんです。」（言いさし）

「この白子の食感は、えーっと、何だっけ、ほら、あれ、そうそう、マッシュルームの天ぷらに似てますね。」（言いよどみ）

「いちばん深刻なのは、生活保護を申請しても、役所の担当者がその申請を門前払いしてしまうんです。」（ねじれ）

「この列車の停車駅は、品川、新横浜、名古屋、京都、そして終点の新大阪に停まります。」（重複）



　ただ、こうした文を整っていないと考えるのは、書き言葉の側から見た場合であって、話し言葉の側からすれば、書き言葉が不自然に整いすぎているということになります。

　ためしに、さきほどの文を整った文に直してみましょう。



「そのかっこうは何ですか。」

「今日はみなさんのまえでお話しするので、じつは兄を拝み倒して借りた、私の家にあるいちばん高い服を着てまいりました。」

「すみません。アルバイトのシフトを替わってほしいというお願いがあります。」



「そのかっこうは何ですか。」とすると、素朴に質問しているような感じになり、倒置の「何、そのかっこう。」の「相手のそのかっこうが変だ」というニュアンスが消えてしまいます。

　また、「じつは兄を拝み倒して借りたんですが」を挿入にせず、先に示してしまうと、「じつは」という裏事情の告白というニュアンスが生かされず、笑いを取れない前置きになってしまいます。

　それから、「お願いがあるんですが……。」という言いさしをやめ、先にお願いの内容を示して断定にしてしまうと、お願いの押しつけのように感じられ、聞き手に失礼になるおそれがあります。

　ねじれや重複は、文字にすると明らかに不自然なのですが、音として聞いていれば、さほど違和感なく耳に入ってきそうです。とくに重複は、車内放送として考えれば、「停車駅」と「停まります」の繰り返しはむしろ乗客にとって親切かもしれません。

　話し言葉の特徴の第二は、効率性（efficiency）です。書き言葉の場合、不特定多数の読み手が読むことが多いのですが、話し言葉の場合、話し手が知っている限られた聞き手に話すことが多く、しかも目のまえにその聞き手がいるのがふつうです。そのため、話し手は聞き手の知らないことだけ話せばよく、聞き手がわかっているかどうかすぐに確認できます。その結果、無駄なことはできるだけ言わずに済ますようになります。

　つぎの文を省略せずに言うとどうなるでしょうか。



「テレビつけて！」

「ご飯だよ！」



「テレビつけて！」は、家庭の状況によっても異なるでしょうが、厳密を期すなら「リモコンのボタンを押してテレビの電源を入れて！」となりそうです。「ご飯だよ！」は、正確には「ご飯ができたから（ご飯の時間だから）ダイニングに下りてきて！」でしょうか。

　話し言葉、とくに親しい人どうしの会話では、断片的な表現で会話が成立しています。「ねえ、あれ、あったっけ？」「ああ、これのこと」「そう、それそれ！」などは、第三者が聞いてもさっぱりわかりませんが、それでも伝達が可能になっています。

　また、手書きの文字の場合もそうですが、音声の場合、伝わる範囲で発音しやすいように変化するのがふつうです。「している」は「してる」、「しておく」は「しとく」、「してしまう」は「しちゃう」など、発音しやすいように脱落や変化を起こします。これも、ある種の効率性で、楽のできるものはできるだけ楽にして済まそうとする話し言葉の特徴の表れです。

　話し言葉の特徴の第三は、現場性（situationality）です。書き言葉の場合、書き手が書いている時間や場所と、読み手が読んでいる時間と場所とは違うのがふつうですが、話し言葉の場合、話し手と聞き手は時間や場所を共有しているのがふつうです。そのため、その場にあるものを指示詞で指したり、わかるものを省略したりします。



「それ、何？」「ああ、これ？　ブルーベリーだよ」（指示詞）

「今日、忙しい？」「いや、暇だよ」（一人称と二人称の省略）

｛外に出た二人が｝「何だか暗いね」「今にも降りだしそうだね」（状況の省略）



　指示詞のある会話を理解しようとする場合、指さされるものがあることを前提に理解します。最初の例では、一番めの話し手が「それ」、二番めの話し手が「これ」と言っていることから、問題となっているブルーベリーは二番めの話し手のそばにあるようです。

　つぎの例では、一人称と二人称の省略を復元すると、「今日、きみは忙しい？」「いや、ぼくは暇だよ」となります。こう直してみると、清水義範『永遠のジャック＆ベティ』（講談社文庫）で描かれた「あなたはベティですか」「はい。私はベティです」という、中学英語の教科書に会話例として載っている英文の直訳のようです。

　最後の例では、「何だか暗いね」「今にも降りだしそうだね」という状況の省略は、空模様という話題だということがわかってはじめて理解できます。英語だと、主語に立つのはitでしょうか。日本語の場合は無理に主語を立てる必要がないので、このように省略するほうが自然です。

　話し言葉の特徴の第四は、対人性（interpersonality）です。聞き手が目のまえにいることで、聞き手に働きかける表現が多くなります。

　聞き手が気づいていないことに注意を喚起する「おかしいよ」、聞き手が気づいていることに共感を示す「おかしいね」、話し手の判断が聞き手の判断と一致することを確認する「おかしいでしょ？」、聞き手が目のまえにいてもいなくても自分の判断であることを示す「おかしいなあ」など、聞き手への働きかけによって文末が変わります。

　また、対話において使われる、聞き手に呼びかける表現「おい」「ねえ」「もしもし」、聞き手を促す表現「さあ」「ほら」「そら」、応答を表す表現「うん」「はい」「ええ」なども書き言葉に使われることはまずないでしょう。



　話し言葉と書き言葉の境界線



　即興性、効率性、現場性、対人性の四つを話し言葉の特徴として規定し、こうした特徴は書き言葉には現れないとして話を進めてきました。しかし、こうした特徴は書き言葉にほんとうに現れないのでしょうか。

　たしかに、新聞の報道記事や学術論文ではまず見られません。しかし、携帯メールならこの四つのいずれも現れる可能性があるのではないでしょうか。

　即レスが要求される携帯メールにはその場で話をつむぐ即興性がありますし、頻繁にやりとりするため効率性も欠かせません。授業中、同じ教室のなかでこっそり打たれているメールには現場性がありますし、特定の相手と臨場感豊かにコミュニケーションするために対人性が意識されます。

　そう考えると、携帯メールは文字で表現されるものの、書き言葉なのだろうかという疑いを抱かざるをえません。事実、こうした携帯メールなどを、「打ち言葉」として書き言葉と区別する立場もあります（田中二〇一一）。

　一方、テレビのニュースのように完全原稿が用意されている場合や、講義や講演のようにストーリーがすでにできあがっている話を聴衆にむかって話す場合、伝達方法が音声であっても、書き言葉に近いものと考えざるをえません。

　もちろん、携帯メールは、音声言語の韻いん律りつ的てき特徴（アクセント、リズム、イントネーションなど文字に現れない特徴）は備えていませんし、話し手が男性か女性か、何歳ぐらいかということを伝える声の表情も持ち合わせてはいません。また、テレビのニュースを聞いていて、難しい漢語がでてきても文字の助けがないため理解しにくいことはありますし、読み間違えたときは素に近い形で修正が行われます。講義や講演の場合は、一対一の対話ほどでないにしても、聴衆を目のまえにして完全原稿を持たずに話しますので、即興性、効率性、現場性、対人性を部分的に備えています。

　こうしたことは、話し言葉と書き言葉という二分法でさえもじつは単純ではなく、話し言葉性、書き言葉性という段階を考えたほうがよいことを示しています（森山二〇〇三）。

　そのときに参考になるのは、すでに挙げた即興性、効率性、現場性、対人性です。

　即興性というのは、計画性（plannedness）と表裏の概念です。十分に練って準備した話を披露するのか、それともその場の思いつきをそのまま表現するかではかなり違います。

　効率性は、あらたまり度（formality）と関係があります。効率性が優先されるとくだけた話し方になり、あらたまって話そうという意識が高ければ、効率性は重視されなくなります。

　現場性は、話し手と聞き手が時空間をどのくらい共有しているかによります。通常の対話では時空間を完全に共有していますが、電話では時間は共有していても空間は共有していません。さらに、チャット→携帯メール→パソコンメール→手紙になるにつれて、徐々に時間差も広がっていきます。

　対人性は、聞き手が特定の少数か、不特定の多数かによって、あるいは、話し手の一方向的なやりとりか、聞き手との双方向的なやりとりかによって異なります。一対一の対話と、目のまえに聞き手がいないニュース報道を両極とすると、司会者のいる会議は一対一の対話に近く、大教室での講義はニュース報道に近い位置づけになるでしょうか。しかし、講義であっても、聞き手が一〇人か一〇〇人かによっても話し方が相当変わることが予想されます。



【第六章のまとめ】



（一）「どんな方法で話すか」すなわち伝達方法に合わせた言葉遣いの基本は、話し言葉と書き言葉の区別である。

（二）書き言葉にたいする話し言葉らしい特徴は、その場で考えて話をつむぐ即興性、無駄なことはできるだけ言わずに済ます効率性、話し手と聞き手が時間や場所を共有する現場性、目のまえの聞き手に働きかける対人性から生まれる。

（三）近年のメディアの発達やジャンルの細分化により、書き言葉と話し言葉の境界線は不明確になっている。そこで、話し言葉性、書き言葉性のような段階を考えたほうが実態に即している。




第七章　日本語の人称表現




【問い】「なぜジャイアンは『おれ』で、スネ夫は『ぼく』なのですか？」



『ドラえもん』を見ていたら、ジャイアンは「おれ」、しずかちゃんは「あたし」を使うのに、のび太もスネ夫もドラえもんも「ぼく」を使っていました。なぜなのでしょうか。

【答え】

　第三章で見たように、どのような一人称を使うかは、そのキャラクターのアイデンティティに依存しています。ジャイアンは乱暴な俺さまキャラであり、自らを「おれ」と呼び、周囲を「おまえ」と呼んで自分の思いどおりに動かそうとするのは当然のことでしょう。また、しずかちゃんは心優しいお嬢さまキャラであり、自らを「あたし」と呼び、周囲を「のび太さん」「スネ夫さん」「武たけしさん」と呼ぶのもまた理解できます。

　一方、のび太もスネ夫もドラえもんも「ぼく」を使いますが、その理由は異なりそうです。のび太が「ぼく」を使うのは、子どもっぽくて頼りないひ弱なキャラだからでしょう。イメージとしては平仮名の「ぼく」です。それにたいして、スネ夫の「ぼく」には都会的なお金持ち特有のキザな感じがあります。イメージとしては片仮名の「ボク」です。ドラえもんの「ぼく」は、消去法の「ぼく」でしょうか。「わたし」というと大人っぽくなり、のび太と対等の友人ではなくなってしまいます。一方、「おれ」を使ってしまうと、ドラえもんが主で、のび太が従になってしまいます。現実は反対で、ドラえもんはあくまでものび太の世話役です。ドラえもんには「しもべ」とも読める漢字の「僕」が似合いそうです。

　のび太とスネ夫とドラえもんにはほかにも共通点があります。二人称に「きみ」を使うことが多く、母親のことを「ママ」と呼びます。ちなみにジャイアンは、二人称は「おまえ」であり、母親にたいしては「母ちゃん」です。しかし母親からの呼ばれ方は、のび太は「のび太」で（ママの機嫌のよいときは「のびちゃん」ですが）、スネ夫は「スネちゃま」、ドラえもんは「ドラちゃん」で、それぞれの立ち位置の違いが透けて見えます。

　このように、どのように呼ぶか、呼ばれるかということで、キャラクターの性格や育ち、たがいの関係がわかるようになっています。

　この章では、社会言語学的エッセンスの宝庫と言える人称表現を例に、第二章から第六章までで学んだ概念の応用の方法について考えます。




　日本語の人称表現の特徴



　ここまで、社会言語学のさまざまな概念について学んできました。そうした社会言語学の概念は、実際の言語の分析にどのように使われているのでしょうか。

　本章では、この点について、日本語の人称表現を例に検討します。

　人称表現（term/form of address）というのは、人間を呼ぶときに使う言葉のことです。話し手自身を指す一人称（first person）、目のまえにいる聞き手を指す二人称（second person）、その場にいない話し手・聞き手以外を指す三人称（third person）に分けられるのがふつうです。

　一人称は日本語の「私」、英語の“I”、二人称は日本語の「あなた」、英語の“you”、三人称は日本語の「彼／彼女」、英語の“he/she”が代表的なものです。

　英語の“I”、“you”、“he/she”をはじめ、インド・ヨーロッパ語族の言語の人称表現は、一人称・二人称・三人称の数が少なく、また文の文法的な振る舞いに影響を与えますので、人称代名詞（personal pronoun）と呼ばれ、文法的なカテゴリーとして考えられます。

　つまり、インド・ヨーロッパ語族（Indo-European languages）の人称表現は、文法的人称なのです。

　一方、日本語の人称表現は、社会言語学的な色彩が強いものです。なぜなら、日本語の人称表現は非常に種類が多いからです。

　種類が多いということは、そのなかから一つを選びだすときには、話し手の属性や聞き手との関係、話をしている状況を考慮する必要が生まれますし、さらにはそうした選択の傾向がスピーチ・コミュニティのなかで、さらには社会全体の歴史的変化に結びついていく可能性が高いということです。

　本章では、日本語の人称表現の特徴として、



　①人称表現の種類が多い

　②話し手のアイデンティティに根ざす

　③聞き手や状況に合わせる

　④時代とともに変わる



という四つに着目し、日本語の人称表現の複雑さとおもしろさについて考えてみたいと思います。



　人称表現の種類が多い



　まず、①「人称表現の種類が多い」という点から考えます。

　日本語の一人称は、大きく五つに分けて考えるとわかりやすいでしょう。



代名詞系一人称………わたし、ぼく、おれ

指示詞系一人称………こっち、こちら

固有名詞系一人称……高橋、真理子、マリ

親族名称系一人称……お母さん、おじいちゃん、お姉ちゃん

役割名称系一人称……先生、車掌、司会



　なかでも、種類が多いのが代名詞系一人称です。「わたし」「ぼく」「おれ」のほか、「わたくし」「わし」「おいら」「あたし」「あたくし」「あたい」「うち」「自分」「われ」「我わが輩はい」「小しよう生せい」「拙せつ者しや」など、多岐にわたります。これに、複数の「たち」「ら」がつくものも合わせると、大変な数になります。

　二人称も同様にかなりにぎやかです。



代名詞系二人称………あなた、きみ、おまえ

指示詞系二人称………そっち、そちら

固有名詞系二人称……高橋さん、真理子、マリちゃん

親族名称系二人称……ママ、じいじ、お姉ちゃん

役割名称系二人称……先生、店長、名人



　代名詞系一人称と同様に、代名詞系二人称も種類が多く、「あなた」「きみ」「おまえ」のほか、「あんた」「おめえ」「てめえ」「きさま」「みんな」「みなさん」「貴き殿でん」「貴き兄けい」「なんじ」などがあります。指示詞系にも「そなた」「そち」などがあり、固有名詞系も姓・名・あだ名に「さん」「くん」「ちゃん」「さま」などがつくものがあります。

　親族名称系でも「お母さん」にたいし、「母ちゃん」「母上」「おふくろ」「おかん」「ママ」「マミー」などがあり、「お姉ちゃん」「おじさん」「おばあちゃん」のように自分と直接の血縁関係になくても、聞き手の年代に合わせて親族名称を使うケースも見られます。

　さらに、役割名称系は、「先生」「コーチ」「師匠」といった話し手との相対的な関係、「教授」「監督」「部長」といった肩書き・役職名、「お医者さん」「運転手さん」「床屋さん」といった職業名に分かれます。

　三人称は、一人称・二人称ほど種類が豊富ではありません。とくに、代名詞系三人称が少ないのが特徴です。



代名詞系三人称………彼、彼女、かれら

指示詞系三人称………あちら、あの人、あいつら

固有名詞系三人称……高橋さん、真理子、マリちゃん

親族名称系三人称……母親、祖父、姉

役割名称系三人称……先生、店長、名人



　全体としては、二人称に分布が似ていますが、気をつけなければいけないのは親族名称の三人称です。人称表現と一口に言っても、その使い方は三通り考えられます。



呼格的用法（vocative use）…………お母さん、ご飯まだ？

指示的用法（demonstrative use）…ねえ、お母さんはどう思う？

言及的用法（referential use）………母が先生にお渡しするようにと申しておりました。



　呼格的用法は、話の冒頭で聞き手に呼びかけるものです。指示的用法は、話のなかで話し手や聞き手を直接指示するものです。言及的用法は、ある人物を話題に挙げるものです。

　三人称は、原則として言及的用法になりますので、ウチとソトの関係により、ウチの家族には敬称をつけないことになります。その点が二人称と違うところです。

　三人称が言及的用法に限られるということは、代名詞系三人称が少ないことともつながります。相手が目のまえにいないということは、社会的な配慮をする必要に乏とぼしいということです。その結果、種類も少なくて済み、使われ方も記号的になり、英語に近づくわけです。

　ちなみに、「彼」「彼女」の使い分けは日本の近代化の産物です。「彼」という言い方自体は万葉集の時代からあり、性別に無関係の人称代名詞でした。ところが、近代に、sheの訳語として「彼女」が作られ、その結果「彼」はheに固定されたとされています。

　ただ、「彼女」は文字が先行したもので、音としての「かのじょ」が固定されるまでにタイムラグがあったようです。夏目漱石は『三四郎』のなかで「彼女」と書いて「かのおんな」と読ませ、井い伏ぶせ鱒ます二じは『山椒魚』のなかで「彼女」に「かれ」という振り仮名を振っていました。

　かつて井伏鱒二は、ある小学生から、教科書に掲載されている『山椒魚』に出てくる蝦えびは産卵しているのに、なぜ「かれ」と呼ばれているのかと質問をされたそうです（中村二〇一一）。その原因は、「彼女」という文字に「かれ」という振り仮名が振られる当時の表記にあったようです。小学校の教科書なので、漢字ではなく振り仮名のほうが採用されていたわけです。

　井伏鱒二の述懐によれば、『山椒魚』を書いた当時は「かのじょ」という読みは一般的ではなかったのですが、教科書に載るころ、すなわち、関東大震災以降には「かのじょ」という読み方が定着しており、その結果、くだんの小学生が疑問を感じたのではないかと指摘しています。



　一人あたりの人称表現の種類は多くない



　日本語の人称表現は、すでに見てきたとおり、代名詞系・指示詞系・固有名詞系・親族名称系・役割名称系と多岐にわたるのですが、ここである疑問が湧いてきます。私たちはこんなにたくさんの人称表現をすべて使い分けているのだろうかということです。

　はっきりしていることは、私たちが実際に使っている人称表現は全体のごく一部だということです。私自身は、代名詞系一人称「わたし」「ぼく」「おれ」「わたくし」「わし」「おいら」「あたし」「あたくし」「あたい」「うち」「自分」「われ」「我が輩」「小生」「拙者」のうち、「わたし」しか使いません。一つしか使わないというのはいささか極端かもしれませんが、みなさんもせいぜい二つか三つを使い分けているくらいではないでしょうか。

　とくに考えておきたいのは、私たちが実際に使っていない形式もここには多く含まれているということです。現実の生活で耳にするのは「わたし」「ぼく」「おれ」「あたし」「うち」「自分」の六つで、それ以外の「わたくし」「わし」「おいら」「あたくし」「あたい」「われ」「我が輩」「小生」「拙者」はほとんど使われていないでしょう。

　たとえば、



「わたくし、車はベンツ以外には乗らないことにしておりますの。」

「わしは、若い時分から人前で話すのが苦手でのう。」



のような話し方をする人は、小説やドラマ、マンガやアニメではいそうなのですが、よく考えてみると、まわりに「わたくし」と自称するご婦人や「わし」と自称する老人など、まずいないのではないでしょうか。

　これらは、第三章で見た役割語であり、創作の登場人物のキャラクターをそれらしくするためにしばしば用いられます。つまり、日本語の人称表現は、キャラクターの区別のために、現実よりも水増しされているわけです。



　話し手のアイデンティティに根ざす



　つぎに、日本語の人称表現の特徴②「話し手のアイデンティティに根ざす」について見てみましょう。

　さきほど、一人称はせいぜい二つか三つしか使わないということを述べました。それは、話し手の性別や年代によって、選択される一人称が決まってくるからです。性別でいうと、「ぼく」「おれ」が男性、「あたし」「うち」が女性ということは、すぐにわかります。

　ただ、注意が必要なのは、男性にしても女性にしても、成長とともに一人称が変わるということです。

　たとえば、裕太くんの場合は、幼稚園・保育園に入るくらいまでは、「ゆうちゃん／ゆうた」と、周囲から呼ばれるように自分のことを呼ぶでしょう。それが、幼稚園・保育園に入ると社会性を帯びて「ぼく」になり、それが小学生時代も続きます。

　中学校に入り、反抗期を迎えるころには、いわゆる中二病の影響で「おれ／自分」のようなやや粗野な言い方になります。しかし、高校生を経て大学生・専門学校生になると「ぼく」に戻り、就職活動が始まったり就職したりすると、社会性の高い「わたし」になるでしょう。

　それを図にすると、以下のようになります。



ゆうちゃん／ゆうた→ぼく→おれ／自分→ぼく→わたし



　もちろん、人によってはまったく違う順序になるかもしれませんし、公私の場面で「ぼく」と「おれ」、あるいは「わたし」と「ぼく」を使い分けるかもしれません。

　女性の場合も同様で、たとえば、真理さんの場合は、



まりちゃん／まり→うち→あたし→わたし



のような流れになりそうです。

　大切なことは、周囲からどのように見られているかということと関連していることです。

　小学生のころは、自分のことを「ゆうちゃん／ゆうた」と呼ぶのは恥ずかしい一方、「おれ／自分」というのも偉そうな気がして「ぼく」を選びます。

　思春期には「ぼく」などという子どもっぽい言い方が嫌で、少々乱暴な「おれ」を選びます。しかし、大学生になって、「おれ」が反対に子どもっぽく見える一方、まだ社会人になっていないので「わたし」というのも背伸びしすぎのような気がして「ぼく」に戻します。

　このように、自分が周りからどのように見られたいか、自分を社会的にどのように位置づけたいかという心理が、一人称の選択につながっているのが興味深いところです。

　こうした心理は、一人称だけではなく二人称でも見られます。

　たとえば、男子・女子が父親・母親をどのように呼ぶかを考えて見ましょう。

　男子の場合は、幼稚園・保育園くらいの時期は「パパ／ママ」と呼んでいますが、小学校のある時期で「お父さん／お母さん」に変わります。「パパ／ママ」と呼んでいると友だちに馬鹿にされるからです。

　中学生くらいになると、「お父さん／お母さん」と呼ぶのも育ちがよすぎるような気がして「父さん／母さん」になり、それが高校生くらいまで続きます。

　大学生になると、それさえも照れくさくなり「おやじ／おふくろ」になります。社会人になっても、「おやじ／おふくろ」が主流ですが、できるだけ呼ばないという選択肢、互いに対等な人格として「名前＋さん」と呼んだりすることもあります。



［男子から父親］　パパ→お父さん→父さん→おやじ→呼ばない／名前＋さん

［男子から母親］　ママ→お母さん→母さん→おふくろ→呼ばない／名前＋さん



　一方、女子の場合も、幼稚園・保育園くらいの時期は「パパ／ママ」と呼んでおり、その名称が変わるのが男子にくらべて遅いのが特徴です。なかには、成人になるまで「パパ／ママ」で通す人もいます。

　中学生になると「お父ちゃん／お母ちゃん」と「お父さん／お母さん」が併用され、高校生になると「お父さん／お母さん」が主流になります。女子の場合、「ちゃん」づけが見られる一方、「お」が取れることは男子にくらべて少ないのが特徴です。

　また、大学生・社会人になると、照れくささからか「おやじ」と呼ぶケースはあるのですが、「おふくろ」とはまず呼ばないのもおもしろいところです。

　そして、自分がお母さんになると、孫から見た「おじいちゃん／おばあちゃん」という名称を盛んに使うようになります。



［女子から父親］　パパ→お父ちゃん→お父さん→おじいちゃん（孫から見て）

［女子から母親］　ママ→お母ちゃん→お母さん→おばあちゃん（孫から見て）



　男女を比較してみておもしろいのは、男子のほうが社会化が早く進み、かつ、父親・母親との距離をできるだけ遠ざけるような名称が選ばれ、女子のほうは、あまり変化がなく、父親・母親との距離を近づけるような親しげな名称が選ばれることです。

　男子のほうはからかわれることが嫌で、子どもっぽく見られないようにしたいという欲求が強く、女子のほうはかわいく聞こえるような名称を好み、両親、とくに母親と近い関係を保ちたいという欲求が強いことがわかります。



　話し手のキャラ立て



　人称表現の選択が話し手のアイデンティティに根ざすということは、人称表現の選択を見れば、性別・年代など、話し手の属性がわかるということです。

　以下、話し手の属性と一人称表現との関係を見てみましょう。



性別：男性「ぼく／おれ」、女性「あたし／うち」

年代：少年「ぼく」、大人「わたし」、老人「わし」

地域：関西「うち」、九州「おい」、東北「おら」

職業：警官「自分」、教師「先生」、武士「拙者」



　ここには、役割語的なものも混じっています。「わし」と言う老人はほとんどいませんし、「うち」という一人称を使う関西人も少なくなっています。

　子どもにむかって「先生」という教師も少数派でしょうし、武士は、話し言葉ではあまり「拙者」と自称しなかったという説もあります。しかし、マンガやアニメのキャラを立てるときに有効であることは間違いありません。

　本章の冒頭では、『ドラえもん』の例を挙げました。『ドラえもん』も人称表現の使い分けが巧みな例ですが、一人称の使い分けという点で非常に特徴的なのは、『忍たま乱太郎』です。

『忍たま乱太郎』は、忍術学園という忍者の養成学校で忍者の卵（忍たま）としてがんばる乱太郎、しんべヱ、きり丸という三人を主人公とするアニメです。

　乱太郎は、農業を営むヒラ忍者のもとで育てられたごくふつうの忍者の子で、みんなのまとめ役です。しんべヱは、堺の裕福な貿易商の跡取り息子で、食べることと寝ることが大好きな甘えん坊です。きり丸は、幼いころに戦乱で家族を失った独り者で、独立心の強い倹約家です。そうしたキャラクターから、乱太郎は「わたし」、しんべヱは「ぼく」、きり丸は「おれ」という一人称を使います。



しんべヱ「三人そろったところで、夏休みの宿題一緒にやろう。」



乱太郎「何言ってんの？　今回の宿題は個人メニューになっていて、全員違うじゃない。」



しんべヱ・きり丸「えっ!?」



乱太郎「わたしは計算ドリル。もちろんやってきたけど。」



しんべヱ「ぼく、漢字ドリル。ぜんぜんやってない。」



きり丸「おれ、読書感想文。一ページも読んでない。」



（『劇場版アニメ 忍たま乱太郎　忍術学園 全員出動！の段』より）



　ちなみに、きり丸は大人相手のときには「おれ」ではなく「ぼく」を使います。こうした細かい一人称の使い分けもまたキャラ立てに一役買っています。



　聞き手や状況に合わせる



　今度は、日本語の人称表現の特徴③「聞き手や状況に合わせる」について見ることにします。人称表現は話し手自身のアイデンティティによってだけでなく、聞き手や状況によっても変わるものです。この点について、男子大学生を例に考えてみましょう。

　男子大学生の場合、たとえば、聞き手が、同級生や後輩の場合は「おれ」、先輩の場合は「ぼく」、ＯＢ・ＯＧの場合は「わたし」と、一人称表現を使い分けることがあります。同級生や後輩の場合は「おれ」で素の自分をさらし、先輩の場合には「ぼく」で自分を年下と位置づけ、ＯＢ・ＯＧの場合は「わたし」で目上に敬意を払っていることを示しているわけです。きり丸が大人相手のときに「おれ」から「ぼく」に切り替えるのも同様の心理でしょう。

　場面によっても、一人称表現は変化するものです。たとえば、サークルでは「おれ」、ゼミでは「ぼく」、就活では「わたし」と場面に合わせて一人称は変わります。サークルでは気を遣わずに済むので「おれ」、ゼミでは先生や先輩を立てるために「ぼく」、就活では社会人として適切に行動できることを示すために「わたし」を選んでいるわけです。

　また、媒体によっても、一人称表現を変えることがあります。掲示板では匿名ですし、他の投稿者にならって「おれ」を、ブログでは私的な内容を書きこみ、自分を知っている人も見に来るので「ぼく」を、論文では学問的な内容を客観的に書く必要があるので「わたし」を、それぞれ使うことがありそうです。

　さらに、感情によっても、一人称表現は自然と変化します。ふだんは「ぼく」を使っている人でも、周囲の後輩が言うことを聞かなくて頭にくると「おれ」に変わったり、憧れの人に会って話すとき緊張のあまり「わたし」に変わったりすることもあります。

　このように、人称表現の選択は、さまざまな社会言語学的な要因の影響を受け、変化するものです。



　二人称表現は失礼か



　日本語の二人称表現は失礼だと言われることがよくあります。「きみ」や「おまえ」はもちろん、「あなた」でも失礼になりえます。日本語を学びはじめた留学生がよく失敗するのは、先生のことを「あなた」と呼んでしまうことです。

　しかし、「あなた」は「あなたさま」という言い方があるように、本来失礼な表現ではないはずです。つぎは、資生堂のヒット・ブランドであるツバキというヘアケアシリーズの広告の一つです。



ツバキウオーターで、あなたもツヤ髪新習慣、はじめませんか？



　もし、「あなた」が失礼なら、広告で「あなた」として顧客に呼びかけることはないでしょう。また、つぎは、マンガ『めぞん一刻』の最終巻からの引用です。ファンのあいだではもっともよく知られたセリフです。響子さんが死別した夫であり、愛してやまなかった惣そう一いち郎ろうさんのお墓のまえで、五代くんとの結婚を報告する場面です。



響子「惣一郎さん、あなたの遺品…これからお義と父うさまにお返しして来ます。」

五代「あの…響子さん、遺そ品れね…無理に返さなくても…」

響子「いいの。これでいいの。」

五代「……」

響子「あたし…あなたに会えて本当に良かった。」



（高たか橋はし留る美み子こ『めぞん一刻』一五巻・小学館）



　最愛のパートナー二人にそれぞれ「あなた」と呼びかけています。これもまたまったく失礼さのない使い方です。

　では、なぜ「あなた」は失礼とされるのでしょうか。

　じつは、これまで触れてこなかったのですが、日本語もまた、英語の“I”や“you”のような決まった人称表現を持っているのです。それは省略です。

　たとえば、



「ペン持ってる？　持ってたら貸して？」

「いいよ、貸してあげる。」



という会話を、



「あなたはペン持ってる？　あなたが持ってたらあなたはわたしに貸して？」

「いいよ、わたしはあなたに貸してあげる。」



などとはまず言わないでしょう。

　日本語はゼロ代名詞言語（pro-drop/pronoun-dropping language）と呼ばれることがあります。文脈からわかる場合、代名詞はないのがふつうであり、特別なニュアンスを込めたいときだけ人称表現を表出するということです。ですから、英語の人称代名詞にくらべて、日本語の人称表現を表出すると、聞き手に強いメッセージとして伝わるのです。

「あなた」「きみ」「おまえ」は、身近な人と、あるいは目下の人とのコミュニケーションではさほど失礼にはなりません。「わたし」―「あなた」、「ぼく」―「きみ」、「おれ」―「おまえ」で呼びあえる親しい関係であることを示しているからです。また、広告などで、不特定多数に呼びかける場合も、失礼にはなりにくいものです。「わたし」―「あなた」という一対一で向きあう関係が想定しにくいからです。

　しかし、面と向かって、目上の人に、あるいはさほど親しくない人に「あなた」と呼びかけることは、「わたし」―「あなた」関係を強要することにつながり、聞き手の私的な領域、すなわち第四章のポライトネス理論で見たnegative faceを侵すことになり、聞き手にとって失礼に感じられてしまうのです。



　時代とともに変わる一人称――「うち」「こっち」「自分」



　さて、日本語の人称代名詞の最後の特徴である④「時代とともに変わる」について考えてみることにしましょう。具体的には、女子の使う「うち」、男子の使う「自分」について検討します。

　まずは女子の使う一人称「うち」について考えます。

　本来は関西弁の一人称として使われていたもので、関東では「家」という意味の「うち」や、複数形の「うちら」は使われていたものの、一人称単数での「うち」の使用は見られませんでした。ところが、平成生まれあたりから、低年齢層の女子を中心に急速に広がりだしました。

『読売新聞』二〇〇四年八月四日朝刊（［生活探偵］女の子が本音話す時 自分のこと「うち」、関東でなぜ？）には、千葉県銚子市の方言が広まったという説と、アニメ『おジャ魔女どれみ』の大阪出身のキャラクター、妹尾あいこ（声優は松岡由貴）の影響で広まったという説が紹介されています。

　後者のほうが信しん憑ぴよう性せいがあるように思うのですが、アニメを確認してみると、大阪出身である妹尾あいこの一人称は「あたし」なのです。ただ、女の子たちがごっこ遊びのなかで、妹尾あいこになりきろうとするとき、役割語としての関西弁一人称「うち」を使った可能性は否定できません。

　この女子の一人称「うち」は、男子の一人称「ぼく」に近い性格があり、やや子どもっぽい印象を与えるため、成長するにつれて公の場では言わなくなる人が増える傾向にあるようです。

　一方、最近増えてきている一人称に、「こっち」「こちら」というものがあるそうです。このことは、一橋大学大学院生だったセペフリバディさんの調査で明らかになったものです（セペフリバディ二〇一三）。ちなみに、本章で人称の実態について述べたところは、このセペフリバディさんのデータを参考に執筆しています（セペフリバディ二〇一二）。

「こっち」「こちら」は本来「そっち」「そちら」との対立で使われることはありますが（金井二〇〇五）、「わたし」「ぼく」「おれ」ほど自由に使えるわけではなかったように思います。以下、対立の例です。



・こっちはちゃんと伝えたはずだぞ。

・こっちは真剣に悩んでいたのに。



　ところが、最近ではつぎのような例がふえているのだそうです。



母「新宿に買い物行こうか？」



息子「ごめん、こっちは友だちと約束あるんだ。父さんとふたりで行ってくれる？」



　この場合、「こっち」が複数、たとえば兄弟で「こっち」と言っているのならふつうなのですが、息子が一人でも「こっち」という一人称を選択するところに新しさがあるわけです。

　この「こっち」「こちら」という一人称は、男子が父母にたいして使うことが多いようです。もともと、「こっち」「こちら」が「そっち」「そちら」との関係のなかで彼ひ我がの線引きに使われていることを考えると、すでに見た男子特有の独立心の一つの表れとして納得ができます。今後こうした「こっち」「こちら」が定着するかどうかわかりませんが、その可能性も否定はできません。

　もう一つ、男子を中心に使われている新しい形式は「自分」です。「自分」と言っても、「私は自分のお箸をいつも持ち歩いている。」のような、二度めに出てくる「自分」ではありません。一人称として最初に出てくる自分です。

　この自分は軍隊用語の役割語としてとらえられ、自衛官や警察官だけが使うように見なされてきたきらいがありますが、実際にはいろいろな人が使っています。

　たとえば、運動系の部活で、中学・高校で「自分」と呼ぶように先輩から指導されたというケースも見聞きしますし、企業でも、上司の指示に従って動く立場にある若い男性が、上司のまえで「自分」という一人称をよく用いています。

　私のゼミでも、男子大学生が「自分」という一人称を使っていたため、その理由を聞いたところ、専門的知識のある教員をまえにして知識に乏しい自分は謙虚になろうと思って使ったという答えが返ってきました。そして、最近では女性が使うのも耳にしますし、とうとう「～だと自分は考えました」のような表現として、論文・レポートでも見かけるようになりました。

　そうしたことを総合すると、「自分」は若い男性を中心に幅広く使われているもので、上の立場にある人の指示に従う意思表明であり、チームや組織の秩序を保つのに役立つ一人称と考えることが可能です。

　別の見方をすると、消去法で選ばれると見ることも可能なように思います。公の場で「ぼく」を使うのは子どもっぽく、「おれ」を使うのも乱暴であり、かといって「わたし」だと「私」すなわち一個人として対等な立場から意見を述べているような印象を持たれるので、「自分」という滅めつ私しの表現を使い、一人称の使用を目立たなくする効果があると考えられます。

　これは、人前で、「お父さん」「お母さん」と呼ぶのは子どもっぽく、かといって「父」「母」と呼ぶのもよそよそしいので、客観的な「父親」「母親」を選ぶという心理と似たところがあるように思います。

　また、一橋大学大学院生の金キム雪セツ花カさんと私が共同でおこなった調査では、以下のような引用や対比、例示などでは、「自分」の使用を違和感なく受けとめる傾向がありました。



引用……佐藤さんは、忙しかったら、いつでも自分が手伝うよ、と言ってくれた。

対比……周囲の友人はみんな結婚しているが、自分はまだ独身だ。

例示……口内炎はビタミン不足が原因です。口内炎ができたときは、自分は野菜ジュースを飲むようにしています。



　こうした「自分」使用の背景には、空気を読み、和を乱すことを避け、一人称をできるだけ目立たないようにする時代の空気が反映しているのかもしれません。



　親族名称の体系と変化――家族のルールも変わってきた



　鈴木（一九七三）には、日本語の親族名称（kinship terminology）の体系の仮説がくわしく紹介されています。その仮説を簡単にまとめると、つぎの二点になります。



　①目上の者は目下の者に名前で呼びかけられるが、目下の者は目上の者に名前では呼びかけられず、親族名称を用いる。

　②話し手と聞き手との関係に基づくものだけでなく、家族の最年少の者から見た親族名称を使うことができる。



　①は、父母は子ども、祖父母は子どもや孫、兄姉は弟妹を、「裕太」「真理」のように名前で呼ぶことができます。一方、反対は難しく、「お父さん」「お母さん」「おじいちゃん」「おばあちゃん」「お兄ちゃん」「お姉ちゃん」などと呼ばなくてはなりません。

　②は、たとえば、太郎と次郎という二人兄弟がいるとき、父母や祖父母は太郎のことを「太郎」と呼べるだけでなく、「次郎」の立場から見て「お兄ちゃん」と呼ぶこともできるということです。

　この仮説はたしかに妥当性が高いのですが、鈴木（一九七三）から四〇年近くが経った現在、多少変わってきているように思います。というのは、目上を名前で呼ぶ機会が次第に増えてきているという実態があるからです。

　きょうだいが対等になりつつあり、兄のことを「お兄ちゃん」ではなく、「太郎」と呼び捨てにすることは珍しくありません。地方にもよりますが、家制度という考え方が希薄になり、長男が特別視されなくなってきていることがその背後にあるのでしょう。

　また、お父さんやお母さんのことを「健一さん」「香ちゃん」などと呼ばせる家庭もあります。とくに、一人っ子の家庭の場合、親子が対等であることが多いようです。また、子どもにあわせて夫婦間で「お父さん」「お母さん」と呼びあうのは、夫婦であるまえに家族であることが前提になっているようで、おかしいという声も聞かれるようになりました。これは、教員がたがいに先生と呼びあうことに違和感を抱くのと軌きを一いつにする現象でしょう。

　ただし、きょうだいとは違い、親を呼び捨てにするのは抵抗がありそうです。「はじめに」でも紹介したように、アニメ『クレヨンしんちゃん』で、しんちゃんがお母さんのことを「みさえ」と呼び捨てにするのが笑いを誘うのは、お父さんがお母さんを呼ぶときと同じ呼び方を子どもがするのは変だという意識があるからです。

　さらに、祖母や叔母の年齢が比較的若い場合、「おばあちゃん」「おばちゃん」と呼ばれるのに抵抗を感じる人も増えています。「おばあちゃん」「おばちゃん」のかわりに名前に「ちゃん」づけというのもまた一つのトレンドです。

　もちろん、これは核家族化、少子化の進行という理由があります。一人っ子の家庭でも、ある日突然「お兄ちゃん」「お姉ちゃん」と呼ばれるようになることがあります。それは、ペットがもらわれてきた日です。ペットが家族になることで、ペットという家族の最年少のものから見た親族名称が成立しているわけです。これもまた現代的状況として興味深い現象です。



【第七章のまとめ】



（一）日本語の人称表現の種類は、一人称・二人称・三人称を問わず豊富である。そのため、どれを選ぶかによって、話し手の自己意識や、話し手と聞き手の関係、さらには話している状況などがそこに投影される。

（二）一人称の人称表現の選択には、話し手のアイデンティティが現れる。とくに、成長におうじて「ゆうちゃん／ゆうた→ぼく→おれ／自分→ぼく→わたし」（男子の場合）、「まりちゃん／まり→うち→あたし→わたし」（女子の場合）のように変化し、男子のほうが変化が先行して起こるという現象が見られる。このような一人称の特性を生かして、マンガやアニメなどではキャラの色づけがおこなわれる。

（三）人称表現の選択は、聞き手との関係や場面のあらたまり、媒体の種類や話し手の感情によっても左右される。また、日本語で二人称表現が失礼とされるのは、日本語が本来二人称表現を省略するゼロ代名詞言語であることにくわえ、目上の人や親しくない人を「わたし」―「あなた」の関係に入れてしまうからである。もともと親しい関係の場合や、不特定多数の「あなた」に語りかける場合には失礼にはならない。

（四）日本語の人称表現は時代とともに変わるものである。一人称としては「うち」「こっち」「自分」などが見られるようになり、親族間の呼び方も、年少者目線のものから、対等なものに変わりつつある。




第八章　言葉と言語




【問い】「世界には数千もの言語があるというのは、本当ですか？」



　世界で国の数がいくつあるか調べたら、外務省のウェブサイトに、二〇一二年現在で一九五ヶ国という数字が示されていました。一方、世界の言語の数を調べてみたのですが、少ないものでも二七九六あり、もっとも多いもので八〇〇〇超あるとされており、はっきりしたことがわかりませんでした。世界ではいったいいくつの言語が話されているのでしょうか。

【答え】

　いくつの言語が話されているかという問いにたいする厳密な答えは、残念ながら存在しません。どこまでを言語とし、どこからを方言にするか、明確な基準がないからです。

　一般には、六〇〇〇～七〇〇〇語であるとされ、たとえば、「聖書をすべての言語に！」というスローガンで知られる日本ウィクリフ聖書翻訳協会（Wycliffe Bible Translators Japan）は、二〇一二年現在六八七七語と推計を出していますし、二〇〇九年のユネスコ（国連教育科学文化機関）の発表では、世界にはおよそ六〇〇〇の言語があるとしています。

　問題は、六〇〇〇～七〇〇〇語あると見られる言語が、この地上から急速に消えつつあるということです。同じユネスコの推計では約二五〇〇語が消滅の危機にさらされているとされ、今後も統計を取るごとに言語の数が減少していくと見こまれています。

　その二五〇〇語には、「極めて深刻」と判定されたアイヌ語、「重大な危険」と判定された八や重え山やま語ご、「危険」と判定された奄あま美み語ご、八はち丈じよう語ごなど、日本の八言語が含まれています。

　アイヌ語は別として、八重山語など沖縄の諸言語は本土の言語とかなり違うものの、方言と見なされがちで、鹿児島県の奄美語や東京都の八丈語などはさらに方言として認知されやすいものです。方言の消滅であっても言語の消滅だと思うのですが、方言の消滅という表現が言語の消滅ほど重みを持たないところにこの問題の根深さを感じます。

　ヨーロッパ大陸を旅行した人に聞くと、国境に近づくにつれて言語が徐々に変わっていくと言います。ＥＵ圏のように国境を越えるのが容易な地域では、国による言語の線引きがあまり意味を持たなくなってきているのかもしれません。しかし、一方で、そうした地域に住む人々でも、○○語という意識を完全に捨てているわけではないのです。

　本章では、言語と方言にどのような線引きの可能性があるか考えていくことにします。




　言語と方言の境界線――どこで線を引くかはきわめて困難



　ここまでは、日本語を中心に、ある言語のなかの種類を問題にしてきました。しかし、日本語、英語、中国語といった言語（language）の存在を前提にして、そのなかが地域方言、社会方言などに分かれるというとらえ方は、はたして正しいのでしょうか。

　たとえば、ヨーロッパの言語はフランス語、ドイツ語などと明確に区別されているように見えますが、国境付近ではフランス語的ドイツ語、あるいはドイツ語的フランス語が話されているのがふつうですし、スペイン語とポルトガル語は大きくは違わず、それぞれの言語である程度の意思の疎通は可能です。一方、同じ中国語のなかでも北ぺ京キン語ごと広カン東トン語ごではかなり違うようで、私のゼミに所属する中国北部出身者は、日本語は話せても広東語は話せないという人がほとんどです。

　日本は海に囲まれた島国で、周辺諸国と地続きで接触しているわけではありません。そのため、日本語という独立した言語があり、ほかの言語とは明確に境界線が引けるというのが一般的な見方でしょう。しかし、アイヌ語が日本語と別言語であることを示すには言語学者の助けが必要ですし、沖縄の言葉を琉球語とするか琉球方言とするかは研究者のあいだでも見解が分かれています。

　そう考えると、言語と方言の境界線はきわめてあいまいに思えます。もし、言語学的に言語と方言のあいだに線を引くなら、言葉の違いの大きさを測るものさしが必要になります。音韻に対応関係が見られるか、基本的な語彙が何％重なっているか、文法構造がどのくらい近いかということによって、同じ言語のなかの方言か、同じ語族（language family）に含まれる姉妹言語（sister language）か、それとも無関係な言語かを測定することは、理論上は不可能ではありませんし、事実、大まかな区別なら可能です。

　しかし、言葉の違いを細かく見ていくと、どこで線を引くかで結果がかなり変わってきてしまい、誰もが納得のいく境界線を引くことは難しいことがわかります。したがって、言語か方言かを決めるのはきわめて困難というのが言語学の結論です。

　世界に言語がいくつあるかという質問がよく言語学者に寄せられますが、言語と方言の違いが言語学的に確定していない以上、言語学者はその質問には答えられません（Romaine 2001）。言語学者は言語のことをよく知っているために、言語について明確な定義ができないという矛盾があるのです。

　言語と方言の区別が言語学的に決まっていないとすると、いったい何が言語かどうかを決めているのでしょうか。それは、社会的要因だろうと思います。ある言語の種類が言語と方言に区別される場合、それが標準語か否かによってなされます。標準語かどうかを決めるのは政治的な問題です。

　また、一般の人々の意識も重要です。北欧のデンマーク語、ノルウェー語、スウェーデン語は近い関係にあります。ノルウェー語はデンマーク語と語彙を多く共有し、書き言葉はよく似ている一方、話し言葉はスウェーデン語に近く、発音はスウェーデン語によく似ています。

　デンマーク人は、ノルウェー語をよく理解できると主張したがるのにたいし、ノルウェー人はデンマーク語よりもむしろスウェーデン語をよく理解できると主張したがる傾向があるそうです（Holmes 2008）。ノルウェー人は、多年にわたりデンマークによる政治的支配を受けてきたため、民族的なアイデンティティからデンマーク語に距離を置きたいと思う一方、北欧で経済的にもっとも力のあるスウェーデンの影響を無視できないという事情がその背後にあります。

　もちろん、言語の決定に言語学がまったく影響を与えていないわけではありません。アイヌ語は、かつて北海道と、ロシア領である千島列島で広く話されていましたが、アイヌ語は日本語ともロシア語とも姉妹関係にないということが言語学的に明らかですので、アイヌ語は独立した言語として認められています。

　しかし、ある言葉が言語か方言かという微妙な問題は、言葉そのものとは離れた社会的要因によって決まるということは押さえておく必要があると思います（田中一九八一）。



　ダイグロシア――異なる機能の言語を使い分ける



　ある社会で二つの言葉が併用されると、それぞれ異なる機能を帯びるようになります。そうした社会状況のことをダイグロシア（diglossia）と呼びます。

　ダイグロシアでは、書き言葉を持ち、ビジネス、官公庁、学校など、公的な場面で使われるハイバラエティ（high variety）と、話し言葉が中心で、家庭内や近隣のつきあい、市場での買い物など、私的な場面で使われるローバラエティ（low variety）に分かれます。

　ヨーロッパでは、書き言葉の共通語としてその後長く使われた古代ローマの古典ラテン語（Classical Latin）と、当時の話し言葉であり、のちにイタリア語、スペイン語、フランス語などのロマンス語に発展した俗ラテン語（Vulgar Latin）の区別が有名です。

　現代でもダイグロシアは幅広く見られ、たとえばアジアでは、普通話と呼ばれる中国の標準中国語（Standard Mandarin）と地方の方言、シンガポールのシンガポール標準英語（Singapore Standard English）とシングリッシュ（Singlish）などがその典型です。日本の地方における標準語と方言の併用もダイグロシア的状況と見なすことは可能です。

　なお、シンガポールの中国系移民のあいだでは、標準中国語がハイバラエティとして、広東語（Cantonese）と福ふつ建けん語ご（Hokkien）がローバラエティとして機能しています。そうなると、二言語併用ではなく多言語併用になり、ポリグロシア（polyglossia）と呼ばれます。

　さらに、シンガポールの場合、シンガポール標準英語、標準中国語にくわえ、シンガポールの国語であるマレー語（Malay）とタミール語（Tamil）が公用語であり、非常に複雑な言語状況になっています。



　バイリンガリズムとマルチリンガリズム



　社会的な二言語併用状況をダイグロシアと呼ぶのにたいし、個人的な二言語併用はバイリンガリズム（bilingualism）と呼ばれ、二言語を使い分けられる話者はバイリンガル（bilingual）と呼ばれます。さらに、多言語を併用できる場合はマルチリンガリズム（multilingualism）、多言語併用話者はマルチリンガル（multilingual）、あるいはポリグロット（polyglot）と呼ばれます。

　ここではまず、ダイグロシアとバイリンガリズムは同じ概念ではないことに注目してください。ダイグロシアは社会的な概念、バイリンガリズムは個人的な概念です。

　俗ラテン語しか話せない古代ローマの非エリートは、ダイグロシアの社会に住んでいてもバイリンガルではありませんでした。反対に、一つの言語しか話せないモノリンガル（monolingual）がほとんどを占める非ダイグロシアの社会でも、外の世界から入ってきた人がその土地の言語を習得すれば、その人はバイリンガルになります。

　バイリンガルは、日本社会では憧れの対象として見られることが多いのですが、世界的に見ると、むしろ低く見られてきた歴史がありました。二つの言語をいずれも高い水準で使いこなせる人は均衡バイリンガル（balanced bilingual）、一方、一つの言語が不十分な場合は偏へん重ちようバイリンガル（dominant bilingual）と呼ばれます。日本でバイリンガルとしてイメージされるのは均衡バイリンガルでしょう。二つの言語を同じように自由に扱える理想の姿を思い描き、そこまでなれない自分はせめて偏重バイリンガルのレベルには達したいと願うわけです。

　ところが、バイリンガルにたいして厳しい目を注ぐ社会では、二つの言語ができるということは、二つの言語とも不十分にしかできないことの裏返しと考えられてきました。両方不十分な場合、セミリンガル（semilingual）と呼ばれ、しばしば偏見のまなざしで見られることもあったのです。最近ではその否定的なニュアンスを避けるためにダブル・リミテッド(double limited)と呼ばれるようになってきています。

　日本でも、海外で教育を受けた外国学校出身者の日本語が、国内で教育を受けた学生の日本語と異なるため、どこかおかしいと感じられ、偏重バイリンガルないしはセミリンガルとして見られる傾向がないわけではありません。



　バイリンガルもいろいろ――第一言語の重要性



　バイリンガルの場合、幼児期から思春期以前にバイリンガルになる早期バイリンガル（early bilingual）、思春期以降にバイリンガルになる後期バイリンガル（late bilingual）に分けられます。さらに、早期バイリンガルは、同時並行で二言語を習得する同時バイリンガル（simultaneous bilingual）と、第一言語を先に学び、次に第二言語を学ぶ逐ちく次じバイリンガル（sequential bilingual）に分かれます。

　思春期で分けるのは、臨界期仮説（critical period hypothesis）と関係があります。臨界期仮説は、発音がネイティブと区別がつかなかったり、ネイティブ・チェックができたりといった特殊能力が身につく時期、すなわち臨界期が存在し、それは思春期の始まるころまでとする仮説です。

　これは仮説であり、例外はあるようです。事実、私の周囲にも、二〇歳前後になってから日本語を学びはじめたにもかかわらず、日本の平均的ネイティブ・スピーカーと同等の、ときにはそれ以上の能力を持つ人が何％かいます。

　しかし、年齢が遅いほど一般に言語習得は困難になるものであり、全体的傾向としては臨界期仮説を裏づける結果となっています。言葉を学びはじめるのは早ければ早いほどよいという考え方は経験的なものでしょうが、理論的にはこの臨界期仮説を根拠としています。

　しかし、意外に思われるかもしれませんが、言語学者は、日本における英語の早期教育に否定的な見解を持っていることが多いのです。そのことは、カミンズの相互依存仮説（interdependence hypothesis）を見るとよくわかります（Cummins 1979a）。

　第二言語の能力は、表面的には第一言語の能力と違うように見えても、基本的な能力は第一言語と基盤を共有しているため（二言語共有説）、第二言語の能力は、第一言語の能力によって制限を受けているのです。そのため、第一言語の能力が不十分な段階で第二言語を習得しようとしても、弊へい害がいのほうが大きく、結果的にセミリンガルになることが多いと考えられています。

　つまり、第一言語である「国語」力が言語能力の基本であり、つねに英語に触れていられる環境にいる子どもでもなければ、「国語」力に割くべき時間を犠牲にして、焦あせって英語を身につけさせようとしても、「国語」力も英語力も身につかずに終わるおそれが高いと考えている言語学者が少なくないのです。

　小学校に英語教育を導入することを提唱したのは、言語習得についての知識のない官界・財界のメンバーが中心です。医学をはじめとする自然科学の場合、専門家の意見が比較的尊重されるのですが、言語の場合、それぞれが言語を習得した経験があるせいか、専門家の意見が軽視される傾向があります。血税を使って、効果の薄いプロジェクトが推進されるのは歯がゆい思いがします（大津二〇〇五）。



　イマージョン・プログラムとサブマージョン・プログラム



　さきほど、つねに英語に触れていられる環境にいる子どもでなければ、早期教育は害になる可能性が高いと述べました。

　しかし、これを逆手にとって、日本にいながらにして英語にどっぷり浸つかる教育ができれば、英語ができるようになるという考え方があります。

　これは、イマージョン・プログラム（immersion program）と呼ばれ、英語とフランス語を公用語とするカナダなどで成功例が多数報告されています。日本でも、英語だけでなく、国語以外のすべての科目を英語で教育する英語イマージョン教育が試みられ、注目を集めています。

　また、子どもをインターナショナルスクールに通わせるのも、保護者がイマージョン教育を意識していると考えられます。

　ただし、イマージョン・プログラムをおこなう場合、発達相互依存仮説に照らし、第一言語の能力を鍛える環境も同時に整えておくことがバイリンガル教育成功のカギになります。

　一方、英語のできない日本人の子どもが両親の転勤で米国に行き、いきなり現地の学校に入り、何のサポートもなく学ぶのはイマージョン・プログラムではなく、サブマージョン・プログラム（submersion program）と呼ばれます。

　イマージョンは水に徐々に浸らせる方法ですが、サブマージョンは水にいきなり沈める方法です。うまくいけば泳げるようになりますが、へたをすると異文化適応に失敗し、子どもが溺おぼれかねないリスクの高い方法です。

　バイリンガル教育では、第一言語の能力や、そこに根ざしたアイデンティティを損なわず第二言語を身につける、加算的バイリンガリズム（additive bilingualism）が奨しよう励れいされ、第一言語の能力や、そこに根ざしたアイデンティティを犠牲にして第二言語を身につける減げん算さん的バイリンガリズム（subtractive bilingualism）は問題視されています。

　イマージョン・プログラムは、加算的バイリンガリズムを目標としていますが、サブマージョン・プログラムは、減算的バイリンガリズムに陥おちいりやすく、その結果セミリンガルを生みだす危険をはらんでいます。

　サブマージョン・プログラムのもとで学ぶ子どもたちは、慣れてくるにつれて友だちと会話する言語能力は身についてくるのですが、教室のなかではいつまでもお客さま状態で、わからないまま黙ってイスに座り、時が過ぎるのを待つというケースも少なくありません。日常会話に必要な生活言語能力（BICS: basic interpersonal communicative skills）と、教科学習に必要な学習言語能力（CALP: cognitive academic language proficiency）（Cummins 1979b）とは異なるのです。

　じつは、日本でも、外国人労働者が増えるにつれ、サブマージョン教育が問題になっています。日本に来たのだから日本語を使うべきで、何の手当ても必要ないと言うのは、質の低い同化教育にしかなりません。

　その子どもの第一言語のできる人があいだに入り、日本語教育のお手伝いをすることが、その子にとっても、長い目で見れば日本という国にとっても望ましいことです。

　私の勤務先のある東京都国くに立たち市でも、限られた予算を工面しながら、そうした外国人児童の日本語教育をサポートしています。そうした地道な活動は、今後さらに重要になるだろうと思います。



　コード・スイッチングとコード・ミキシング――意図的か、無意識か



　第一章の「言葉の選択」のところでレパートリーの話をしました。私たちは、誰でも頭のなかに言葉の種類の入った袋を持っています。バイリンガルの場合、複数の言語、すなわちコードを頭のなかに持っているため、レパートリーが格段に広がります。

　たとえば、日本語と中国語のバイリンガルの話し手は、相手が日本人ならば日本語で、相手が中国人なら中国語で話しかけることが可能です。

　ところが、聞き手も日本語と中国語のバイリンガルならどうでしょうか。どちらを使ってもよい場合、興味深い現象が起こります。それがコード・スイッチング（code-switching）です。

　コード・スイッチングは、話している途中でコードを切り替えることです。たとえば、話し手・聞き手双方が日本語と中国語のバイリンガルである場合、話している途中で日本語から中国語に、中国語から日本語に、とコードを切り替えることがあります。文が終わってから切り替えることもありますし、文の途中で切り替えることもあります。

　コード・スイッチングが起きる理由はさまざまです。参加者によってコード・スイッチングが起きることがあります。中国語で話している私の研究室の院生（中国人）は、私がそばに行くと、私が話の輪に加わりやすいように、日本語に切り替えてくれることがよくあります。

　話題によってコード・スイッチングが起きることもあります。さきの中国人の院生は、研究を話題にするときには日本語のほうが話しやすいと言います。研究の内容が日本語であり、学術用語は日本語で学んでいるからです。

　一方、たとえば、ドイツに留学している日本人留学生が、レストランで、日本語のわかるドイツ人学生にドイツそのものを話題にするとき、まわりのドイツ人にわからないように日本語に切り替えることもあるでしょう。

　共感を示すためにコード・スイッチングが起きることもあります。大阪人の悲惨な体験談に、「その気持ちわかるよ」という意思表示として、「ほんとにねえ」というかわりに「ほんまになあ」というケースがそうでしょう。

　二つのコードに異なる役割を担わせる比喩的スイッチング（metaphorical switching）もあります。建前を標準語で話し、本音を自分の方言で話すとか、海外でのビジネスの交渉で、親しさを表すために現地語で世間話をし、本題のビジネスの話に入ったら英語に切り替えるなどといった、高度なコード・スイッチングです。

　コード・スイッチングは、話し手がある意図を持っておこなうもので、聞き手は切り替えた動機を推測することができますが、話し手が話している途中に自分でコードのコントロールができなくなることもあります。そうした場合はコード・ミキシング（code-mixing）と呼ばれます。

　私は横浜出身ですが、人前で話すときに緊張すると、関西弁に切り替わるという癖があり、一度関西弁のスイッチが入ってしまうと、標準語に戻すのに苦労してコード・ミキシングを起こしてしまうことがしばしばです。

　コード・スイッチングとコード・ミキシングは、グローバル時代の研究テーマとして現在盛んに研究がおこなわれています。



【第八章のまとめ】



（一）言語と方言の境界線は言語学的にはあいまいであり、その線引きには政治的な要因が強く影響する。

（二）二言語を併用する社会はダイグロシアと呼ばれ、二言語は、公的な場面で使われるハイバラエティと、私的な場面で使われるローバラエティに分かれる。

（三）個人の二言語併用はバイリンガリズムと呼ばれ、二言語話者はバイリンガルと呼ばれる。日本でバイリンガルというと、二言語が自由に操れる均衡バイリンガルがイメージされるが、世界的には一言語が不十分な偏重バイリンガル、二言語とも不十分なセミリンガルあるいはダブル・リミテッドが問題になっている。

（四）第二言語の環境に浸って学ぶ方法には、第一言語を保障するイマージョン・プログラムと、保障しないサブマージョン・プログラムがある。前者は有効なプログラムだが、後者は第一言語の能力が犠牲になるおそれがある。

（五）バイリンガルの場合、話している途中で言語を替えることがあり、コード・スイッチングと呼ばれる。コード・スイッチングは気まぐれに起こるわけではなく、コミュニケーション上の理由があって起こるものである。




第九章　言葉と文化




【問い】「外国語を学ぶと、発想が豊かになるというのは本当ですか？」



　外国語を学ぶことは、新しい考え方を学ぶことであり、それによって発想が豊かになると聞いたことがあります。ということは、日本語しか話せない私のような人は日本語的な発想しかできず、発想が乏しくなってしまうことになるのでしょうか。

【答え】

　たしかに外国語（第二言語）を学ぶことによって母語（第一言語）が相対化され、新しい発想を獲得できる側面はあると思います。しかし、悲観する必要もないでしょう。言語に影響を受けない認識もありますし、複数の言語に共通する認識もあるからです。

　思考に言語は影響するのか、しないのか、という問いは長年議論されてきましたが、現在では、ある程度影響するという妥当な結論にまとまりつつあるようです。

　たとえば、満開の桜が突然目に入ったとき、網膜に映る桜の像が言語によって変わることはありません。つまり、この時点では思考に言語が影響を与えていないわけです。

　ところが、それを形容するときには言語によって異なる可能性はあります。日本語だと「わあ、きれい」と絶句する人が多く、「なんときれい」「とてもきれい」とはあまり言わないでしょう。それにたいして、英語だと“How beautiful!”と、日本語の「なんと」にあたる“how”をつけて感嘆文にしたくなり、中国語だと「很漂亮」と、日本語の「とても」にあたる「很」をつけないと落ち着かないといったことが予想されるわけです。しかし、日本語でも、「超きれい」「すごいきれい」だったら言いそうです。この場合、言語による差はあくまで傾向でしかないようにも思います。

　また、日本語では、注文をするとき、「ぼく、たぬき。」「おれ、きつね。」と言います。もちろん、たぬきうどん、きつねそばが食べたいという意味です。しかし、この発想のまま、海外で“I am a Hamburger.”と言うと笑われてしまいます。ところが、英語でも、注文が運ばれてきたときの区別なら、“I am the Hamburger.”と言えるのだそうです（久野・高見二〇〇四）。「ぼく、たぬき」式の発想が言語を超えることもあるのです。

　この章では、言葉と文化の問題について、どこまでが言葉の影響なのかを考えていくことにします。




　言語決定論と言語相対論――言葉が思考、認識を規定するのか？



　サピア＝ウォーフの仮説（Sapir-Whorf hypothesis）と呼ばれるものがあります。ごく簡単に言うと、言葉が思考を規定するという仮説です。

　この仮説は、強い仮説である言語決定論（linguistic determinism）と、弱い仮説である言語相対論（linguistic relativity）に分かれます。

　言語決定論は、「言葉が人の認識のあり方を決める」という考え方ですが、こうした強い仮説を受けいれている研究者は、現在ではほとんどいないと考えてよいでしょう。その理由の一つは、人は言葉によってのみ思考をしているわけではないからです。

　たとえば、「あなたの家の窓の数を数えてください」と言われたら、みなさんはどうしますか。目を閉じて家の間取りを思い浮かべ、玄関、居間、キッチン、自室、トイレなどを移動しながら窓の数を数えるのではないでしょうか。数自体を数えるときは日本語で数えているでしょうが、家のなかの映像も同時に思い浮かべており、その家の間取り自体は言葉にしていないはずです。このような思考は、言葉が規定するとは考えられず、言語決定論を否定する根拠の一つになります。

　言語決定論が受けいれにくいもう一つの理由は、言語決定論が、その言葉が持っている特徴の一部を過度に一般化してしまう傾向があることです。

　敬語という体系を持つ日本語話者にくらべ、そうした体系を持たない英語話者は、立場が上の人に配慮をしないという考え方がありますが、これは事実に反するでしょう。英語圏の人も、立場が上の人にたいする発話ではかなり気を遣いますし、同じ英語話者でもイギリス人とアメリカ人とでは違いがあるように思われるからです。

　また、虹の色を二色（明るい色と暗い色）で表す言語（Dani）を第一言語とするインドネシアのダニ族は、その区別にはない微妙な色を識別することが可能だということも知られています。見ている虹が同じであれば、言語によって見え方が極端に違ってくるわけではないのです。

　一方、言語決定論にくらべ、言語相対論は、言葉が人の認識の仕方に影響を与えるというもので、これならば十分にありえそうです。

　たとえば、英語のbrotherやsisterのように、性別のみできょうだいを考え、年長者か年少者かで区別をしない言語では、「お兄ちゃんだから」「お姉ちゃんだから」といって優遇もされにくい一方、長男・長女の役割を押しつけられることも少なく、きょうだいは、より対等な関係として意識されそうです。

　また、虹の色を七色とする言語の話者は、虹のないところで虹を想像してクレヨンで描くように指示されると、七色で描きそうですし、肌色という色のある言語では、肌の色を肌色で描き、人の肌以外の描写では肌色を避ける傾向もあるようです。

　韓国では在韓外国人の訴えに基づき、肌色という名称を韓国工業規格から外し、「淡いだいだい色」（現在では「あんず色」）と言い換えられており、日本の文房具メーカーでもそうした言い換えが徐々に進んでいます。こうした言い換えも、人の認識に部分的に影響を及ぼすと考えられます。

　サピア＝ウォーフの仮説は、現在では弱い仮説である言語相対論を指すのが一般的であり、本章でも言語相対論を前提として議論します。



　言葉によって変わる言語特徴――男女、単複、有生・無生……



　言葉によって世界を切り分けることを、分節する（articulate）といいます。虹の色を二色で分節するのと七色で分節するのとでは、その切り分け方が違ってきます。外国語を学ぶと、自分の第一言語とは異なる切り分け方をしていることに驚かされます。

　英語を初めてならったときの新鮮な驚きは、brotherやsisterのところで考えたように、年齢差を気にしない一方、性差を気にするというところでしょう。日本語の場合、相手が男性でも女性でも「様」をつければ大丈夫ですが、英語の場合、Mr.とMs.の区別をしなければなりません。

　また、英語の専門書を見ていると、研究者をheかsheかいずれかで受けるので、その研究者が男性か女性かがすぐにわかるようになっています。

　フランス語では、名詞には基本的に男性名詞と女性名詞の区別があり、ドイツ語ではさらにそれに中性名詞が加わるので、そうした区別のない言語出身者にとっては、気苦労が多くなります。

　しかし、男性か女性かを区別することで、便利なこともあります。私は男性ですが、「圭」という名前は女性と受け取られることも多く、初対面の人に、「男性だったのですか。」と言われたことが何度かあります。人称代名詞であらかじめ区別されていれば、「じつは男なんです。」と言い訳して回らずに済むので助かります。

　単数と複数の区別も日本語にはないので、ややこしいものです。一夫多妻の文化圏ならば別なのでしょうが、英語圏で“a wife”とわざわざ言うのも面倒なものです。しかし、子どもの話題なら、“a child”と“children”が区別できて便利でしょう。性別も含めて、“daughters”と言えれば、初対面の人も、性差と複数形を手がかりに、相手の家族の具体的な話題が引きだせ、会話も弾みやすいでしょう。

　日本語でも、「はじめに」で触れたように、「犬がいる。」「本がある。」のような有生（ヒトや動物）と無生（モノやコト）の区別があります。日本語を学ぶ人にとってはややこしい区別ですが、日本語を日々使っている人にとっては便利な区別です。

　つぎの例文の「ある」「いる」にはどんな区別が込められているでしょうか。



このホテルにはホテル専用のタクシーがある。

新幹線の駅を出たら、ロータリーにタクシーがいた。



　タクシーはモノですから、単なる存在であれば「ある」でしょう。しかし、なかに運転手がいて、客待ちをしている状況を示したければ「いる」のほうがピンとくるのです。同じタクシーでもこのような区別ができるのは、日本語が有生と無生の区別を持っているからこそです。

　社会科学の文章を読んでいると、「諸問題」「諸要因」「諸側面」など、「諸」がやたらと目につきます。これらも欧米の言語の影響を受けたものと考えられます。「諸」は、いろいろあるという意味ですが、単に複数であるということを示すのにも用いられます。

　単数と複数の区別は面倒なのですが、区別がないと困ることもあります。

「今回の法改正には大きな問題がある。」と書かれている文章を、問題は一つという前提で読みすすめていったら、「また、～」と突然問題が増え、戸惑うことがあります。もし日本語に複数を表す形式があれば、こうした混乱は避けられたはずです。

　言語の特徴は一長一短です。



　政治的公正性



　言葉には、その言葉を使う人々の意識と、その背後にある文化的な価値観が反映されます。その例として、差別語を取りあげることにしましょう。

　英語は性差別語（sexist language）だと言われることがあり、その例として、“man”で人を代表することがよく挙げられます。

　“chairman”（議長）、“fireman”（消防士）、“mailman”（郵便配達）、“policeman”（警察官）などがそうです。

　また、男のほうが基本形であり、女性のほうが派生形である語も問題視されます。

　“steward”（男性客室乗務員）と“stewardess”（スチュワーデス）、“actor”（男優）と“actress”（女優）、“waiter”（ウェイター）と“waitress”（ウェイトレス）などがそれに当たります。

　そうした性差別語は望ましいことではないとして、近年急速に性中立語（gender-neutral language）に言い換えが進んでいます。

　たとえば、“chairman”は“chairperson”に、“fireman”は“firefighter” に、“mailman”は“mail carrier”に、“policeman”は“police officer”に言い換えられます。

　また、“steward”と“stewardess”の対立は、“flight attendant”（客室乗務員）のように別語に言い換えられますし、“actor”と“actress”の対立は“actor”（俳優）に統一されたりします。また、“waiter”と“waitress”は、“server”（給仕担当者）と言い換える方法と、“waiter”で統一する方法があります。

　こうした性差別語は日本語のなかにもあります。伝統的に女性が多い職業には看護婦、保母などの名称がありますし、反対に男性が多かった医者、作家などでは、女医、女流作家のように、女性だけを特別な名称で呼ぶ場合もあります。

　しかし、日本語でも性差別語の見直しが進み、看護婦は看護師に、保母は保育士に言い換えが進む一方、「女～」「女流～」は避けられる傾向にあります。

　当事者が不愉快に感じる差別語は、女性を指す言葉に留とどまりません。高齢者・子どもを指す言葉（「じじい」「がき」）、ある人種を指す言葉（「毛唐」「三国人」）、ある職業を指す言葉（「百姓」「坊主」）、心身の障しよう碍がいを指す言葉（「つんぼ」「精神分裂病」）などがこれに当たります。

　そこで、政治的公正性（PC: political correctness）を期すため、こうした差別語を言い換える動きが進んでいます。

　言葉狩り（verbal hygiene）という言葉が象徴しているように、こうした社会的な動きに反発があるのは事実です。その根拠として、問題は言葉にあるのではなく、差別意識にあるのだから、いくら言葉の言い換えに終始したとしても、意識を改革しないことには根本的な解決にはならないという意見、その言葉が相手を侮ぶ蔑べつするかどうかは文脈によって決まることが多く、文脈を無視して表面的な言葉の使用だけを問題にするのはレッテル貼りにしかならないという意見などがあり、それらは傾聴に値します。

　しかし、それは、足を踏みつけられたがわが言うことは許されるでしょうが、足を踏みつけたがわが口にするべき言葉ではないでしょう。

　言葉というのは、自分で言うことは許されても、人から言われると心底傷つくものです。「おれ、デブだからさ」「わたし、最近老ふけちゃって」などと自分を言うことはよくありますが、「おまえ、デブだな」「あなた、最近老けたんじゃない」などと、人からあらためて言われるとショックを受けます。話し手はほんとうは相手に否定してほしくて言っているのです。

「釣りバカ」や「鉄道オタク」は、自分で言うぶんにはマニアという意味にしかなりませんが、人から言われると侮蔑的な響きを帯びることもあります。



　言葉によって変わる談話構造



　人々の意識や文化的価値観が反映されるのは、語や文法のレベルだけではありません。それよりも大きな談話の構造のレベルにも反映されます。

　Kaplan（1966）の研究は、英語学習者の文化的背景による文章構造の違いを示したもので、当時の英語教育界に衝撃を与えました。

　たとえば、東アジアの留学生の書く作文は、周辺ばかりをぐるぐる旋せん回かいして、いつまで経たっても核心にたどり着かない図として描かれています。

　この研究は、その後の研究で批判を受けたように、過度の一般化を含んでいるように思われ、そのまま受けいれるのは難しいのですが、日本・中国・韓国には起承転結（中国・韓国では「起承転合」といいます）の伝統があるので、文章構成のパターンが似ている面があり、どこか納得できる部分もあります。私も留学生の作文を数多く添削してきた経験から、ある程度の確度でその作文を書いた留学生の出身地を当てられる気がしています。

　たとえば、同じ意見文を書いてもらった場合でも、韓国人は身近なことに引きつけて自分が感じたことを大切にするのにたいし、中国人は身近なことを書いていても、最終的には一般化して、経済・社会・文化といった大きな枠のなかで教訓的に取りあげる傾向があります。

　ドイツ人の文章は飛躍が少なく、接続詞などで丁寧に論理を追っていくのにたいし、フランス人の作文は表現に凝こる印象があり、批判的な見方を忍ばせる傾向があります。

　談話の構造は文法の構造とは異なり、どこまでが言語の問題で、どこまでが文化あるいは教育の問題かわかりにくいところはあるのですが、書き手の言語的・文化的背景が反映されていることはたしかです。また、日本人の私にとって、中国人、韓国人が書いた日本語の文章の展開が、他の文化圏の日本語学習者の書いた文章よりもわかりやすく感じられるのは、きっと似たところがあるのだろうと思います。

　文章だけでなく、会話にも展開の構造があります。

　次の会話は、何弁の会話でしょうか。



　Ａ「最近のスパゲティはいろいろ種類があって、ややこしいなあ。」

　Ｂ「ほんまになあ。うちらの子どものころは、ミートソースとナポリタン、これでしまいやったんやけどなあ。」

　Ａ「最近、アサリの入ったスパゲティ食うたんや。うまかったでえ、スパゲティ・ボラギノール。」

　Ｂ「なに言うてんねん。それを言うならボンゴレやろ。自分、いつから痔じになったんや。」



　これは私が作った会話ですが、多くの人は大阪弁だと理解したと思います。それがわかるのは、もちろん全体が大阪弁で書かれているからですが、もう一つ、後半のＡとＢの発話にも特徴がありそうです。ここはボケとツッコミの構造になっています。

　もし、Ｂが東京人だったら、Ａの「スパゲティ・ボラギノール」のボケをどのように受けるでしょうか。

　たとえば、以下の三つが考えられます。もちろん、いずれも「ボラギノール」は痔の薬で、そのスパゲティの正しい名称は「ボンゴレ」だということがわかっている前提です。



　Ｂ１「ふ～ん、そんなにおいしかったんだ。」

　Ｂ２「それ、ひょっとしてスパゲティ・ボンゴレじゃない？」

　Ｂ３「それで？」



　Ｂ１は、気遣う反応です。相手が間違っているのをわざわざ指摘するのは、恥をかかせることにつながるので、気づかないフリをしています。

　Ｂ２は、訂正する反応です。相手が間違って言っているので、そのままにしておくとＡさんがまた別の場面で恥をかくかもしれないと思い、おそるおそる訂正しています。

　Ｂ３は、軽く受け流す反応です。相手はわざと間違えて言っているのかもしれないとは思っているのですが、はっきりしませんし、さしておもしろいとも思えないので、サラッと受け流しています。

　しかし、こうしたいずれの反応もＡさんを失望させます。大阪人が東京人と会話をすると、東京人はせっかく苦労してふったボケを流すのでつらいとこぼします。大阪人はわざと間違えて（ボケて）、ツッコミを誘うのです。もちろん、ときどき素で間違えることもありますが（いわゆる「天然ボケ」です）、それにもツッコんでかまいません。笑わせても笑われても、笑いを共有できたわけですから、それでいいわけです。

　ツッコミの機会は逃さず、かならずツッコむ。それが、大阪弁の会話の「お約束」です。「なに言うてんねん」と相手の誤りを明確に指摘し訂正しても、失礼になりません。むしろ、訂正しないことが失礼になるのです。

　東京人の多くは、大阪人の談話展開にも吉本新喜劇にも親しんでいないので、こうした会話のルールはわかっていません。そこに会話の社交性の違いも反映されています。

　低コンテキスト文化（low context culture）である米国にたいし、日本は高コンテキスト文化（high context culture）であると言われます。高コンテキスト文化とは、文脈依存度の高いコードを使い、仲間内の文化で、お互いにわかることはできるだけ言葉にしない文化です。

　津軽弁など、東北の北のほうの方言の会話で有名なのはつぎの二つでしょう。



　Ａ「どさ？」（どこに行くんですか？）

　Ｂ「ゆさ。」（銭湯（湯）です。）



　Ａ「け。」（食べて（食え）。）

　Ｂ「く。」（いただきます（食う）。）

　Ｂ「め。」（おいしい（うんめえ）。）



　この例は多少の誇張も含むでしょうが、文脈からわかることは極力省き、核となる情報だけを言葉にするのが、高コンテキスト文化の特徴です。

　米国は大陸文化であり、背景の異なるさまざまな移民が、言葉を尽くして、互いのことを理解することから成り立っている文化です。

　一方、日本は島国文化であり、とくに地方の農村では、小さな閉じたコミュニティ、いわゆるムラ社会を背景にしています。異質な背景を持った人とのコミュニケーションの機会が少ないと、高コンテキスト文化になるのはごく自然な現象と見られます。



【第九章のまとめ】



（一）言葉と文化の関係において、サピア＝ウォーフの仮説がよく知られている。言葉が思考を決定するとする言語決定論は問題視されているが、言葉が思考に影響を与えるとする言語相対論は広く受けいれられている。

（二）言葉によって世界のとらえ方は微妙に異なり、それが言葉の体系に影響を及ぼしている。

（三）言葉は、その言葉を使う話し手の文化的価値観を反映している。とくに問題視されているのが男性中心的な価値観を反映した性差別語であり、近年、性中立語への言い換えが急速に進んでいる。

（四）話し手の文化的価値観は、語や文法だけでなく、談話の構造にも反映されている。

（五）言葉でのコミュニケーションを考える場合、できるだけ文脈に依存せず、言葉で明示的に説明しようとする低コンテキスト文化と、できるだけ文脈に依存し、言葉で説明せずに済むものは省略する高コンテキスト文化の区別が有効である。




第十章　言葉の変化




【問い】「『ありうる』と『ありえる』は、どちらが正しいですか？」



　部下が「あり得る」を「ありえる」と読んだので、「ありうる」と読むのだと注意したら、「得る」は「える」だと反論されました。いったいどちらが正しいのでしょうか。

【答え】

　社会言語学者は、社会で使われているかどうかで考えますので、そこからすると、両方正しいということになります。

　日本語の活用は単純化の歴史です。「得る」に関連する範囲で申しますと、古典の上二段活用、下二段活用は、上一段活用、下一段活用に吸収されました。

　たとえば下二段活用だった「受く」は、「受け（ず）、受け（て）、受く、受くる、受くれ（ども）、受けよ」でしたが、現代語では下一段活用「受ける」となり、「受け（ない）、受け（て）、受ける、受ける、受けれ（ば）、受けよ」となっています。なぜこうなったかと言うと、連体形で終わる形「受くる／受ける」が強調や臨場感を表すしゃれた形だったため、ある時代に流行して定着し、最終的に終止形「受く」を吸収してしまったのです。

　同様に「得る」を考えると、下二段活用「え（ず）、え（て）、う、うる、うれ（ども）、えよ」が下一段活用「え（ない）、え（て）、える、える、えれ（ば）、えよ」になりました。

　そう考えれば、「ありえる」でよいわけです。それが現代語でも正しい形だと言えます。

　なのに、なぜ「ありうる」が残っているかというと、おそらく文体的な問題だろうと思います。「ある」を「する」に直して考えますと、「しうる」は可能性を表す言葉ですが、可能の「することができる」と近い関係にあり、置き換え可能です。この両者が併存してきたのは、「しうる」が書き言葉（硬い文体）、「することができる」が話し言葉（軟らかい文体）という役割分担をしてきたためと思われます。つまり、「しうる」が硬い書き言葉専用の言葉だったので、文語調の「うる」が保存されてきたのでしょう。

「得る」は変化の途上にあり、将来的には「ありえる」が「ありうる」を駆く逐ちくしそうです。ただ、書き言葉は保守的なので、当分は「ありうる」も書き言葉で生き延びる気がします。

　この章では、こうした言葉の変化について、世代という時間軸、地理という空間軸、この二つの軸に基づいて考えていくことにします。




　変化の進行――言語学者は「言葉の乱れ」とは見ない



　言葉が変化するものであることは、よく知られています。もし言葉が変化しなければ、古典の学習がまるで外国語の学習のように思えることはなかったでしょうし、歴史言語学（historical linguistics）という学問も生まれることはなかったでしょう。

　百年、千年単位で見ると、どのような言葉でも大きく変化しているものです。その意味で、言葉の変化（language change）は私たちの実感に合致します。

　一方、私たちが、身近な言葉の変化に大きな抵抗を感じるのも事実です。

　明治初期にはその使用例が見られる「見れる」「食べれる」などのら抜き表現は、長いあいだ議論の対象にされています。ら抜き表現は五段動詞の活用を一段動詞の活用に適用したもので、ら抜き表現を使うと、可能を受身・尊敬・自発と区別できることになり、便利です。若い世代のなかには、可能の意味で使う「見られる」「食べられる」をら入り表現と呼ぶ人もいるくらいです。

　しかし、言葉の変化を嫌う保守的な世代は、一段動詞を五段動詞のように活用させることに違和感を隠せません。そうした人は、言葉の変化を言葉の乱れと呼ぶわけです。現在の若い世代は、年配世代のそうした違和感の表明に疑問を抱くでしょうが、その若い世代も、いずれは次の世代の日本語の使い方に眉をひそめる可能性があるのです。

　言語学者は言語の使用実態を重視しますので、言葉の乱れという見方は採りません。私自身、接続詞の本を書いたとき、「～。なので……」という表現に強い違和感を覚えるという読者の方に共感を求められ、「言語学者は、一般に言葉の乱れを認めないものなのです。」とお茶を濁にごした経験があります。

　しかし、留学生に日本語を教えるときは、「ら入り表現」を教えますし、日本人学生が書くレポートで「～。なので……」という接続詞の多用に抵抗を感じるのは事実です。

　このように、言葉の変化は、保守的な年配世代の抵抗を受けながらも、少しずつ進んでいくものです。



　敬意逓減の法則――「きさま」「おまえ」もかつては敬語だった



　言葉の変化には、一定の法則性があるものもあります。敬けい意い逓てい減げんの法則と呼ばれるものはその一例です。

　二人称の「貴き様さま」「おまえ」は「あなたさま」「おんまえ」であり、相手にたいする敬意を含む語でしたが、現在では相手を見くだす語に変化しています。また、かつては目上に使えた「あなた」や「きみ」なども、現在では抵抗を感じる人も多いのではないでしょうか。言葉は使用回数が増えると、その効果がすり減ってくるものです。

　また、文法的な呼応関係もすり減る傾向にあるようです。

　係り結びの法則は室町時代に消滅しますし、「まったく話にならない。」「とてもこんな難しい本は読めない。」など、本来は否定と呼応した「まったく」や「とても」は、もはや否定と呼応するという意識は希薄ですし、「ぜんぜん」なども「ぜんぜん大丈夫。」だけでなく「ぜんぜんおいしい。」なども自然になりつつあります。

「ぜんぜん」が肯定形と共起する現象は、戦前から見られたものであり、肯定形と共起しないというのは「迷信」（新野二〇一一）だという見方が日本語学者のあいだでは一般的です。戦後、こうした「迷信」が一時期強まったものの、近年になってまた盛り返しつつあると見ることができるかもしれません。

　一方、使われつづけることで意味の輪郭がはっきりしてきて使いにくくなるものがあります。便所はその典型例です。厠かわや、雪せつ隠ちん、はばかり、御ご不ふ浄じようなどの古語はもとより、現代語でも、トイレ、お手洗い、化粧室、レストルームなど、語感が働かないような言い換えが進んでいます。

　しかし、言い換えすぎて意味が伝わらないと、肝かん腎じんの目的が果たせなくなりますので、そのさじ加減が難しいところです。



　変化の理由



　なぜ言葉が変化するのか。それを論証することはきわめて難しいことです。とくに、体系的な変化にかんしては私の手に余ります。そうした変化のメカニズムについて知りたい方は、歴史的な変化について真正面から論じた小松（一九九九）などを参照してください。

　ただ、身近な言葉から変化の理由を考えてみるのも楽しいものです。

　私の勤務先の大学に、日本語が専門ではないものの、日本語にきわめて詳しい教員がおられて、その方から宿題を出されたことがあります。それは、「輩はい出しゆつ」という漢語です。



一橋大学は、一八七五年の創立以来、その長い歴史をつうじて、国際的に通用するビジネスリーダーを数多く輩出した。



「輩出」という言葉を調べるとわかるのですが、「輩出」のもともとの用法は「を輩出する」ではなく、「が輩出する」です。つまり、「一橋大学からビジネスリーダーが輩出する」という自動詞の用法が他動詞の用法に先行して存在していたのです。

　それが、いつのまにか他動詞の用法に置き換わっていったのですが、それがなぜかというのが宿題です。

　この宿題には、もちろん想像でしか答えることはできません。私が最初に考えたのは、「輩出」と「排出」の混同があったのではないかということでした。「はいしゅつ」という同じ音であったため、「排出」の影響を受け、他動詞になったのではないかということです。

　ただ、この場合、「輩出」のもう一つの誤りの説明ができません。もう一つの誤りというのは、



一橋大学は総理大臣として大おお平ひら正まさ芳よし元首相を輩出している。



という誤りです。

　輩出するというのは、もともとは次々に生まれるという意味です。「大平正芳元首相」という単独の人物であってはいけないわけです。ところが、「排出」にも不要なものを絶えず出している語感があり、やはり連続的です。

　そうすると、意味を、たとえば「産出」「創出」「選出」などの類語からイメージしている可能性も考えられます。和語にすると、「生み出す」です。いずれも「～を」を取ることができ、単数のものでも自然に使える動詞です。

　そもそも「輩出」というのはたまにしか使わない言葉で、あまり語感が働きません。そうした語感の働かない語の意味は、分析的に捉えられていると考えられます。

　たとえば、我が家の長女は幼いころ、「蚊に刺される」を「かにに刺される」と言っていました。四歳の次女は今でも「かがが刺す」と言います。どうして子どもはこのような言い間違いをするのでしょうか。

　こうした誤用は、子どもなりの分析の結果生まれます。



大人：か［名詞］に［助詞］さされた。

長女：かに［名詞］φ［無助詞］さされた。

大人：か［名詞］が［助詞］さした。

次女：かが［名詞］φ［無助詞］さした。



　まず、子どもにとって一音の名詞は想定しにくいので、二音にして捉えようとします。その結果、助詞をふくめて「かに」「かが」がひとかたまりだと考えます。

　しかも、日本語の話し言葉では、無助詞が頻ひん繁ぱんに起こります。「雨が降ってる」のかわりに「雨降ってる」、「髪を切った」のかわりに「髪切った」などと言い、「が」や「を」などの助詞を落とすのです。ですから、「蚊」を「かに」「かが」と捉えるのは不自然ではないのです。

　ところが、そうした誤りは、子どもの成長とともに自然に消滅します。「蚊」の入った文は幸か不幸か年中耳にしますので、どこかの段階で自分の分析に違和感を抱き、自分で修正するのです。

　大人でも、こうした類推による分析をします。たとえば、「情けは人のためならず」ということわざが、「まわりまわって自分のためになる」という意味から「情けは人のためにならない」という意味に変わった背景には、きっと「人のためなり」の「なり」を「だ／である」の意味では理解できなくなり、変化を表す本動詞「なる」として捉え、意味を安定させるために「人のために」と「に」を入れて解釈するようになったことがありそうです。

「輩出」にも似たような類推による分析があり、それに失敗した結果、誤用が定着したのではないかというのが私の仮説です。

　また、日本人は漢語の一字一字の漢字を見ず、二字で一セットと考える傾向があります。

　これは、中国人の留学生に聞いた話ですが、日本の工場に貼ってある、



油断一秒、怪我一生。



という標語は、中国語では「油を一秒でも断つと、私は一生責められる」という意味で解釈されるのだそうです。これによって、日本の生産性の高さに感心したというのですから、不思議なものです。たしかに、一字ずつ解釈すると「油を断つと私を責める」（中国語では「怪」は「責める」という意味です）のように解釈できます。

「輩出する」の「輩」は「やから」すなわち「仲間」であって、複数でなければなりません。しかし、現代の日本人にはそうした複数意識は希薄です。ですから、「次々と生まれる」という解釈にたどり着きにくいのだというのが、もう一つの仮説です。



　世代と変化



　言葉に変化が生じるための条件は、言葉に種類があることです。言葉にいくつか種類があって、そのいずれかを選択するという条件が生じたとき、初めて言葉に変化が起きる条件が整います。

　まず、もっとも想像しやすいのが、世代による言葉の違いでしょう。語彙面でも、文法面でも変化は進行しています。



そのシャツ、なにげにいけてるね。

その状況でスリーポイントシュート決めたの？　神だな。

いるいる、私の周りにも。オレが世界の中心だぞ、みたいな。

合コンに上下ジャージで来るって？　バスケ部的には全然ＯＫだよ。



「なにげに」というのは世代によっては耳慣れないかもしれません。「なにげなく」しか語感が働かない読者の方もきっといると思います。

「神」というのも、一時期流行した「カリスマ」に続き、気楽に使われるようになりました。「神がかる」とか「神の領域」という表現なら以前から使われていましたが、「神」そのものが一般に流通するようになったのは、比較的新しい現象です。

「みたいな」という連体形で文が終わるのもよく見られる現象です。松本（二〇一〇）によれば、古くは渥美清氏などにも使用例が見られるそうですが、実質的には、放送作家の玉井貴き代よ志し氏の口くち癖ぐせをとんねるずの石橋貴明氏が面白いと感じ、それを自身のテレビ番組のなかで繰り返し使って広めたとされています。

「～的には」も、有名な「私わたし的には」以外にもかなりの広がりを持つようになってきており、「～としては」「～から見れば」だけでは言い換えられない意味も表すようになっています。

　一方、音声面でいうと、語尾上げ（uptalk）、あるいは半疑問（high rising terminal）と呼ばれる現象が広く観察されます。

　語尾上げというのは、疑問文でもないのに文末のイントネーションを上げるものがその典型ですが、文の途中でも語の終わりを次の例のように上げて話すこともあります。「？」は語尾上げで発音される可能性のある箇所、「、」は息継ぎの箇所です。



｛男に興味がないと語る友人の女性にたいして｝でも？、超かわいい浴衣？、とか着て？、彼氏と？、こうやって？、手なんかつないじゃったりして？、墨田川？、の花火大会とか？、見てみたくない？



　語尾上げが見られるのは日本語に留とどまりません。欧米のキャンパスでもかなり使われており、それが上の世代にも普及しつつあります。

　言葉は使っているうちに相手にうつる感染力を持っていますが、この語尾上げはそのなかでもかなり感染力が高いもののようです。断言しないで聞き手に預けるという姿勢が、聞き手とともに会話を作りあげるという印象を強めると感じられるのでしょう。

　ただし、過度な使用は、「自信がなさそう」「責任感に乏しい」「押しつけがましい」「うっとうしい」などの不快感、反発を招くことがしばしば指摘されています。



　時代と変化――「夜ご飯」「食感」「体幹」の出現



　名詞や動詞は、実物や概念との対応を表すものである以上、実物や概念が生まれれば新語も生まれ、それらがなくなれば消えていくことになります。

　たとえば、携帯電話の出現と普及によって、携帯という語が携帯電話を表すようになり、従来の固定電話は家いえ電でんと呼ばれるようになりました。また、家電のなかでもダイヤル式の電話はなくなり、「ダイヤルを回す」という表現は死語となると同時に、ダイヤル式の電話がなくなったことで、それと区別するプッシュフォンも使われなくなりました。さらに、スマートフォン、いわゆるスマホの普及によって、それと区別する旧式の携帯、ガラケー（ガラパゴス携帯）という表現も登場しました。しかし、今後、スマホが市場を席巻することで、ガラケーもまた死語になっていくことでしょう。

　また、実物の名称や概念が変化することで、新語が生まれることもあります。名称の変更はファッションの世界でしばしば起こります。ビジネスマンの仕事着はかつては背広でしたが、現在ではスーツです。Ｇパンという言い方もあまり聞かなくなり、ジーンズやデニムと呼ばれるようになっていますし、ベストをチョッキと言っても子どもたちに通じなくなりました。

　ファッション以外でも、気づかないうちに名称が変わっていくことがあります。たとえば、白黒写真は知らぬまにモノクロ写真になりました。パソコンのキーボードの右の真ん中にある決定キーも、以前はリターンキーだったはずが、いつのまにかエンターキーに変わっています。

「気づかない方言」については、第二章で紹介しましたが、「気づかない新語」（橋本二〇〇五）というものもあります。橋本氏はこの分野の先駆者で、「夜ご飯」「食感」「目線」など、かずかずの気づかない新語を分析しています。

　なかでも、「夜ご飯」は秀逸で、着眼点の鋭さを感じます（橋本二〇〇七）。もともとは、ゆうげの流れをくむ夕ご飯と、遅い時間に食べる晩ご飯が主流だったわけですが、何を朝と昼と組み合わせるかを考えると、たしかに夕でも晩でもなく夜がもっとも自然に出てきそうです。「夕ご飯」あるいは「晩ご飯」が正しいと思いつつも、実際は「夜ご飯」を使っている人が少なくないのではないでしょうか。

　流行語はメディアに乗って急速に広がりますが、賞味期限を過ぎると急速に飽きられます。過去五年の流行語大賞を振り返ってみても、「どげんかせんといかん」「ハニカミ王子」「グ～！」「アラフォー」「政権交代」「ゲゲゲの～」「なでしこジャパン」「ワイルドだろぉ」のうちで残りそうなものは数語の気がします。むしろ、気づかない新語は、気づかれにくいぶん、飽きられることもなく、使われつづけるのだろうと思います。

　私もこうした研究に触発されて、前から気になっていた気づかない新語を調べてみました。「体幹」という語です。

　体幹というのは、手、足、頭をのぞく部分、すなわち胴体の筋肉を指す言葉です。ただし、筋肉ではなく身体を支える軸を指すこともありますし、腹筋と背筋の同義で用いられることもあります。また、インナー・マッスル、すなわち身体の奥のほうにあるふだん使わない筋肉を指すこともあり、意味がまだ十分に固まっていない印象のある言葉です。

　体幹を鍛えるというのは、もともとリハビリの世界で行われてきたようですが、スポーツのトレーニングに取り入れられたところ、身体のバランスがよくなって優れた結果を出せるようになった選手が増えたことで注目を集めました。英語では、コア・トレーニングと呼ばれ、そのコアを日本語にした翻訳語が体幹であるようです。

　今回、私が調査したのは、『朝日新聞』のデータベースです。一九八四年以降の、地方版もふくめたすべての記事が収録されています。一九八四年から順に見ていったのですが、「団体幹部」の一部が引っかかるものばかりで、なかなかトレーニング用語としての「体幹」は見つかりませんでした。

　あとでわかったのですが、それもそのはずで、コア・トレーニングが普及したのは二〇〇〇年代になってからなのだそうです。二〇〇三年になりようやくめぐり合えたのが、次の例です。引退し、国民栄誉賞を受賞した松井秀喜選手の現役時代の記事です。



日本ではウエートトレーニングをやらなかった松井だが、米国に来てその必要性を感じている。「背筋力など体幹はそう問題ないが、明らかに腕など上半身の力が弱い」



（『朝日新聞』二〇〇三年一一月一日東京朝刊）



　しかし、二〇〇四年、二〇〇五年と用例はあまり見つからず、調査は無駄だったかと思いました。ところが、その後急速に増えてくるのです。数値を左に示します。



二〇〇三年　三例　　　二〇〇四年　五例　　　二〇〇五年　四例

二〇〇六年　一五例　　二〇〇七年　一一例　　二〇〇八年　二六例

二〇〇九年　三七例　　二〇一〇年　五〇例　　二〇一一年　七二例

二〇一二年　一〇四例



　なぜこれほどまで用例数が増えてきたのでしょうか。それは、体幹トレーニングが一部のアスリートのものから一般のものになっていったからでしょう。もともとは野球が多いのですが、そこから他のスポーツへ、野球のなかでもメジャーリーグから日本プロ野球、そして高校野球へ、リハビリからケガ予防、老化防止、ダイエットへといったすそ野の広がりが、体幹という語の普及を後押ししたようです。

　二〇一二年には一〇〇例を超えました。ロンドン・オリンピック開催の年であり、体幹トレーニングによって成果を上げた選手が多かったためと思われます。また、この年には、体幹のさらなるすそ野の広がりを感じた例にいくつもめぐり合いました。つぎは、老犬の老化防止のための筋トレの例です。



それは、犬用のバランスボールに乗って、飼い主と遊ぶこと。犬は「マッチョになりたい」なんて思わないので、うまくソノ気にさせる必要がある。バランスボールに前脚や全身を乗せ、すかさず、おやつを与える。そうするとバランスを取ろうとして体幹が鍛えられる。



（『朝日新聞』二〇一二年一月二六日大阪夕刊）



　ほかにも、ダブルダッチやフラフープ、吹奏楽や合唱、体幹を鍛える教室（朝日カルチャーセンター）や体幹バランス年齢を測る体重計まで、体幹は広がりを見せています。



　地理と変化――年速一キロメートルで進む？



　言葉の違いは、地理的な条件、つまり方言によっても生まれます。

　方言が、全国区になっていったものとしてよく知られているのは、「～じゃん」や「うざったい」でしょうか。「～じゃん」は横浜方言という誤解を受けることもありますが、東海地方の方言が静岡・山梨から東京に流入したという説が有力です。

　また、「うざい」の元の形である「うざったい」は、東京の多摩地区の不快さを表す方言「うざったい」から生じたと考えられています（いずれも井上（一九九八）によります）。

　地理的な変異を調べるのは難しいものです。たとえば、飲食店でよく使われる「ご注文は以上でよろしかったでしょうか。」の「た」は、丁寧な確認を表すものとされる一方、客の側からクレームが出た状況でもなければおかしいとする見方もあり、議論を呼ぶ表現です。北海道を拠点に全国展開した居酒屋チェーンの接客マニュアルに由来したとする説が有力とされています。たしかに北海道ではこうした「た」の使用は自然ですが、その説を証明することはかなり難しそうです。

　また、第七章で紹介した、女性の一人称「うち」も、西日本の方言が全国区になった例と考えられますが、確証はありません。東京近郊では、平成生まれで切り替わったという指摘を私の友人がしており（サンキュー二〇〇八）、新入生を毎年見てきた私の感覚から見ても、その指摘はさほど外れていないだろうと思います。

　方言の伝でん播ぱする方向性や速度にはさまざまな学説があります。

　伝播する方向性については、民俗学者の柳田國男（一九三〇）の方言周圏論が有名です。

　柳田は、「蝸か牛ぎゆう」、すなわちかたつむりを指す方言が、近畿地方を中心に、同心円状に、



「デデムシ」→「マイマイ」→「カタツムリ」→「ツブリ」→「ナメクジ」



と分布していることに気がつきました。

　つまり、北海道と沖縄を除いた日本列島では、近畿地方に近いほど「デデムシ」に近い名称が選ばれ、東あるいは北に行くほど（東北北部に近づくほど）、西あるいは南に行くほど（九州南部に近づくほど）、「ナメクジ」に近い名称が選ばれるわけです。いわば、水たまりに落ちた小石が波紋を広げるように、都から生まれた方言が各地に放射状に広がっていくと方言周圏論では考えます。

　方言周圏論には当然例外もあります。

「～じゃん」や「うざったい」は一度東京の中心のほうに向かい、そのうえで全国区になったのでしょうし、「ご注文は以上でよろしかったでしょうか。」の居酒屋マニュアル説が正しいとすれば、北海道が伝播の中心になるはずです。

　しかし、方言周圏論が方言伝播の傾向において説得力を持つ場合も少なくなく、今後も有力な仮説として参照されるように思います。

　一方、方言の伝播はどのくらいの速度で進むのでしょうか。

　井上（二〇〇三）によれば、平均すると年速一キロメートルで進むそうです。これもまた方言周圏論と同様に例外を多く含むものですが、傾向を知るためには有用で、目安として参考になるものです。

　こうしたことを調べるのに方言調査は欠かせません。方言調査は時間も手間も費用もかかるものですが、方言調査を定期的におこない、研究のデータを作るという基礎作業によって、方言の伝播する方向や速度を知ることができます。

　とくに、方言地図というものが作成できると、その変化が鳥ちよう瞰かんできるので有用です。方言地図としては、国立国語研究所が作成した『日本言語地図』や『方言文法全国地図』がよく知られています。



　言語の接触――ピジンやクレオールの誕生



　言葉がもっとも大きな変化を起こすのは、二つの異なる言語が出会ったときです。

　貿易に携わる商人は、非常に古い時代から、二つの異なる言語を出会わせる役割を果たしてきましたが、世界的に見れば、欧米の列強がアジアやアフリカを次々に植民地化していった時代に、日本で言えば、日本が江戸時代の長い鎖国を終え、開国したときに、二つの異なる言語の劇的な出会いが生じました。

　相手の言語がわからない人どうしが話をするとき、たがいに意思疎通できる言語を探す必要があります。たとえば、ドイツ語のわからない日本人と、日本語のわからないドイツ人が話をする場合、もし英語がたがいにわかれば、英語でコミュニケーションをとるでしょう。

　このように、たがいの第一言語がわからない場合にコミュニケーションするのに用いる共通言語を、リンガ・フランカ（lingua franca）といいます。

　かつてのヨーロッパ社会では、エリートたちはラテン語をリンガ・フランカとしていました。

　現代社会でもっとも広く流通しているリンガ・フランカは、英語です。どこの国に行っても、英語が話せればだいたい必要なやりとりをすることができます。空港に行っても、ホテルに行っても、観光地に行っても、英語ができれば必要最低限の用は足せるようになっています。

　しかし、おたがいに英語ができない場合もあります。英語がこれほど普及するまえの時代はとくにそうでした。

　そのような場合、もっとも簡便な解決策は、自分の話す言語と相手の話す言語をミックスすることです。それも、最初は、それぞれの言語を片言で理解し、共通理解ができたところで、その片言を少しずつ広げていく方法がもっとも現実的です。

　そうしてできた言語をピジン（pidgin）と言います。ピジンは共通言語を持たない人々のあいだのコミュニケーションに用いられる言語で、自分の言語と相手の言語の語彙や文法を単純化し、それをミックスさせることで作られます。

　当然のことながら、第一言語話者を持ちません。自分の言語として幼いころからピジンを話す人はいないわけです。

　ところが、ピジンが広く普及し、時代とともにその使用が安定してくると、ピジンを第一言語とする人がでてきます。異なる第一言語話者が結婚し、その家庭のなかでリンガ・フランカとしてピジンが使われるようになると、その子どもは第一言語としてピジンを習得するようになるわけです。

　第一言語として定着したピジンはもはやピジンではなく、クレオール（creole）と呼ばれます。たとえば、パプアニューギニアの公用語の一つであるトク・ピシン（Tok Pisin）は、英語と複数の現地語がベースになってできており、一〇〇万人以上の人が第一言語として使用するまでになっています。

　日本語系のピジン、クレオールとして知られているのは、横浜港開港のころ、外国人居留地で生まれた横浜ピジン（カイザー二〇〇五）、戦時中日本の侵略時に生まれた台湾クレオール（真田・簡二〇〇八）、もともと無人島だった小笠原諸島に欧米人が移住し、日本との関わりのなかで変化した小笠原クレオール（ロング一九九八）です。いずれも、比較的新しい研究で、欧米の帝国主義とは異なる状況で生まれた日本語系のピジン、クレオールの解明に、期待が寄せられています。

　ピジンやクレオールのように異なる言語が出会うことによって新たに生まれた言語を接触言語（contact language）と言います。接触言語は言葉の変化のなかでももっとも顕著な例と見なすことができるでしょう。

　一方、接触言語の問題点は、もとの第一言語話者に低い評価をされがちであるという点です。ベースになっているのが片言の言語ですので、幼い子どもや習いたての外国人が話すような拙つたない言語に思えてしまうのです。

　言語学的に見て、クレオールは体系を備えた一つの言語ですし、英語をはじめとする欧米の主要な現代語も、言語接触の影響を受けているという点で、純粋な言語とは言えません。したがって、接触言語が低く評価されるいわれはまったくありません。

　しかし、もとの第一言語話者からは、接触言語は拙い「混血言語」として低く見えてしまい、その言語の話者もまた低く見えてしまうことになるのです。

　言語の問題は、その言語のなかに問題があるのではなく、それを使う人々の意識のなかに存在するのです。



　言語の死――二五〇〇の言語が危機にある



　言語の死（language death）あるいは言語の消滅（language extinction）という語があります。言語の死は、その言葉を日常的に話す最後の人が亡くなった瞬間に訪れます。そして、現代は、この言語の死が世界各地で訪れている時代です。

　グローバル化の進行は、この地球上で、他の言語共同体と交流せずに生きることをますます難しくしています。ある言語共同体が、他の言語共同体に経済的に依存するようになると、経済的に強者にある側の支配を次第に受けるようになります。

　そうすると、強者の言葉を選んだほうが有利という状況が生まれ、自らの言葉を手放す人が増えていきます。意識的に捨てる人もいるでしょうが、多くは「自然に」捨てていきます。

　教育の場で強者の言葉のみが教えられ、社会のなかで強者の言葉しか使われないようになると、自らの言葉を使うのは家庭のなかしかなくなります。しかし、家族が意識的に自らの言葉を使うようにしないと、それさえもが使えなくなっていきます。

　それは、海外に移住した日本人家族が、一世は日本語を自由に使いこなせるものの、二世はその日本語がやや怪しくなり、三世がほとんど話せなくなるのに似ています。まわりの友人や同僚、さらには家族さえもが現地語しか話さない状況で、日本語を維持するのは不可能だからです。

　このように、個人がある言語の能力を失うことを、言語の喪失（language loss）と言いますが、言語の喪失がある言語共同体のなかで同時に進行すると、最終的に言語の死を迎えることになるのです。

　そのため、少数言語（minority language）の話者は、自らの言葉が亡びないように各地で必死に戦っています。第一言語で教育を受ける権利である言語権（language rights）の保障を主張する動きも加速しています。

　消滅の可能性がある言語は、危機言語（endangered language）と呼ばれます。第八章の冒頭でもふれたとおり、ユネスコ（国連教育科学文化機関）の二〇〇九年の発表によると、世界で六〇〇〇前後あるとされる言語のうち、約二五〇〇の言語が消滅の危機にさらされているとのことです。そのうち、五三八語が「極めて深刻」、五〇二語が「重大な危険」、六三二語が「危険」、六〇七語が「脆弱」とされています。

　日本では、アイヌ語が「極めて深刻」と分類されたほか、沖縄県の八重山語、与よ那な国ぐに語ごが「重大な危険」に、沖縄語、国くに頭がみ語ご、宮古語、鹿児島県・奄美諸島の奄美語、東京都・八丈島などの八丈語が「危険」と分類されています。政治的な観点からでなく、文化・歴史的な観点から、八丈島や南西諸島の各方言を独立の言語と考えた点は画期的です。

　ここで考えなければならないのは、危機言語にたいする日本政府や地方自治体、さらには世論の無関心さです。ユネスコの世界遺産の登録については目の色を変えて挑むものの、同じユネスコの鳴らす危機言語消滅への警鐘にはなかなか耳を傾けません。

　その理由ははっきりしていると思います。文化よりも経済という姿勢がその根本にあるからです。世界遺産に登録されれば、観光客が増え、経済的に潤うるおうという大きな見返りがあります。それにたいして、危機言語の保護は、経済的な見返りをほとんど期待できないのです。

　経済というのは人間生活の根本の一つであり、それを軽視することはできません。しかし、お金だけでは人は幸せになれないことはいうまでもありません。

　自分の思いを自分の言葉で伝えることは、人の最高の幸せの一つです。言語の消滅はアイデンティティの消滅を意味し、その言語のうえに蓄積されてきた知識や経験の消滅を意味する以上、このまま放置すべきではないという気運が、近年急速に高まりつつあります。



　言語の再生――言葉は一人では残せない



　一方、言語の死にたいして言語の再生（language revival）という語もあります。消滅の危機にある少数言語を立てなおすには、その言語を第一言語としている当事者が強い危機意識を持って、その言語を積極的に使うようにすること。そして、行政が、その言語を保護する政策を打ちだすことです。

　危機言語の保護は、野生動物の絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの保護に似ています。ただ、決定的に違うのは、当事者の意志が成否を決定するということです。周囲の人がいくらその言葉を使うように勧めても、当事者にその意識がなければうまくいかないのです。

　そこでは、その言葉にどこまで誇りを持てるかという当事者のアイデンティティが重要になります。その場合、強い民族意識が必要になりますし、同じ言葉を共有する仲間がいて、言語共同体を形成できることが重要になります。言葉は一人では残せないのです。

　一方、行政の保護政策は、法的な位置づけを与えたり、教育の保障をしたり、文字を作って語彙や文法を記述したりすることなどが考えられます。その土地でその言葉によって長く営まれてきた伝統と文化を守れるかどうか。それが、その国の心の豊かさを示す一つの尺度になるように思います。

　一度消滅した言葉が再生することはまずありません。一七〇〇年もの時を経て再生したイスラエルのヘブライ語は唯一の例外です。ユダヤ教という強固なバックボーンがそれを可能にしたためで、通常は早めの手当てが求められます。

　少数言語の保護に力を入れているのはヨーロッパ諸国が中心で、アイルランドのアイルランド語（Irish）、イギリスのウェールズ語（Welsh）やコーンウォール語（Cornish）、スペインのガリシア語（Galician）、バスク語（Basque）、カタルーニャ語（Catalan）などが知られています。とくに、イギリスのウェールズ語は、ウェールズ語のテレビ放送と、初・中等教育におけるウェールズ語のイマージョン・プログラムによって、二〇世紀末まで減少しつづけてきた話者を最近微増に転じさせた実績が注目されています。



【第十章のまとめ】



（一）言葉は、話し手がある特定のバリエーションを選ぶことによって徐々に変化するものである。

（二）言葉の変化は、話し手の年齢（世代）や話し手の生活する環境（時代や地理）といった属性が深く関わる。

（三）言葉の変化が劇的に起こるのは、共通言語がない状況で言葉と言葉が出会ったときである。そのとき、たがいの言葉を単純化し混合させたピジンが生まれ、それが次世代に受け継がれてクレオールとなる。

（四）現在消滅の危機に瀕している言語が世界的にも日本にも数多くある。そうした言語の再生が社会言語学上の大きな課題となっている。




第十一章　言葉と政治




【問い】「日本で日本語を使うことは、法律で決まってないんですか？」



　日本では、日本語を使うのは当然だと思っていました。ところが、日本語を使うように法律で決められているわけではないと聞き、驚きました。それはほんとうですか。

【答え】

　ほんとうです。日本では日本語を使うように法律で決まっていませんし、米国でも英語を使うように法律で決まっているわけではありません。

　米国は、事実上の公用語は英語で、三〇ほどの州では英語が公用語と定められていますが、国レベルで定めた法律はありません。一方、南部の州を中心にスペイン語が広く流通しており、公共の施設の案内や商品の取り扱い説明書などは、両者が併記されているのが一般的です。そうした現状から考えて、英語だけを公用語にすると、スペイン語話者から大きな反発が起きることが予想されます。また、英語にくわえ、スペイン語だけを特別扱いして公用語にすると、世界各地から移民が集まっている関係上、他の言語を背景とする民族の感情を害することにつながりかねません。

　現在、英語が世界的に普及している状況をバックに、米国のナショナル・アイデンティティの強化のために、英語を公用語にしようという動きがないわけではありません。しかし、国民それぞれの固有の民族的な背景を公平に尊重するという民主主義の原則からも、今後も世界中から優秀な移民を集めて国家を繁栄させていこうとする政策上の戦略からも、こうした動きには、つねに一定のブレーキがかかることが予想されます。

　一方、日本でも、日本語を使うように法律で決まっているわけではありません。しかし、その理由は米国とは異なり、日本語の使用が当然と見なされているからこそでしょう。じじつ、法律はすべて日本語で書かれ、行政の業務も原則として日本語です。また移民の受け入れを積極的に奨励しているわけでもありません。今後、移民の受け入れを強力に推進したり、グローバル化の動きに合わせ、日本語にくわえ英語も公用語にする動きを強化しないかぎり、わざわざ法律で明文化することにはならないように思われます。

　この章では、言葉と政治の微妙な関係について、公用語や国語といった概念を軸に、考えていくことにします。




　国語と公用語



　言語か方言かの区別に、言語学的な判断よりも政治的な判断が優先されることは、第八章の「言語と方言の境界線」のところで述べました。国という政治的単位が、言葉の決定と密接に結びついているわけです。

　国の言葉を考える場合、国語と公用語という二つの概念が重要になります。

　国語（national language）は、国の象徴となる言葉です。

　国のなかには、さまざまな価値観を持つ人が、その価値観に基づいて集団を形成していますので、放置しておくと分裂していく傾向があります。とくに、国のなかに異なる民族が共存している場合はその可能性が高まります。

　そのため、国家としてのアイデンティティを維持する装置として、民族主義や宗教と並び、言語がよく用いられます。それが国語です。

　国にとって大切なのは、一つは国民、もう一つは国土です。そのため、国語は、国民が伝統的に使ってきた言語、また、その国土に根ざした言葉が選ばれる傾向があります。

　日本語の場合、国語という言葉の使われ方がかなり特殊で、それは「国語教育」「国語辞典」といった表現に典型的に見られます。国語というのはすでに述べたような意味である以上、社会言語学的に見るとこうした使い方は問題が多く、在日韓国・朝鮮人にくわえ、南米の日系人をはじめとするニューカマーの子どもたちを数多く受けいれている現状を考えると、実態にそぐわない言葉遣いになっています。

　一方、公用語（official language）とは、立法、行政、司法のような国の実務に使われている言語で、法律で定められているのが普通です。このような実務で使われるということは、同時に企業の実務や、そのほかの公的な場でも使われることを意味します。

　日本の場合、国語と公用語がともに日本語であるという規定はないものの、そう考えている人が国民の圧倒的多数であることから、それが既成事実になっていると見なすことが可能でしょう。

　ところが、世界には、複数の国語、複数の公用語を持つ国は少なくありません。

　たとえば、スイスは、ドイツ語、フランス語、イタリア語、ロマンシュ語の四言語を国語、公用語としています。また、カナダやニュージーランドのように、英語話者が多数を占めている国でも、歴史的・民族的な配慮からフランス語やマオリ語を公用語として定めている場合もあります。

　公用語の場合、国以外でも持つことが可能です。たとえば、国際連合は、アラビア語、英語、スペイン語、中国語、フランス語、ロシア語という六つの公用語を持っており、ＥＵの場合、公用語は二三に及びます。



　言語設計と言語政策――公用語の決定には入念な準備がいる



　帝国主義時代、欧米列強によって支配されていたアフリカ、アジアの国々は、戦後相ついで独立を果たしました。しかし、そのさい、どのような言語を公用語として設定するかが大きな問題になりました。

　公用語の決定には、国民の代表によって構成される議会での議決が必要です。しかし、「今日から法律で公用語を○○語に決めました。あとはよろしく。」ではうまくいきません。公用語を決定し、それをスムーズに普及させるには、入念な準備が必要になります。そして、その準備作業のために言語学者がしばしば駆りだされます。

　まず、どの言語を公用語にするかを検討します。国内でどのような言語が話されているか、第一言語話者の割合を、地域や社会階層を軸に調査します。そして、どの言語が公用語にふさわしいか、話者の割合だけでなく、その言語を公用語としたさいの政治的、経済的、文化的得失などを考慮しつつ選定します。

　つぎに、その言語が公用語として問題なく流通できる環境を整備します。文字・表記のルールである正書法を整え、標準的な文法を記述し、一定の語数を含む辞書を作成します。

　もし、日常会話でしか使わない語を公用語に選定した場合、法律や行政、学校教育や科学研究、企業活動で使えるように専門語彙を整えなければなりません。独立後も旧宗主国の言語が公用語に選ばれやすい背景は、エリート層が親しんでいる、経済的に有利であるなどの理由にくわえ、このような、言葉の環境整備にコストがかからないこともあるように思われます。

　そして、いよいよ議会で議決し、公用語として動きだすことになりますが、そのまえに、その言語が国民に抵抗なく受けいれられるように、その公用語の地位を高めておくことが必要です。旧宗主国の言葉であれば、その言葉の経済的な価値が強調され、その国の土着の言葉であれば、民族的なアイデンティティに訴えることが必要になるでしょう。



　日本の近代化と公用語の選定――東京の「山の手言葉」を採用



　日本では、このような公用語の選定はいつおこなわれたのでしょうか。

　想像すればすぐにわかりますが、明治時代です。公用語選定のきっかけになったのは、ドイツで言語学を学び、帰国後、東京帝国大学の博はく言げん学がく講座（当時は言語学をこう呼びました）の教授に就任した上田万かず年としの「標準語に就つきて」（一八九五年）という論文です。

　日本の場合、日本の国内の方言からいずれかを選んで公用語にするというのが、もっとも現実的でしたので、文部省の国語調査委員会によって立てられた「方言ヲ調査シテ標準語ヲ選定スルコト」という方針に従って、方言の全国調査がおこなわれ、公用語選定が進んでいきます。

　そして、上田万年は、教養のある東京人の話し言葉である山の手言葉が、標準語のモデルとしてふさわしいと考え、その結果、今のような標準語が採用されたのです。

　ただし、日本国内では、現在でも、日本語について国語という名称は聞かれても、公用語という名称はあまり聞かれません。もともと日本語の標準語化の作業は、明治期の混乱する言語状況のなかで国語化を目指した作業であり、上田万年や保ほ科しな孝こう一いちといった言語学者の手を借りた、突貫工事だったところに特徴があります（イ一九九六）。

　もちろん、標準語の成立以前に、欧米の科学技術や社会制度をはじめとする諸概念を表す和製漢語を作りあげていたこともまた、日本語を公用語に選定しえた重要な要因でしょう。

　なかでも、「自由」「演説」をはじめとする多数の訳語を世に広めた、在野の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち、「哲学」「科学」などの学術用語を生みだした、官界の西にし周あまねは、その点で大きな役割を果たしました。

　幕末期から明治期にかけて、日本の近代化のさいに作られたこうした漢語は、江戸期以前の和製漢語にくらべ、中国人にとってもわかりやすいのが特徴で、中国語にも広く取りいれられています。



　世界最強の言語、英語の君臨



　しかし、その後、日本語の世界では、漢語がその造語力を発揮することは少なくなり、外来語をそのままカタカナで表記して持ちこむ習慣が定着します。

　戦時中、外来語追放運動が起こりますが、敗戦後、米国の影響を強く受けるなかで、カタカナ語がさらに勢力を拡大します。そして、「ＪＲ」のようなアルファベットの頭文字を利用した略語（abbreviation）や、英語のそのままのつづりが用いられるようになります。

　日本社会のなかでも、英語の支配力は圧倒的です。英語のつぎに学習者の多い中国語がかすんでしまうほどです。すでに言及した小学校での英語教育も、英語の支配力の一つの表れですし、大学でも企業社会でも、英語ぐらいできなければという圧力は強まるばかりです。

　こうした状況は日本だけではありません。中国でも、英語のつぎに学習者が多いのは日本語ですが、英語とその他大勢という図式は日本と同じです。米国やカナダ、イギリスやオーストラリア、ニュージーランドなどは、英語が第一言語だという理由で多くの留学生を集めていますし、ヨーロッパ圏の非英語圏でも、留学生を獲得するため、英語だけで教育を受けられるカリキュラムを持つ大学は少なくありません。

　英語は今や、世界最強の言語として君臨しています。英語を習得しておくと、就職の機会が増えますので、「とりあえず英語」という風潮は至るところで見られます。英語を公用語とする国では、それ以外の公用語の力が弱まる傾向があり、殺人言語（killer language）として恐れられています。しかし、そうした批判にもかかわらず、英語への依存度は世界的に高まるばかりです。

　水みず村むら美み苗なえ氏の『日本語が亡びるとき』という本が一時期注目を集めました。日本語さえ亡びる可能性があるとするセンセーショナルなタイトルと、欧米文化圏で長く活動を続けてきた筆者の洞察が多くの人々の目を引いたのだと思われます。

　もちろん、日本語は世界的に見て強者の言語であり、そう簡単に亡びるとは思えません。しかし、企業活動や研究活動のうち、ある特定の分野では、すでに日本語では勝負ができない状況が生まれていることは事実であり、そうした分野が徐々に広がってきているのが現状です。『日本語が亡びるとき』では日本文学の憂慮について語られていますが、その憂慮は他のさまざまな分野にも及ぶ可能性をはらんでいます。



　日本の言語政策――英語の公用語化をめぐって



　言語政策をめぐる日本社会の大きなうねりは、二公用語（日本語、英語）、一国語（日本語）を目指しているように見えます。二〇〇〇年には、時の内閣総理大臣・故小お渕ぶち恵けい三ぞう氏が、私的諮問機関『「21世紀日本の構想」懇談会』のなかで、英語第二公用語論を提唱しているとおりです。非常に長い目で見れば、英語が第一公用語になっていく可能性もあります。

　英語の公用語化を、私たちははたしてどう考えればよいのでしょうか。

　それを決める権利は言語学者にはありませんが、言葉を研究するものとして、いくつか懸念すべき点があり、それを教育とからめて六点示したいと思います。

　一点めは、こうした流れが経団連をはじめとする財界主導で進んでいる点です。英語教育学者の江え利り川かわ春はる雄お氏はそれを「主権『財界』」と評しています（江利川二〇〇九）。

　話し手が言葉を選ぶときに、経済という要因が非常に大きいことは言うまでもありません。ですが、経済界は私たちが選挙で選んだわけではありません。言葉を選ぶ主体は私たち一人一人であり、私たちが投票によって選んだ代表者が集う国会であるべきだと思います。その意味で、自分の話す言葉は自分で決める「主権『在民』」が何よりも重要です。

　二点めは、言語教育について考えたり意見を述べたりする官僚、政治家、財界人などに、社会言語学や言語習得研究の素人が多いという点です。

　素人だから意見を述べてはいけないということはけっしてありません。しかし、十分な知識なしに意見を述べることは、政策を間違った方向に導きますし、経済的な現実ばかりを優先し、言葉は人が学ぶというもう一つの現実を無視すると、現場で学ぶ学生と、現場で教える先生がともに悲鳴を上げてしまうのです。そうした不幸が残念ながら杞き憂ゆうでなくなりつつあるのが現状であるように思います。

　三点めは、英語といっても一様ではないということです。

　英語は国によってスタンダードが違いますし、方言も多様です。また、世界共通語としての性格を持っているため、○○人の英語というバリエーションも豊富です。英語がEnglishesと複数形で語られるのもこのためです。

　ですから、英語を話すということで力む必要はなく、意思疎通さえできれば、日本語なまりの英語でよいのです。むしろ、重要なのは、言葉にどんな内容を盛りこむかです。

　第八章で述べたように、言語能力には生活言語能力（BICS）と学習言語能力（CALP）があります。日本の英語教育を見ていて不安を覚えるのは、この二つが区別できていない人が多い点です。

　生活言語能力を鍛えて中身のない内容をぺらぺら話しても、国際的には評価されません。むしろ、たどたどしくても、学習言語能力を鍛えて中身のある内容を話せる人が尊敬を集めるのが、グローバル社会の常識です（内田二〇一〇）。

　四点めは、英語だけでよいのかという問題です。

　世界にはさまざまな言語があります。近隣の韓国語、中国語、ロシア語はもちろん、少し視野を広げれば、東南アジア・南アジアの言語、ヨーロッパの言語、アフリカの言語など、さまざまです。

　日本が貿易立国である以上、英語だけでは限界があるのは目に見えています。英語でも部分的にコミュニケーションができるとしても、現地語を学ぶことは、より深い相互交流に欠かせません。

　日本では英語一辺倒の傾向が強いのですが、日本に留学してくる留学生を見ていると、母語＋英語＋一言語（英語が母語の場合は英語＋二言語）が世界の潮流になりつつあることを強く感じます。

　五点めは、日本語も国際化しているという点です。

　外国語を学びはじめるのは、外国人とコミュニケーションをとりたいからです。ならば、外国人に日本語を話してもらうという選択肢もありえます。

　事実、日本にも海外にも、日本語を学びたい人はたくさんいます。そうした人に手を差し伸べることも、外国語を学ぶことと同じくらい大切です。

　しかし、日本にいる外国人児童の場合、同化教育にならないようにする配慮が必要です。第一言語の言語権を剝はく奪だつしてまで日本語を強要することは、日本の負の歴史を繰り返すことになります。

　六点めは、日本語を第一言語とする日本人は、日本語で思考をおこなっているという点です。

　日本は非常に優れた翻訳文化を持っており、英語の世界で考えられていることはほとんど日本語で考えることが可能になっています。日本は、日本語による学習言語能力をきちんと教育することで、急速な成長を達成した国です。幼い時期は、焦って外国語を習得することよりも、日本語でしっかりと考えられる力を養成することが大切だと思います。

　日本社会で生活していくうえで、外国語はあくまでオプションであり、必要を感じたときに学べばよいものです。むしろ、必要を感じたときに学んでこそ、言葉は身につくものなのです。



　多言語主義と複言語主義――豊かさは多様性のなかに



　私の研究室に所属するフランス人の大学院生に、フランス語版の『カードキャプターさくら』をもらいました。『カードキャプターさくら』は講談社の月刊少女漫画雑誌『なかよし』に連載され、ＮＨＫの教育テレビでアニメ化もされたマンガです。

　内容は、小学四年生の元気でかわいい、しかし、少々ポーッとしていて天然な女の子のさくら（木之本桜）が、仲間のケロちゃん（ケルベロス）と、クロウカードと呼ばれる魔法のカードを収集していく話です。ケロちゃんは、小さなぬいぐるみのような姿をしていて、大阪弁でよくしゃべり、頭の回転が速く、天然のさくらにツッコミを入れながらも、いざというときにはさくらの危機を救う頼りになるキャラクターです。

　フランスは世界でも有数の日本マンガの消費国で、日本マンガを指すmangaという外来語があるくらいです。くだんのフランス人大学院生によれば、日本語版『カードキャプターさくら』では大阪弁を話すケロちゃんは、フランス語版ではマルセイユ弁を話しているのだそうです。

　マルセイユは、人口ではパリに次ぐ、お笑いの文化のある商業都市で、日本でいえば、まさに大阪に相当するイメージです。そう考えると、マルセイユ弁は、ケロちゃんが話すにふさわしい方言です。

　世界的には、たしかに英語が席巻していますが、フランス語版の『カードキャプターさくら』の話を聞いていると、ローカルな文化の奥深さをあらためて感じます。言語のグローバル化、すなわち英語化は、たしかに世界を効率的なものにするでしょうが、同時に、世界が平板でつまらないものになってしまう気がします。文化の豊かさは多様性のなかに育まれるものです。

　ＥＵよりさらに多くの加盟国を有するヨーロッパ評議会（Council of Europe）では、複言語主義（plurilingualism）が提唱されています。

　複言語主義は、多言語主義（multilingualism）とは異なる概念です。多言語主義は、複数の言語が、たがいに無関係に併存する人や社会を指しますが、複言語主義は、構成員がそれぞれ持っている言語能力を総動員して伝えあう努力をする社会です。

　現在、日本の政財界が目指している方向性は、英語を公用語に加え、英語の教育を強化して、英語のできる人材を育成しようとしているという意味で、多言語主義的です。一方、複言語主義は、多様性を尊重し、個人が複数の言語を学び、たとえそれが片言であっても、自分の能力の範囲で可能なかぎりコミュニケーションを図ることを目指します。

　複言語主義は、陸続きの国々がそれぞれ複数の言語を抱えるというヨーロッパの現実、そして、それらを統合して、ＥＵという自由な共同体を作りあげたいというヨーロッパの理想から生まれてきたものでしょうが、それは、日本に住む私たちにとっても示し唆さ的てきです。



　ヨーロッパ言語共通参照枠――言語のステップアップを実感できるしかけ



　ヨーロッパ評議会は、ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages: CEFR）というものを作りました（Council of Europe 2001）。これは、ヨーロッパの複言語主義を推進するために作られたもので、言語を学ぶ学習者が自分の学習状況を把握したり、言語を教える語学教師が学習者の指導や評価をしたりするさいの参考にするための枠組みです。

　言語の能力に応じて、日常的で基本的なことなら表現・理解できるA1から、ほとんどの話や文章が理解でき、複雑なことでも流暢に表現できるC2まで、A1、A2、B1、B2、C1、C2の六レベルに分かれています。

　この参照枠の優れている点は、聞く、読む、話す（会話・表現）、書くという技能の側面から、「～ができる」という記述（Can-do statements）に徹しているところです。

　日本の外国語教育では、漠然と「英語ができる」「中国語が話せない」などと言いますが、具体的に何がどこまでできるのか、問題にされることは少ないのが現実です。

　それを、この参照枠では、聞く、読む、話す、書くという四技能から明確（transparent）かつ一貫した（coherent）形で示したところに価値があります。

　日本人はとかく「できない」ことに目が行きがちで、そこから外国語コンプレックスに陥り、外国語学習が嫌いになってしまいます。しかし、この参照枠を使えばいろいろなことが「できる」ことがわかり、外国語学習に前向きに取り組めます。しかも、やればやるほど「できる」ことが増え、自分自身のステップアップが実感できるしかけになっています。

　この参照枠は、海外での外国人の日本語習得を支援する国際交流基金を中心に、日本語学習に取り入れられていますが、日本人の外国語学習にも活用されることが望まれます。

　もう一つ、この参照枠の優れている点は、言語使用の場（domain）を考慮に入れている点です。場は、自宅などの私的な場（personal domain）、公共の交通機関などの公的な場（public domain）、職場などの仕事の場（occupational domain）、学校などの教育の場（educational domain）の四つに分けられ、場所、組織、人物、対象、出来事、行為、テキストといった観点から個別の状況が包括的（comprehensive）に示されています。

　つまり、この参照枠は、これまで知識という側面からばかり言語能力を測ってきた従来の評価システムのあり方に疑問を投げかけ、社会言語学的な面を重視し、実際の社会生活のなかで何ができるかという側面から言語能力をとらえるように勧めているものです。

　この参照枠を使えば、テストで点は取れるけれど、実際には使いものにならないという矛盾は解消されるでしょう。



　コミュニケーション能力――文章は「ふさわしさ」で決まる



　こうして見てくると、この参照枠は、個人の言語能力をコミュニケーション能力（communicative competence）としてとらえていることがわかります。この点は、とても重要です。

　Hymes（1972）によって提唱されたコミュニケーション能力は、Canale（1983）によって、四つの能力から構成される能力としてまとめられました。



　①文法的能力（grammatical competence）……………小さな要素を組み合わせて正しい語や文を組み立てる能力。

　②社会言語学的能力（sociolinguistic competence）……その場の状況に合ったふさわしい表現を選びだす能力。

　③談話的能力（discourse competence）…………………前後の文脈をつなげ、一貫したわかりやすい談話を作りだす能力。

　④方略的能力（strategic competence）…………………その言語の知識が不十分なときに、それを補うために使う能力。



　④は、その言語の能力が不足しているときに使う特殊な能力なので、これを除外して考えると、言語には、①文法的能力という「正しさ（正確さ）」の能力、②社会言語学的能力という「ふさわしさ（適切さ）」の能力、③談話的能力という「わかりやすさ（明めい晰せきさ）」の能力の三つにまとめられることがわかります。

　言語能力というと、つい「正しさ」ばかりが追い求められがちですが、言葉で忘れてはならないのは、正しい知識を持つことではなく、相手にきちんと伝えることです。

　言語能力をコミュニケーション能力と考えた場合、じつは「ふさわしさ」と「わかりやすさ」が重要なのではないでしょうか。

　私自身は、前著『文章は接続詞で決まる』（光文社新書）で「わかりやすさ」を強調しましたが、本書では「ふさわしさ」を強調してきました。日本社会ではその場の空気を読むように言われ、それができない人はコミュ障しようなどとからかわれます。しかし、空気を読めと言われても、いったい何をしたらよいか、途方に暮れてしまう人も少なくありません。

　本書ではそのために、「どこ出身の」「どんな人が」「どんな人に」「どんな状況で」（＝どこで／何について／何のために）「どんな方法で」という五つの要素を手がかりに、「ふさわしさ」の基準を模索してきました。

　社会言語学は、話し手が自身のレパートリーにあるさまざまな言葉のなかから一つを選択するしくみと、その効果と影響を研究する学問です。そうした選択は、社会で生活する個人一人一人の意識に拠よっています。言語政策のような動きも、結局は個人の言語意識の反映です。そうである以上、一人一人が言語というものにたいする適切な見方を持つということからすべてが始まります。

　言語学という学問はそのために存在しています。最後までおつきあいくださった読者のみなさまが、言語にたいする適切な見方を持つお手伝いを本書ができたとしたら、それに勝る喜びはありません。



【第十一章のまとめ】



（一）国の言語について考える場合、アイデンティティに基づく国の象徴である国語と、国の公的な実務に使われる公用語がある。

（二）国の公用語を一から決める場合、その円滑な導入のために、言語設計という段階的な手続きを踏むことが重要になる。

（三）日本の言語政策を考えるとき、現在大きな問題になっているのが英語の位置づけである。公用語として位置づけるかどうかにさいし、いっそうの社会言語学的議論が求められる。




　　　　おわりに



　社会言語学は、おもに英語圏で発展してきた学問であり、一見、とっつきにくいところがあります。そこで、読者の方々にとって、社会言語学の内容が身近なものになるよう、つぎの三つを基本方針として掲げました。



（一）「言葉選びの科学」という観点を貫く



　話し手は、頭のなかにある表現のレパートリーのなかから、自分自身のアイデンティティや聞き手、その場の状況、伝えたい内容や伝える媒体に応じて、適切に言葉を選択しています。社会言語学は「言葉選びの科学」であるという考えに基づき、そうした言葉選びの観点から一貫して記述することで、日本語の「空気」を明らかにすることを目指しました。



（二）基本的な術語をできるかぎり盛りこむ



　近年の新書は一つのテーマを掘りさげるものが主流です。それが新書の隆盛につながっているのですが、一冊で、ある分野の基礎がわかるという本が減ってきているのも事実です。そこで、本書は、社会言語学の入門書として、基本的な術語をできるかぎり盛りこみ、その概念を丁寧に説明するように心がけました。巻末に索引もつけましたので、ご活用ください。



（三）日本語の例を中心とする



　さきほど述べたように、社会言語学は、おもに英語圏で発展してきた学問であり、英語を例とする入門書が多いのが現実です。そのため、せっかく社会言語学の勉強を始めても、この点につまずいてしまう人が多いのは残念なことです。そこで、可能なかぎり、日本語の例を中心に組み立てるようにし、社会言語学の概念が身近になるように工夫しました。

　その試みが功を奏し、私と同様に、日本語以外の言語についてあまり詳しく知らない読者の方々が社会言語学に興味を見いだしてくださることを心から願っています。

　今回の出版にあたり、光文社新書編集部の草薙麻友子さんにお世話になりました。草薙さんとはこれで三度めのコラボです。各章のわかりやすい小見出しは、草薙さんのセンスのたまものです。また、友人の金井勇人さん（埼玉大学）は、お忙しいなか草稿に丁寧に目を通し、貴重なコメントをくださいました。おふたりに深く感謝申しあげます。

　二〇一三年三月　ＳＤＧ



石黒　圭
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索引


【ａ】


abbreviation　❶


accommodation theory　❶


additive bilingualism　❶


address form　❶


affective　❶


apparent time　❶


articulate　❶


【ｂ】


baby talk　❶


balanced bilingual　❶


basic interpersonal communicative skills　❶


BICS　❶，❷


bilingual　❶


bilingualism　❶


【ｃ】


CALP　❶，❷


Can-do statements　❶


caretaker speech　❶


casual　❶


CEFR　❶


channel　❶


code　❶


code-mixing　❶


code-switching　❶


cognitive academic language proficiency　❶


coherent　❶


Common European Framework of Reference for Languages　❶


common language　❶，❷


communicative competence　❶，❷


comprehensive　❶


contact language　❶


Council of Europe　❶


covert prestige　❶


creole　❶，❷


critical period hypothesis　❶


【ｄ】


default　❶


demonstrative use　❶


description　❶


dialect　❶，❷


diglossia　❶


discourse　❶


discourse community　❶


discourse competence　❶


domain　❶，❷


dominant bilingual　❶


double limited　❶


【ｅ】


early bilingual　❶


educational domain　❶


efficiency　❶


elderly speech　❶


endangered language　❶


【ｆ】


feminine speech　❶


first language　❶


first person　❶


foreigner talk　❶


formal　❶，❷


formality　❶


form of address　❶


friendliness　❶


function　❶


【ｇ】


gender-neutral language　❶


generational speech　❶


genre　❶，❷


grammar　❶


grammatical competence　❶


group　❶


【ｈ】


high context culture　❶


high rising terminal　❶


high status　❶


high variety　❶，❷


historical linguistics　❶


homogeneous speech community　❶


honorific　❶


【ｉ】


identity　❶


immersion program　❶


improvisation　❶


Indo-European languages　❶


informal　❶，❷


interdependence hypothesis　❶


interpersonality　❶


【ｊ】


jargon　❶


【ｋ】


killer language　❶


kinship terminology　❶


【ｌ】


language　❶


language change　❶


language death　❶


language extinction　❶


language family　❶


language loss　❶


language revival　❶


language rights　❶


language use　❶


language user　❶


late bilingual　❶


lingua franca　❶


linguistic competence　❶


linguistic determinism　❶


linguistic performance　❶


linguistic relativity　❶


linguistic variation　❶


literary　❶


local language　❶


low context culture　❶


low status　❶


low variety　❶，❷


【ｍ】


macro-sociolinguistics　❶


markedness　❶


masculine speech　❶


metaphorical switching　❶


micro-sociolinguistics　❶


middle class　❶


minority language　❶


monolingual　❶


morphology　❶


motherese　❶


multilingual　❶


multilingualism　❶，❷


【ｎ】


national language　❶，❷


negative face　❶


negative politeness　❶


【ｏ】


occupational domain　❶


official language　❶，❷


orthography　❶


overt prestige　❶


【ｐ】


PC　❶


personal domain　❶


personal pronoun　❶


phonology　❶


pidgin　❶，❷


plannedness　❶


plurilingualism　❶


politeness principle　❶


politeness theory　❶


political correctness　❶


polyglossia　❶


polyglot　❶


positive face　❶


positive politeness　❶


prescription　❶


pro-drop/pronoun-dropping language　❶


public domain　❶


【ｒ】


real time　❶


referential　❶


referential use　❶


regional dialect　❶，❷


register　❶


role language　❶


【ｓ】


Sapir-Whorf hypothesis　❶


second person　❶


semilingual　❶


sequential bilingual　❶


setting　❶


sexist language　❶


simultaneous bilingual　❶


sister language　❶


situationality　❶


slang　❶


social dialect　❶，❷


social distance　❶


sociolinguistics　❶，❷，❸


sociolinguistic competence　❶


sociology of language　❶


solidarity　❶


speech　❶


speech accommodation　❶


speech community　❶


speech convergence　❶


speech divergence　❶


speech repertory　❶


standard language　❶


status　❶


stereotype　❶，❷


strategic competence　❶


strategy　❶


style　❶，❷


style shifting　❶


submersion program　❶


subordinate　❶


subtractive bilingualism　❶


superior　❶


syntax　❶


【ｔ】


teacher talk　❶


term of address　❶


theoretical linguistics　❶，❷


third person　❶


topic　❶


transparent　❶


【ｕ】


unmarkedness　❶


uptalk　❶


【ｖ】


variety　❶


verbal hygiene　❶


vernacular language　❶


vocative use　❶


【ｗ】


working class　❶


【ｙ】


youth language　❶


【あ】


アイデンティティ　❶，❷，❸


アコモデーション理論　❶


あらたまった　❶，❷


あらたまり度　❶


【い】


育児語　❶


位相　❶


一人称　❶


一貫した　❶


イマージョン・プログラム　❶


インド・ヨーロッパ語族　❶


【う】


うち　❶


打ち言葉　❶


【お】


音韻論　❶


【か】


下位者　❶


書き言葉　❶


拡散　❶


学習言語能力　❶，❷


加算的バイリンガリズム　❶


【き】


危機言語　❶


記述　❶


気づかない新語　❶


気づかない方言　❶


機能　❶


規範　❶


きもち欠乏症　❶


教育の場　❶


業界用語　❶


共通語　❶，❷


均衡バイリンガル　❶


均質な言語共同体　❶


【く】


くだけた　❶，❷


グループ　❶


クレオール　❶，❷


【け】


敬意逓減の法則　❶


計画性　❶


敬語　❶


形態論　❶，❷


言及的用法　❶


言語　❶


言語運用　❶


言語共同体　❶


言語決定論　❶


言語権　❶


言語社会学　❶


言語相対論　❶


言語能力　❶


言語の再生　❶


言語の死　❶


言語の消滅　❶


言語の喪失　❶


言語バリエーション　❶


言語レパートリー　❶


顕在的権威　❶


減算的バイリンガリズム　❶


現場性　❶


【こ】


後期バイリンガル　❶


高コンテキスト文化　❶


公的な場　❶


公用語　❶，❷


効率性　❶


コード　❶


コード・スイッチング　❶


コード・ミキシング　❶


呼格的用法　❶


国語　❶，❷


呼称　❶


語族　❶


こっち　❶


言葉狩り　❶


言葉の使用　❶


言葉の使用者　❶


言葉の変化　❶


語尾上げ　❶


コミュニケーション能力　❶，❷


【さ】


殺人言語　❶


サピア＝ウォーフの仮説　❶


サブマージョン・プログラム　❶


三人称　❶


【し】


仕事の場　❶


指示的用法　❶


実際の時間　❶


私的な場　❶


自分　❶


姉妹言語　❶


事務的　❶


社会言語学　❶，❷，❸


社会言語学的能力　❶


社会的距離　❶


社会方言　❶，❷


ジャンル　❶，❷


収束　❶


種類　❶


上位者　❶


上下関係　❶


少数言語　❶


女性語　❶


心情的　❶


親疎関係　❶


親族名称　❶


【す】


ステレオタイプ　❶，❷


スラング　❶


【せ】


生活言語能力　❶，❷


性差別語　❶


政治的公正性　❶


正書法　❶


性中立語　❶


世代語　❶


接触言語　❶


セミリンガル　❶


ゼロ代名詞言語　❶


潜在的権威　❶


【そ】


早期バイリンガル　❶


相互依存仮説　❶


俗語　❶


即興性　❶


【た】


第一言語　❶


ダイグロシア　❶


対人性　❶


第二標準語論　❶


多言語主義　❶


ダブル・リミテッド　❶


男性語　❶


談話　❶


談話共同体　❶


談話的能力　❶


【ち】


地域方言　❶，❷


逐次バイリンガル　❶


地方の言葉　❶


中流階級　❶


【て】


ティーチャー・トーク　❶


低コンテキスト文化　❶


丁寧さの原理　❶


デフォルト　❶


伝達方法　❶


【と】


同化教育　❶，❷


統語論　❶，❷


同時バイリンガル　❶


同調　❶


【に】


二人称　❶


人称代名詞　❶


人称表現　❶


【ね】


ネガティブ・ポライトネス　❶


【は】


場　❶，❷


ハイバラエティ　❶，❷


バイリンガリズム　❶


バイリンガル　❶


話し言葉　❶


母親語　❶


場面　❶


半疑問　❶


【ひ】


ピジン　❶，❷


比喩的スイッチング　❶


標準語　❶


【ふ】


フォーリナー・トーク　❶


複言語主義　❶


分節する　❶


文体　❶，❷


文体の切り替え　❶


文法　❶


文法的人称　❶


文法的能力　❶


【へ】


偏重バイリンガル　❶


【ほ】


包括的な　❶


方言　❶，❷


方言漢字　❶


方言コスプレ　❶


方言周圏論　❶


方言札　❶


方略　❶


方略的能力　❶


ポジティブ・ポライトネス　❶


ポライトネス理論　❶


ポリグロシア　❶


ポリグロット　❶


【ま】


マクロ社会言語学　❶


マルチリンガリズム　❶


マルチリンガル　❶


【み】


見かけの時間　❶


ミクロ社会言語学　❶


【む】


無標　❶


【め】


明確な　❶


目上　❶


目下　❶


【も】


モノリンガル　❶


紋切り型　❶


【や】


役割語　❶


【ゆ】


友好性　❶


有標　❶


【よ】


幼児語　❶


ヨーロッパ言語共通参照枠　❶


ヨーロッパ評議会　❶


【り】


略語　❶


理論言語学　❶，❷


リンガ・フランカ　❶


臨界期仮説　❶


【れ】


歴史言語学　❶


レジスター　❶


【ろ】


老人語　❶


労働者階級　❶


ローバラエティ　❶，❷


【わ】


若者語　❶


話題　❶
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